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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　安曇雪伸
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　序章







　重く冷たい空気が教会の建物を占せん拠きよしていた。


　元より教会とは騒そう々ぞうしさとは縁えん遠どおい場所ではあるが──今この場に漂ただよっているのは尋じん常じような静せい寂じやくではない。佇たたずむ者達に例外なく沈ちん黙もくを強しいるかの様な、強こわ張ばった空気である。耳に突つき刺ささる不自然な静寂の中で、時折響ひびく溜ため息の音だけが妙に生なま々なましい。


　男達は罪ざい人にんの如ごとくただ頭こうべを垂たれて、立ちこめる雰ふん囲い気きの重さに耐たえている。この期ごに及およんで最も早はや言葉など何の意味も無いという事を彼等は思い知っていたからだ。


　だが──


「……なあ……」


　沈黙の重じゆう圧あつに耐えかねたのか……一人が口を開いた。


「他の連中はどうなったんだろうな……？」


　応おうじるのはただ沈黙のみ。


　答える者は居ない。問うた者も答えを期待した訳わけではないだろう。わざわざ口に出して尋たずねずともそれは分かり切った事だったからだ。今いま更さら何を──と苦く笑しようする気力すら男達にはもう無い。


「……なあ……」


　だがそれでも男は繰くり返した。恐おそらく尋ねる事で不安を紛まぎらわせたかったのだろう。あるいは単に、自分の上にのしかかる絶望の影かげに気付いていない振ふりがしたかったのかもしれない。


「……どうなったんだろうな……？」


『反はん乱らん』


　その言葉で呼よぶには……それはあまりに杜ず撰さんで稚ち拙せつなものだった。


　事実としては単に重じゆう税ぜいに耐えかねた領りよう民みん達が暴あばれ出したというだけの事だ。計画性など最初から無かった。何らかの戦せん術じゆつや武ぶ装そうがあった訳でもない。


　ただ……幾いくつかの偶ぐう然ぜんが重なっただけの状じよう況きようを領民達は『天てん啓けい』と受け止めて暴ぼう動どうを起こしてしまった。『横暴な領主に今こそ我等の権けん利りを認みとめさせるべし』──そう大たい義ぎ名めい分ぶんを掲かかげながら公的な施し設せつの幾つかを彼等は襲おそった。ある施設は占拠され、ある施設は焼き討うちされた。彼等が今占拠しているこのマウゼル教教会もそうした際に襲撃し乗っ取った建物の一つである。


　だが結果的にそれは彼等自身の首を絞しめる結果となった。


　ラインヴァン王国における税率というものは国法で大まかに定められている。領主の権けん限げんによって上げ下げできる多少の幅は認められているのだが、法定税率の範はん囲いを逸いつ脱だつする様な極きよく端たんな重税は許ゆるされない──それがこの国の常じよう識しきであり建たて前まえであった。


　だが王国貴き族ぞくの中でも屈くつ指しの権力を誇ほこるブルガート公こう爵しやく家は事実上の例れい外がいだった。


　王室ですらブルガート公爵家の内ない政せいには殆ほとんど口を差し挟はさめない。歴史上何人もの王おう妃ひを国王に嫁とつがせてきたブルガート公爵家の影えい響きよう力りよくは時に国法をもねじ曲げ得うる程ほどのものであったからだ。


　無む論ろん……法定税率から逸脱しているとはいえ、代々のブルガート公爵は諸もろ々もろの事じ情じようをきちんと計算した上で税を掛かけている。重税を掛け過ぎて領内に大量の餓が死し者しやでも出る様な事になれば結果的に税収は減へる上、『統とう治ち能のう力りよくに疑ぎ問もん在あり』として王国に内政干かん渉しようをさせる大義名分を作ってしまうからだ。いくら絶ぜつ大だいな権力を誇るブルガート家でも政せい敵てきは一人や二人ではない。隙すきを見せれば脚あしをすくわれるのは政治の世界の常つねである。


　故ゆえに公爵家が領民に対して設定したのはその一歩手前──いや半歩手前の税率だった。


　だがそれでもやはり領民達は苦しい生活を強いられている事に変わりはない。


　長年に及ぶ公爵家統治の陰かげで彼等の不満は蓄ちく積せきされていた。


　特に近年は王国全土を網もう羅らする主要街かい道どうが整備され地方間の往来も比較的容よう易いになってきた。そうなれば、当然だが領民達は他の領における税率や統治方法についての情じよう報ほうをも得易やすくなる。そして自分達がどれ程に不当な税金を掛けられ領主から搾さく取しゆを受けているのかという事に気付き始めていた。


　事じ故こはそんな時、偶然にも発生してしまった。


　土ど砂しや崩くずれが起きて領内の道の一つが潰つぶれた際さい──偶然ながら現ブルガート公爵令れい嬢じようの一人を乗せていた馬車が巻まき込こまれた。そしてその際に従者や護ご衛えいはいずれも死亡、もしくは重じゆう傷しようを負い、奇き跡せき的にブルガート公爵令嬢だけが無む傷きずで領民達に助け出されたのだ。


　だが……


　領民達はここで素す直なおに令嬢をブルガート家に帰そうとはしなかった。


『この娘むすめを素直に公爵の元に帰すのではなく、人質として使えば公爵家にもっと軽い税率を約束させる事が出来るのではないか？』……彼等はそう考えたのである。嫡ちやく子し庶しよ子し合わせて二十人近い公爵の子の中でも、救出されたその娘は特別だった。他の子こ供どもならともかくこの娘を盾たてに取れば公爵は譲じよう歩ほせざるを得ない──領民達はそう考えたのだ。


　だが彼等の考えは甘あまかった。甘過ぎた。


　それにもまして彼等は事を急ぎ過ぎた。


　交渉術の基き礎そも知らない領民達は嵩かさにかかって『それが当然の権利』とばかりに公爵家に条じよう件けんを突きつけた。そもそも交渉的な『優ゆう位い』というものの使い方を知らない彼等は、今まで搾さく取しゆされてきた反動からか高圧的な態度で交渉に臨のぞみ……公爵の不ふ興きようを買う事となってしまったのである。


　結果として交渉に当たった領民達は『反乱首しゆ謀ぼう者しや』として投とう獄ごく、あるいは処しよ刑けいされた。


　また公爵側はその『反乱首謀者』達の家族や友人といった者達を『反乱軍』と決め付けて狩り出し始めたのである。治安騎き士し団だんは無論……公爵家の私設軍隊である所の〈ナイツ・オブ・クリムゾン〉まで動員した鎮ちん圧あつ作戦はわずか五日で『反乱』を終しゆう息そくの方向に向かわせた。


　無論この短期鎮圧は単に武力で公爵家側が圧あつ倒とうしていたという事実もあるが──『直ちよく接せつ的に反乱に加わった一部を除き領民はその罪を咎とがめず』という告知が出された事も結果的には効きいた。これは本来不必要に領民を追い詰つめて本物の反乱を生じさせない様にする為ための手ではあったのだが……『反乱』三日目にして公爵家側の圧倒的な武力に押されていた領民の多くはこれに迎げい合ごうした。


　当初、多くの領民は『反乱』を歓かん迎げいし、食料その他の物ぶつ資し的な面で『反乱軍』を支し援えんしていたが……勝てないと分かった時点で、直接的に暴動や公爵令嬢監かん禁きんに関与していた者達と決別してしまった。彼等を生いけ贄にえとして差し出し、大多数の領民は無関係を決め込んだのである。


　こうして……『反乱軍』は五日目にして既すでにその数を五十名余りにまで減げんじていた。


　その上、本来であれば共きよう闘とうすべき仲間である領民達からも見放されて孤こ立りつした。


　そして更に二日後。


　一人捕まり二人殺され……『反乱』後一週間にして『反乱軍』は二十名をも割わる程に数が減へっていた。


　無理もない話ではある。ただでさえ戦争を商売にしている本職の騎き士しを相手に、剣けんさえろくに握にぎった事も無い一いつ般ぱん人じんが勝てる筈も無い。数が少ないならば尚なお更さら……まして手を取り合うべき仲間にまで見み捨すてられてしまっては、もうこの絶望的状況も当然の有あり様さまとしか言い様が無い。


　そして──


「……くそっ！」


　一人が吐はき捨てる様に言った。


　彼等は今、最後の切り札である──いや命いのち綱づなと表した方が正しいかもしれないが──公爵令嬢を囲かこむ様にして教会の奥おくの部屋に立てこもっている。本来は神官達の詰め所であるこの部屋に生き残った『反乱軍』の半数……つまり七名が居る。残り八名は礼れい拝はい堂どうや裏うら口ぐちで見張りに立っているが、いざ治安騎士団や〈ナイツ・オブ・クリムゾン〉が突入してくればものの五分と保もつまい。


　とてもではないが今更、王国軍相手に彼等が状況を打だ開かいできるとは思えない。辛かろうじて公爵令嬢を手の内に確かく保ほしている為に、危あやうい均きん衡こうを保たもっているが……いつまでもこうしている訳にはいかないだろう。


「くそっ！　くそっ！　ちくしょうっ!!」


　行き場を喪うしなった不安と恐きよう怖ふが鬱うつ積せきし──とうとう噴ふん出しゆつしたのだろう。男は荒あら々あらしい仕し草ぐさで立ち上がると、部屋の隅すみに座すわっている少女にぎらぎらと焦しよう燥そう感かんに滾たぎる視線を向けた。


　男が半なかば正気を喪っているのは誰だれの目にも明らかである。


　少女は思わず身を竦すくませて顔を伏ふせた。


　だが──


「くそっ──！」


　男は傍かたわらの壁かべに立て掛かけてあった得え物ものを手にする。箒ほうきの柄えに包丁を括くくり付けただけの粗そ末まつな『槍やり』だ。武器と呼ぶにはあまりに貧ひん相そうな代しろ物ものである。さすがに彼等もこれで騎士団と正面から戦えると思っていた訳ではなかろうが……


「笑いやがった、こいつ俺おれ達を笑いやがった！」


　そう言って男は少女に武器を向ける。


　無論……これは男の被ひ害がい妄もう想そうだ。少女に男達の窮きゆう状じようを笑う余よ裕ゆうなどある筈はずも無い。下手に彼等を怒おこらせればその場で殺されるかもしれないのだ。如い何かに粗末な武器であろうとも刃が付いている以上、殺さつ傷しよう力りよくは在ある──無抵てい抗こうの捕ほ虜りよを突き殺せる程てい度どには。


「こいつ──」


「馬ば鹿か──やめろっ！」


　少女に向かって歩き始めた男を、手を伸ばして仲間が制せい止しする。だが男は掛けられたその手を乱暴に振り払うと、歩ほを進めて少女の前に立った。


「やめろ！　そいつが居るからこそ俺達は……」


「分かってるよ、そんな事は！」


　仲間を振り返って男は怒ど鳴なった。


「こいつが居るから俺達はまだ生きてるって言うんだろうが？　そんな事は言われなくても分かってる！」


「だったら──」


「生きてたらいいんだろ!?」


　男の叫びに……仲間達は顔を見合わせた。


「おい……クロフト。おまえ何を……？」


「生かしておいてやるさ……生かしておいてやるともさ！」


　クロフトと呼ばれた男は言って『槍やり』を構えた。


「…………！」


　首元に突つきつけられたその切っ先を見つめ──少女が一層怯おびえた表情を浮かべる。


　縄なわで後ろ手に縛しばられ、部屋の隅に座すわらされているこの少女こそ、今回の『反乱』のきっかけとなったブルガート公爵家令嬢だ。


　その姿は公爵家令嬢の肩書きに相応ふさわしく上品かつ可か憐れん。瞳ひとみは紺こん碧ぺき。髪かみは黄金。清せい楚そさと華か美びさという一見相反する要素が無理なく溶とけ合うその姿は、大切に大切に育てられた花の様だった。悪意敵意を以もつて見る者にしてみれば嗜し虐ぎやく心しんを著いちじるしく刺し激げきされる容よう貌ぼうだろう。本人にその意図があろうと無かろうと──後ろ手に縛られ、刃物を向けられて怯える姿すら、媚び態たいの様に見えてしまうのだ。


　少女の名はエルマイア・ブルガート。


　ブルガート公爵家の次女であり、生まれた時から特別な存在として──即すなわち『最有力王おう妃ひ候こう補ほ』として育てられてきた娘である。公爵家の政治的基き盤ばんを盤ばん石じやくなものとするために打たれた布ふ石せきの一つ。現げん国王バルテリク・ラインヴァンの婚こん約やく者しやで順調に行けば来年にはバルテリクの妻つまとして王宮に迎むかえられる予定になっていた。


　だが──


「へっ──」


　クロフトは下げ卑びた笑みを顔に浮かべながら粗末な『槍』の穂ほ先さきをエルマイアの服の胸むな元もとに引っかけた。


　エルマイアが身を更に縮ちぢ込こまらせる。


　無理矢理に布を切り裂さく無ぶ粋すいな音を立てながらクロフトはその『槍』を下に引き下ろした。少女を包んでいた衣類は臍へその辺あたりまで切られ──いやその乱れた切り口からすれば『破られた』と言った方が正しいかもしれない──その白い肌はだを晒さらけ出す。恐怖と羞しゆう恥ちでエルマイアは男達の視し線せんから逃のがれようと身じろぎするが、縛しばられた身でそれは叶かなわず……単にそれはより多く肌を露ろ出しゆつさせるだけの結果に終わった。


「…………」


　クロフトが粘ねばつく様な視線をエルマイアに向ける。


　平民の彼にしてみれば、抱だくどころか一生触ふれる事すら出来ない筈はずの相手である。それを汚けがすという淫いん靡びな興こう奮ふんに彼の眼めは血走っていた。他の者達も刹せつ那な的てきな興奮が理性に勝ったのか、もう止めようとするでもなく黙だまってエルマイアに視線を注そそいでいる。


　クロフトは引きつった笑みを浮かべながらエルマイアに手を──


「……やめろ」


　低い声が言う。


　男達は一いつ斉せいにその動きを止めて部屋の奥を眺ながめた。


　そこに一人の男が座っている。ラインヴァン王国国民男性の平均からすれば小こ柄がらな体たい軀くの人物である。肩かた幅はばは広く胸板も厚あついが、身長としてはそう高くない。顔立ちも平へい凡ぼんな農夫を思わせて実直な雰ふん囲い気きが強い。


　だが──男には何か名めい状じようしがたい存そん在ざい感があった。


「なんだよストーガン。文もん句く在あるのかよ」


　クロフトが苛いら立だちと情欲に濁にごった声で言う。


　加か害がい者しやになる事で得られる昏くらい快感に酔よっているのだろう。それに酔っている間は不安と恐怖を意識せずに済すむ。迂う闊かつな事を言えば仲間であろうが問答無用で相手に殴なぐり掛かりそうな雰囲気がクロフトの周りには漂ただよっていた。


　だが……そんなクロフトの様子などお構かまいなしに、ストーガンと呼ばれた男はひどく淡たん々たんとした口調で言う。


「そいつは元々餓が鬼きの頃ころから王妃候補として育てられてきた娘だぞ。王に『献けん上じよう』される前に傷きず物ものになれば、自ら舌したを嚙かみかねない。そうなったら即そく座ざに王国軍が突入してきて俺達は皆殺しだ」


　男達は顔を見合わせる。


　確かに……彼等が今生きていられるのはエルマイアの命を握にぎっているからだ。彼女が自殺してしまえば彼等の命も消える。平民とは異ことなる価か値ち観かんを持つのが貴き族ぞくだ。乱暴される位ならと自みずから舌を嚙み千ち切ぎる位の事はするかもしれない──と彼等は思った。


　だがクロフトは引っ込まない。


「ああ？　だったら猿さる轡くつわでも嚙ませておくさ」


「同じ事だ」


　ストーガンは言った。


「自殺は防ふせげるかもしれんが、やはり王国軍は突入してくるだろう。傷物にされた王妃候補なんぞブルガート公爵にとっては何人もいる子こ供どもの一人でしかなくなるからな。むしろ『これ以上生き恥はじを娘むすめに晒さらさせない為ために』とか何とか適てき当とうな理由を付けて俺達もろとも皆殺しだ。ブルガート家の名めい誉よ……というか体面を守るためにな」


「……え？」


　さすがにそこまでは想そう像ぞうしていなかったらしい。クロフトが虚きよを突かれたかの様な表情を浮うかべて立ち竦すくむ。


「手塩に掛けて育て上げてきた王への献上品が汚される──なんてのは、対立する貴族連中からしてみれば、いいもの笑いの種たねだからな。そうなるまえに取り除のぞいてしまえ……って事になる」


「そんな……こいつはブルガート公爵の実の娘だぞ？　血の繫つながった……」


「自分達の常識で計はかるな。貴族ってのはそういう生き物なんだよ」


「……し……しかし」


「ついでに言っておけば──黙だまっていれば分からないなんて甘い事は考えない方が良いだろう。敵側には魔ま導どう士しが居る。軍用魔法に精通した連中なら壁かべ越ごしに中の様子を探さぐるなんてのは朝飯前だ。俺達の今の会話も聞かれていると思っていいだろうさ」


「…………」


　領民達は一様に黙だまり込む。


　さすがのクロフトの表情にも困こん惑わくと躊ちゆう躇ちよの色が滲にじんでいた。


「正直……」


　ストーガンはふとエルマイアに視線を向けて言った。


「俺はむしろあんたが哀あわれだよ、お姫ひめ様さま」


「わ……私が……？」


　エルマイアは眼を瞬しばたたかせて尋たずねる。


　意味が分からない。確たしかに人ひと質じちの身でいつ乱暴されるかも分からない立場は同情の余よ地ちがあるかもしれないが……ストーガンの表情からすれば彼はその様な皮ひ相そう的てきな事を言っている訳ではなさそうだった。


「あんたを人間として見ている奴やつなんて居ない。誰もがあんたを賭博遊技ゲームの札カード位にしか思ってない。だがまあそれは別に珍めずらしいこっちゃないんだ、実は。そんな事例はこの世の中で腐くさる程ほどある。しかし──」


　皮ひ肉にくめいた表情を浮かべてストーガンは言う。


「最大の悲劇はあんた自身がそれを哀かなしいとも辛つらいとも思ってない事だよ」


「…………！」


　エルマイアは身を強こわ張ばらせる。


　理由は分からない。だがあるいは……それはストーガンの言葉が彼女の心の奥底に沈しずめられていた何かに触れたからかもしれなかった。


「あんたは分かってない。自分がモノ扱いされてるって事に対して何の怒いかりも悲しみも感じてない。いや──感じてるのかもしれんがね。あんたはそれを意識してない。あんたはただ『王おう妃ひ候こう補ほ者』であってそれ以上でもそれ以下でもない。それ以外の顔があんたには無い。その事を……あんた自身はおかしいとも思っていないんだろう？」


「…………」


　エルマイアはただ絶ぜつ句くしてストーガンの顔を見つめる。


　──王妃となる事。


　それが自分の生まれてきた理由だと父に教えられた。母もそれを肯こう定ていした。周りの者達はこぞってそれを認みとめた。それが彼女の目指すべき唯ゆい一いつにして絶ぜつ対たいの未来であり、究極の幸福であるのだと教えられ続けてきた。故ゆえにこそ彼女は朝の訪おとずれと共に陽ひが昇のぼるのと同じ位に当たり前の事として『王妃になるべき自分』を疑うたがいもしなかった。


　そう自分の在り方を決め付けられている事に何の違い和わ感も感じなかった。


　だが……


「私は……」


　ストーガンの言葉には確かに彼女の心を揺ゆさぶるものがあった。


　彼が触ふれたのは彼女の抑おさえ付けられた自尊心や自意識といったものであったのかもしれない。最有力王妃候補として生まれた時から英才教育を受けてきたその過か程ていで、抑え付けられてきた諸もろ々もろの感情。彼女が自分自身でそんなものを抱かかえているなどとは意識していなかった心の沈ちん殿でん物ぶつ。それらは『最有力王妃候補者』の名な札ふだの下で圧あつ迫ぱくされ続けながら、ずっとその反発力を高め続けていたのかもしれない。


　そうだ。


　思えば彼女は常に笑顔の下に悲しみや恨うらみを押し込んで生きてきた。王妃たるべき女にそんな感情は相応ふさわしくない。だからこそ誰だれにも気付かれる事の無い様にそうした感情は彼女自身が心の奥底に棄すててきた。それは完かん璧ぺきな王妃として婚約者バルテリク・ラインヴァンの寵ちよう愛あいを受ける為には必要な事だったからだ。


　それがどれだけ不自然な事であろうとも──エルマイアは他に生き方を知らなかった。


　何処どこにも彼女の意い志しは無い。


　何処にも彼女の自由は無い。


　何処にもエルマイア・ブルガートという娘は居ない。


　ただ『王妃』という鋳い型がたの中に押し込められた顔の無い哀あわれな女が一人いるだけだ。


　しかし──


「わ……私は……」


　それに気付いたからと言って何が出来るだろうか。


　王妃となる為に。ただ国王の妻となる為に。


　エルマイアはそれだけを目的として生かされてきた。他の事など何も教えられてはこなかった。王妃になる──その為だけに生まれてから全すべての時間を費ついやしてきた彼女に他の生き方など選べる筈も無いではないか……


「ご……ごちゃごちゃうるせえぞストーガン！」


　クロフトが破やぶれかぶれといった口調で怒ど鳴なる。


「どうせ俺達は死ぬんだ！　もう何処にも逃にげ場はねえ！　だったらせめてこいつを犯おかしてブルガート公爵に一いつ矢し報むくいてやるんだ！　俺達を虫けらみたいに扱あつかった事を後こう悔かいさせてやるんだ!!」


　口の端はしに泡あわを溜ためながらクロフトが喚わめき散らす。もう百万言を費やしてもこの男を説得する事は出来ないだろう。錯さく乱らんの一歩手前だ。小こ賢ざかしい道理なぞ説といても到とう底ていこの男の心には届くまい。むしろ追い詰つめてより凶きよう暴ぼう化させるだけの事だ。


「…………」


　ストーガンは顔をしかめ──しかし肩を竦すくめて見せるとそれ以上は反論しなかった。


　反対者を黙だまらせたクロフトは引きつった笑えみを浮うかべつつ再びエルマイアの服に手を掛ける。エルマイアはただただ身を竦すくめる事しか出来ない。荒あらっぽい仕草で彼女の服が更に引き裂さかれ──


「──……!!」


　不意に悲鳴が響ひびき渡った。


　エルマイアのものではない。それは部屋の外から聞こえてきたものであった。


　同時に硬かたい靴くつ底ぞこが幾いくつも幾つも床ゆかを打つ音が聞こえてくる。


「来た……！」


　愕がく然ぜんとストーガンが立ち上がる。


　他の者達も傍かたわらに置いてあった武器を手にして身み構がまえる。


「ちくしょうっ──！」


　クロフトはエルマイアを立たせようとその手を摑つかみ──


「──え？」


　エルマイアは間の抜けた声を漏もらした。


　ぱじゅっ。


　彼女はそんな音が聞こえた様に思った。実じつ際さいにそんな音が響ひびいたかどうかと問われれば彼女も首を傾かしげただろう。ただそんな音が聞こえてくるかの様な感じで──クロフトの頭部は横へ吹っ飛んでいた。


　同時に残った身体からだが頭とは反対方向に跳とぶ。お陰かげでエルマイアは頭から彼のなま暖あたたかい体たい液えきを被かぶらずに済んだ。首から噴ふき出した血はただ空中に撒まき散らされ──ぼとぼとと粘ねばっこい音を立てながら床ゆかを濡ぬらした。


「ひっ──!?」


　喉のどの奥でエルマイアが悲ひ鳴めいを上げる。


　一体何が起こったのか？


　恐おそらく一人を除いては誰も理り解かいできていなかっただろう。


「魔ま法ほうだ！　幻げん影えいの魔法で姿すがたを隠かくした奴が──」


　ストーガンが叫さけぶ。


　だがそれは……むしろ男達の混乱を徒いたずらに煽あおっただけであった。どうもストーガンは軍ぐん務む経けい験けんがあるらしいが、他の者は全くの素人しろうとである。『姿の見えない敵が室内に居る』と言われたところで冷静に対処出来る筈がない。


「わあああああっ!?」


　男達は喚きながら武器を振り回した。


　無論、陣じん形けいなど組めていない。見えない敵に向かって闇やみ雲くもに斬りつけているだけだ。その挙あげ句に二人が互いの武器で傷つけ合って地面に蹲うずくまった。残りの三名もどうすれば良いのか分からず、ただ右往左往するばかりである。


「くっ──」


　顔を歪ゆがめストーガンはエルマイアに向かって走る。


　その手は既すでに短たん剣けんを抜いていた。彼女を人質に取ってこの場を切り抜けようというのだろう。最初にクロフトを倒たおした以上、まだ敵はエルマイアに救出の価か値ち有りと認みとめているのだ。ならば首筋に短剣を突きつけておけば姿の見えない敵も迂う闊かつな真ま似ねにはでれまい。呪じゆ文もん詠唱に手て間ま暇ひまのかかる魔導士ならば尚なお更さらだ。


　しかし──


「…………」


　エルマイアまであと三歩。


　その位置で不意にストーガンの首に一線が走る。


　顎あごのすぐ下に音も無く引かれた紅あかい線は瞬またたく間に広がってぱっくりと口を開け、そこから大量の血液を噴ふき出し始めた。


　思わず眼を背そむけて身を伏ふせるエルマイア。


　だが大量の血は彼女にかかる事無く空中で停止した。何か凹でこ凸ぼこのある壁の様なものにぶつかってそこを伝つたい流れ落ちて行くのである。べったりと血の付着したその見えない壁は……やがてゆっくりと色を帯びて行き、一つの輪りん郭かくを露あらわにした。


　人間である。


　身体の線にぴったりと沿そう様な黒い衣装を帯びている小柄な男だ。恐らくは幻影系の魔法で自らの姿を隠していた魔導士であろう。その右手には今し方ストーガンの喉のど笛ぶえを切り裂さいた短剣が握にぎられていた。


「…………」


　驚きよう愕がくと恐怖と憤ふん怒ぬと……様々な表情を一いつ瞬しゆんの内に浮かべながらストーガンは一歩前に踏み出し、そしてそこで力尽つきた。魔導士らしきその黒装しよう束ぞくの男にもたれかかる様にして倒れ、そのままずるずると床ゆかに沈み込んで行く。


「ああ……」


　エルマイアは最早言葉も出ない。


　ただ呻うめく様な声だけが恐怖に押されて唇から漏もれるばかりだ。


　ストーガンは彼女のすぐ目の前で物言わぬ死体となって転がっている。


　あまりにも呆あつ気けない最さい期ごだ。一人の人間の人生がこれで無むに帰きしたとは到底信じ難い程の簡かん単たん極まりない死に様だった。


「あああ……」


　扉とびらを蹴け破やぶって紅い飾かざり布ぬのを鎧よろいに付けた騎き士し達が雪な崩だれ込んでくる。


〈ナイツ・オブ・クリムゾン〉。


　やはり先程の悲鳴と足音は『反乱軍』を彼等が鎮ちん圧あつしていた際の音であったのだろう。先に魔法で姿を消した魔導士を潜せん入にゆうさせてエルマイアの安あん否ぴを確かく認にん──そして何らかの方法で連れん絡らくをとり本隊を突入させたのだ。


「ひあああああっ!!」


　無む傷きずの三人が悲鳴混じりの声を上げて抵抗するが、騎士達には到とう底てい敵かなわない。いずれも相手に一いつ矢し報むくいる事さえ無く最初の一撃で武器をたたき落とされ、返す刃やいばで胸や腹を斬きり裂さかれてその場に沈んでいった。


　仲間同士で負傷を負ってしまった二人は咄とつ嗟さに武器を放ほうり出して降こう伏ふくの意を示しめしたが、彼等の上にも容よう赦しやなく騎士達は刃を振るった。恐らく騎士達は皆殺しの命令を受けているのだろう。その動きには全く躊ちゆう躇ちよというものが無い。戦うというよりも何かの単調な作業をしているかの様に騎士達は淡たん々たんと『反乱軍』の男達にとどめを刺していった。


　血ち飛沫しぶきが床ゆかに異い様ような模様を描えがく。


「ああ……あああ……」


　エルマイアは眼めを閉とじる事も逸そらす事も思いつかず……ただ呆ぼう然ぜんとその様子を見ていた。


　それは彼女が生きてきた世界とはあまりにかけ離はなれた、殺さつ伐ばつたる現実であった。今まで貴き族ぞくの社会の中で大切に大切に純じゆん粋すい培ばい養ようされてきた彼女にとってそれは著いちじるしく現実味を欠いたものにさえ見えた。


　床ゆかに転ころがる幾いくつもの死体。


　惜おしげもなくぶちまけられるなま暖かい血ち潮しお。


　こんな風に人間が殺されてただの肉の塊かたまりに、物体に成り下がる……こんな現実が自分の生きてきた世界の裏側に在あったとは彼女には到底信じられなかった。理屈ではそれを理解できた筈だが感情がそれを理解しきる事を拒こばんでいた。


　ただ……


「私は……」


　ストーガンの遺い骸がいにエルマイアは視し線せんを向ける。


　これはもうモノだ。


　ただの物体。意志無き肉。


　では──


「私は……」


　ではエルマイア自身はどうなのか？


　自分自身はこの物体とどれだけの差があるというのか？


「私は…………！」


　喘あえぐ様に声を出すエルマイア。


　自分でも何が言いたいのか分からない。何を言うべきなのか分からない。自分の意志などない人形に、今更言うべき言葉など在る筈も無かった。


　ただ恐怖がある。ただ憎ぞう悪おがある。ただ焦しよう燥そうがある。


　しかしそれらを形にする術すべさえも彼女は知らない。


　ただ状じよう況きようの中で定められた反はん応のうを返す事しか彼女には出来ない。


　だから──


「……御お嬢じよう様さま。お怪け我がはありませんか？」


　彼女の前に立っていた魔ま導どう士しが振り返って尋たずねてくる。


　朗ほがらかなその笑顔の半面にべったりと血が付いている様を見ながら──エルマイアは気を失った。








　静かな月光が窓まどから部屋の中に差し込んでいる。


　エルマイアは二年前の出来事を思い返しながら唇くちびるを嚙かんだ。


「私は……」


　思えばあの時からだろう──エルマイアが自分自身の中で膨ふくらんできた密ひそやかな違和感に気付いたのは。


　その後の彼女の人生は他人から見れば至し極ごく順当なものであったに違いない。


　彼女はバルテリク・ラインヴァン国王と盛せい大だいな結婚式を挙あげてこの強大なラインヴァン王国の王おう妃ひとなった。王妃となるべく徹てつ底ていして施ほどこされた教育は彼女にほぼ理想的な王妃を演えんじさせた。恐らく教育の中にはバルテリクの好みに合わせる為のものも含ふくまれていたのだろう──彼女は寵ちよう姫きとして半年を待たずに国王の子を身み籠ごももった。


　しかし……


「私は……」


　エルマイアは月明かりに照らし出された窓辺を振り返る。


　そこには小さなベッドが置かれていた。


　本当に小さなものだ。大人が横たわれば下半身が丸々はみ出してしまうかの様な代しろ物ものである。全体的に普ふ通つうのベッドの約半分の大きさだ。だがそれでも赤ん坊ぼう二人ならば充じゆう分ぶんな広さと言えた。


　ベッドの上には金きん髪ぱつの赤ん坊が二人……並ならんで眠ねむっている。


　昨日エルマイアが生んだばかりの双ふた子ごだ。


　一人は男の子。


　一人は女の子。


　共に何の不安も無い様子ですやすやと眠っている。


「…………」


　エルマイアは立ち上がるとそのベッドの側に歩み寄った。


　可愛かわいらしい。


　本当にエルマイアはそう思う。親だからこそ──という部分を差し引いたとしても、その双子は見る者を例外なく微笑ほほえませずにはおけない様な愛らしさを備そなえていた。


　あるいは赤ん坊とは総そうじてそういうものなのかもしれない。


　生まれたばかりのか弱い命。


　どうしようもない位に脆ぜい弱じやくで不自由で不完全で。


　しかし……それ故ゆえにこそ彼等を見る者は庇ひ護ごの情を抱いだかずにはおれない。何の打算も目もく論ろ見みも無く赤ん坊達はこの世に生まれて来る。その純じゆん粋すいさに人々は生命というものの原形を見る。ただ生きてそこに在ある事。それが喜びであるという事を彼等は大人達に教えてくれる。


　しかし──


「ああ……」


　エルマイアは右側の子──女の子に手を伸のばした。


　しかしこの子は殺される。


　恐おそらくは数日中に殺されてしまう。誰もがいかにしてこの子の命を確かく実じつに潰つぶすかという事を考えている。この生まれて間もない命を暗く冷たい虚きよ無むの淵ふちに返そうとしている。


　ほぼ絶ぜつ対たいと言われるグレンデルの託たく宣せんが彼女を『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』と断だんじたからだ。


　既すでに王室はいかにしてこの名前も無い姫ひめを殺すかを討とう議ぎ中ちゆうだ。恐らくは〈アンヴァー・ナイツ〉の誰かがその役目を申し付けられるだろう。


　彼女にそれを止めるだけの力は無い。


「私は……」


　エルマイアの娘むすめ。


　彼女は父の腕うでに抱かれる事さえも無いままに殺される運命なのだ。


　この子が何をしたというのか。


　尋たずねれば誰もがしたり顔で答えるだろう──『何かをしてからでは遅おそいのです』と。この子は世界を滅ぼす猛毒なのだと。だから何かする前に確実に殺してしまわねばならないのだと。


　もうすぐこの子は殺される。


　神様がそう望のぞんだから。


　そして大多数の人々がそう望んだから。


　しかし──


「私は……」


　想おもい出すのはあの時の男──ストーガンの言葉だ。


『あんたを人間として見ている奴やつなんて居ない。誰もがあんたを賭博遊技ゲームの札カード位にしか思ってない』


　人はとても簡かん単たんに人を見み限かぎる。


　人はとても簡単にモノになってしまう。モノだと見なされてしまう。


　死体になったストーガン達の様に。ブルガート公爵家を安あん泰たいに導みちびく為ための道具として育てられたエルマイアの様に。そして『世界を滅ぼす猛毒』だと断じられたこの子の様に。


　誰もこの子を人間だと思ってくれない。


　まるで不要な札を棄すてる様にしてこの子を殺そうとしている。


　いつか災わざわいを招まねくらしい──という理由でこの子の未来をつみ取ろうとしている。


　そして王の妻つまでありブルガート公爵の娘であるエルマイアには……それをただ見ているだけしか出来ないのだ。


　言われるままに生きてきた。


　それしか生き方を知らなかった。そうするしか無かった。違い和わ感を感じていても不満を感じていても彼女にはそれをはね除のけるだけの力など無い。辛つらかろうと哀かなしかろうとただ粛しゆく々しゆくと他人の決めた運命に従したがうしかなかった。


　まるで意い志し無なき人形の様に。


　しかし──


「私は……」


　ラインヴァン国王バルテリクの妻。


　ブルガート公爵家の娘。


　繰くり返し行われてきた絶ぜつ対たいの定義。


　しかし……とエルマイアは思う。


　本当にそうなのか？


　自分は本当にそれだけの人間なのか？　他の何かにはなれないのか？


　例えば──


「私は……」


　母親だ。自分はこの子の母親だ。それは誰がなんと言おうと曲げる事の出来ない真実ではないのか？


　ならば。


　国王の妻には出来ない事が、公爵の娘には出来ない事が、しかし母親ならば出来るのではないのか。自分だけにしか出来ない、この子にしてやれる事があるのではないのか？


「……クレア」


「何で御ご座ざいましょう？」


　部屋の隅すみにじっと控ひかえていた侍じ女じよは顔を上げてそう尋たずねてくる。


　エルマイアはベッドの中の我わが子に視し線せんを向けたまま……静かに言った。


「キャロル・カスールに至し急きゆう連絡をとって頂ちよう戴だい」


「……え？」


　侍女は困こん惑わく気ぎ味みの声を上げる。


　エルマイアの言った名前が分からない訳ではない。宮きゆう廷てい楽がく師しハリエット・カスールの娘であり、宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団だん〈ジェイド・サーキット〉始まって以来の天才と呼ばれる魔導士であり、そして何よりエルマイア妃ひの親友でもある人物の名前を、知らない筈がない。


　ただ、どうして今ここでその名前が出てくるのかが分からない──彼女の困惑はそれ故ゆえの事であったろう。


「それは一体──」


「お願い……急いで」


　やや語調を強めて言う。


　侍女はしばし黙ってエルマイアとベッドを見み比くらべていたが──


「まさか……」


「お願い」


　執しつ拗ように繰り返すエルマイア。


「お願い」


　他に出来る事は無い。


　弱い自分には状況を変える事など出来はしない。夫や重臣達に逆さからって我が子を守る力も無い。異を唱となえたとて聞いてはもらえまい。所しよ詮せん、皆が望んでいたのは『王の子を産む女としての王妃』であって、小こ賢ざかしくも生なま意い気きに意見を述のべてくる女ではない。


　だから──


「お願いよ……」


　眠る我が子の顔を、瞬まばたきする間も惜おしみつつ──その寝ね顔がおを瞳ひとみに焼き付けんとするかの様に見つめながらエルマイアはただそう繰り返した。










　第一章　迷走する者達







　地平の果てに異い様ような風景が在あった。


　一見すれば──それを山だと思う人間も居るかもしれない。


　その大きさを見れば錯覚するのも無理無からぬ事であろう。途と方ほうもない規き模ぼで大地から隆りゆう起きするもの。常じよう識しきの範はん囲い内で近い単語を探さがせばそれはやはり『山』に行き着くしかないだろう。


　だが……詳しよう細さいに輪りん郭かくを見てゆけば、それが通常の意味で『山』と称しようされる地形ではない事はすぐに分かる。


　山には山さん麓ろくがあり山さん頂ちようがある。大なり小なり山とは天に向かって無段だん階かいに隆起してゆく形状をしており、その上限を頂いただきと呼び、下限を麓ふもとと呼ぶ。


　しかし。


　その地形には頂点がない。


　斜しや面めんがないのだ。いきなり地面から垂すい直ちよくに立ち上がり、上端は地面と平行になっている。真横から眺ながめている限かぎりでは──大地に横たわる灰はい色いろの壁かべに見える。


　ただしそれは遠えん距きよ離りから見ての事である。


　より近づき、詳しよう細さいがはっきり見える様になると、それは長方形などではなく、地面から生えた無数の──それも巨大な柱の群むれであるという事が分かるだろう。


「すごい風景ですよね」


　ふと──赤毛の少女が言った。


　ラインヴァン王国においては珍めずらしい、やや浅黒い肌はだは、少女の身体からだに異い国こくの血が少なからず流れている事を示しめしている。


　地味で垢あか抜ぬけない印象が強く、特筆するほどの器き量りようという訳ではないが──華はなやかさに欠ける反面、真しん摯しさ、誠せい実じつさがその表情や物もの腰ごしににじみ出ている。どちらかといえば、恋こい人びととして付き合うよりは妻に迎むかえる事を望む男が多かろう。


「何かの幻まぼろしでも見ているみたい──」


　地平線にそそり立つ柱の群れ。


　そこに向かって延えん々えんと伸のびる道──冬を迎むかえてめっきり行き交かう人の姿も減へった街かい道どうの脇わきに、三人の少年少女の姿があった。


　少年が一人に少女が二人。
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　三人は焚たき火を囲かこんで座すわり、簡単な食事を摂とっている。時間的にみれば遅おそめの昼食といったところか。


　ダストヴィン大陸において、冬を迎えてからの道行きは決して楽なものではない。北に向かう道ならば尚なお更さらだ。冷たい風に晒さらされながらの旅はとても旅りよ情じようを楽しめる様なものではなく、いっそ苦く行ぎようと言っても良いだろう。


　それだけに焚き火を囲んでの食事は、冬に街道を旅する者の数少ない楽しみの一つである筈はずだった。かじかんだ手足を炎ほのおで温あたため、疲つかれた身体を休め、携けい帯たい食しよく料りようといえど空腹という最高の調味料と共に食せば、誰しも自然と顔も綻ほころぼうというものだ。


　しかし──


「王都もすごかったですけど──」


　少女は明るい口調で──殊こと更さらに明るい口調で言葉を続ける。


　はっきり言って不自然だ。三流役者の芝しば居いを見ている方がまだ違和感がないであろう。


　だからという訳でもなかろうが──少女の言葉に返る声はない。


「…………」


　赤毛の少女は口を閉とじて自分の傍かたわらに座っている少年と少女をじっと見つめた。


「──あ。え？　ええと。あの。そうですね」


　沈ちん黙もくが再び訪おとずれた事で、初めて少女が喋しやべっていた事に気付いたかの様に──その少年は慌あわてて口を開いた。


　枯かれ葉は色の髪を帯びた頭に白い鉢巻きバンダナを巻いた少年である。髪と同じ枯葉色の瞳ひとみは何処どこか草食動物を思わせて、優やさししい。


　傍らにやたらと長大な剣けんを携たずさえているが……どこか良家のお坊ちゃんを思わせる優やさ男おとこ然ぜんとしたその顔立ちに、凶きよう悪あくとも言うべき輪りん郭かくを描くその武器は、あまり相応ふさわしいとは言えまい。


「いやあ、絶ぜつ景けいですね、ええもう、本当に。これほどのものが拝おがめるとは、長生きはするものですねえ」


　思わず、おいおい御お前まえ幾いくつなんだよ──と突っ込みたくなる様な事を言う少年。


　もっとも彼自身、自分で何を言っているのかよく分かっていないのは明白だった。表情を見れば彼が激はげしく動どう揺ようしているのはすぐに分かる。


「あの、スコルプス様──」


「いやはや、凄すごいの一語につきます。ほらパシフィカさんも御ご覧らんなさい──」


　先程までの状態とは一転して、沈黙を恐れるかの様に喋り倒す少年。


　だが──彼が咄とつ嗟さに話しかけた少女は、これまた反応を示さない。


「パシフィカ──」


　見かねて赤毛の少女が声をかける。


「──え？」


　先程の少年とまるで相そう似じ形けいの様な表情を浮かべて、その少女が顔を上げた。


　可愛かわいらしい少女である。ただそれだけではなく整ととのった顔立ちには何処か芯しんの強さと気品を感じさせるものが備そなわっていた。また少し癖くせのある鮮あざやかな金髪と猫ねこを思わせる大きな碧へき眼がんが活発な印象をも彼女の姿に与あたえている──筈だった。本来ならば。


「え？　あ──なんの話だっけ？」


　どうやら全く耳に入っていなかったらしい。


　パシフィカと呼ばれた少女は眼を瞬まばたかせて赤毛の少女と少年を見回した。その表情や仕草はひどく間が抜けていて、しかも何処か虚うつろですらあり──彼女の姿が持つ本来の印象を殺してしまっている。


「なんだか凄すごい景色ねって──」


　赤毛の少女の言葉に促うながされる様に、パシフィカは聖地の方角を見つめ……そして今更ながらに驚きの声と表情を示した。


「ほ、ほんとね、凄い！」


　またこれが……どうしようもなくわざとらしかったりする。


「あんな凄いのがみれるなんて、長生きはするもんよね！」


「そうですねえ！」


「あはははははははははは」


「わはははははははははは」


　パシフィカと少年が声を揃そろえて笑う。


　端はたから見ていると耐たえ難がたいほどに白じらしくて間抜けな様子なのだが……どうも二人共自分では気が付いていないらしい。


「あはははははは──」


「わはははははは──」


　ひとしきり笑ってから──双そう方ほう共にぴたりと笑うのをやめて、再ふたたび俯うつむいた。


　場に沈黙が降りる。


　それは先に少年少女達を包んでいたものよりも更に重くなってしまっていた。








　聖せい都とグレンデル。


　マウゼル教の聖地と言われるこの街が、この世界に誕たん生じようしたのは何時いつの事であるのか。


　この疑ぎ問もんに正確に答えられる人間は居ない。


　マウゼル教の熱心な信者達は天地開かい闢びやくの折からという説を採っているものの、当然ながら現実的な説明がつく訳でもなく──これには神官達の間からすらも異い論ろんが唱となえられて定説には至いたっていなかった。


　何にせよ、過去に様々な局面で世界情勢の趨すう勢せいを預言してきた〈聖グレンデルの託たく宣せん〉の数字が正確であるとすれば、グレンデルの街は五千年を超える昔から人々の信しん仰こうの対象として存そん在ざいしてきた事になる。


　だがこの地がマウゼル教の聖都として認みとめられている最大の理由は別に在る。


　歴史的な裏打ちはあくまで補ほ強きよう材料に過ぎず、聖地を聖地たらしめている現実的な事象がそこには在るのだ。


　それがグレンデルの〈環状列石遺跡ストーンヘンジ〉である。


　予備知識なしにこの名を聞くと、恐らくは誤ご解かいを生ずるだろう。


　だが現実にグレンデルを訪おとずれればその誤解は瞬しゆん時じに溶よう解かいする。


　グレンデルに〈環状列石遺跡〉が在るのではない。グレンデルそのものが〈環状列石遺跡〉なのである。


　初めてグレンデルを訪れた人間は一様に言葉を失うという。


　一本一本が山の高さにも匹ひつ敵てきする岩石の円柱や角柱が、何千本と地面に突き刺さっている様は、常じよう人じんの想像を遥はるかに超こえた光景だ。


　かつてマウゼル教神官達によって行われた調ちよう査さでは、その数実に四〇九六本──それらの巨きよ石せき群ぐんが整然と幾いく重えにも複ふく雑ざつな円陣を成なして配置されているとの報告がなされている。


　無論、この配置は測量や探査系の魔法によって判明した事実であり、実際に地に立ってそれらを目まの当たりにすると、人はただただ目の前に群むれ生える巨石の塔に呆ぼう然ぜんと見入るしかない。


　この巨石群が一体、如い何かなる方法で造つくり出され、如何なる方法を以て運うん搬ぱん、配置されたのか──これは現在に至るまで満足な仮か説せつさえ立てられた事はない。


　故に神官達はその謎なぞを『神の御み業わざ』『奇き跡せき』の語でくくって解明の努力を放ほう棄きしている。少なくとも公的には最も早はやマウゼル教上層部も各国の歴史学者、建築学者も、真実の探求をあきらめて久ひさしい。


　挙あげ句にはこれを風雨が長い年月を掛けて削けずりだした偶然の結果であると唱える者まで出てくる始末だった。


　それはともかく。


　由来が不明であろうと、成立過か程ていが謎であろうと、それが厳げん然ぜんとそこに在るのならば利用してしまうのが人間という生き物である。


　聖都グレンデルとはこの石柱群を市し壁へきや街門、あるいは区画整理における指し標ひようや、大型建築物の支し柱ちゆうとして利用しつつ形成された都市であった。


　巨石群を礎いしずえとした頑がん健けんきわまりない構造を持つグレンデルは、要よう塞さいとしての側面さえ持っており、歴史上一度たりとて特定国家の支配や侵しん略りやくを許した事はない。まさしく神しん聖せい不ふ可か侵しんの土地であり、この事実が他国にグレンデルを非ひ武ぶ装そう地ち帯たいと認めさせる理由の一つにもなっていた。


　このため──唐とう突とつな反乱によって身の危き険けんを感じたラインヴァン王国王室派の貴族達は、先を争うようにしてこのマウゼル教の聖地に逃げ込んだ。


　そして。


　多少、事情は異ことなるものの、今また王都を逃のがれ、聖地を目指す一組の旅人達が居た。








「……はあ」


　ウイニア・チェスタは、二人に聞こえない様に、小さく小さくため息をついた。


　パシフィカもレオポルドも何も見えていない。聞こえていない。


　意識を占しめるある事こと柄がらのせいで、他の事がどうでもよくなっているのである。


　共にそれを気け取どられまいと、自分の態たい度どを取り繕つくろってはいるのだが、どうにも不自然で──これがウイニアの眼めからすれば、目を背そむけたくなる程に痛いた々いたしい。


　二人とも自分の言動が相手を傷きずつけないように、と気を遣つかっているらしいのは分かるのだが、それが却かえってぎくしゃくした雰ふん囲い気きを生み出してしまっているのである。唯ゆい一いつの救い──といっていいものかどうかも疑問だが──は、そのぎくしゃくした雰囲気自体に気付く余よ裕ゆうが、当のパシフィカにもレオポルドにもない事であるが。


　パシフィカ達は逃とう亡ぼう者しやである。


　数日前までは王都に居た彼女達であるが、『世界を滅ほろぼぼす猛もう毒どく』と呼ばれた〈廃はい棄き王おう女じよ〉が一つの土地にそう長く留とどまれる筈も無い。まして反乱だの何だので治ち安あん維い持じに不安が出てきたとなれば尚更である。


　故ゆえに彼女たちは数日前に王都から脱だつ出しゆつしてきた。


　もう目的地であるグレンデルは目の前だ。


　しかし──グレンデル行きを提てい案あんした本人の姿は一行の中になく、しかもその事がパシフィカ達の胸にひたすら重苦しい気持ちを生み出している。


　なんとも先行き不安な状態だ。


　ウイニアがそう想いつつもう一度ため息をついた時──


「──何か、御用ですか」


　不意に、レオポルドが立ち上がって言った。


　ウイニアに向けた台詞せりふでも、パシフィカに向けた台詞でもない。彼の視線は少女達を越えてその背後に注そそがれていた。


「──!?」


　慌あわててウイニアが街かい道どうを振り返る。


　そこには五人組の男達──であろう、多分──が黙もく然ねんと立っていた。


　断だん言げんをはばかるのは、全員が覆ふく面めんをしていたからである。


　衣服はそこらの旅人と大差ないため、かえって怪あやしいこと、この上ない。まして彼等の腰に吊つられているのは短剣と環状にまとめられた針金である。


　少なくとも単なる通りすがりという訳ではなかろう。


「何か御用ですか──と聞いているんです」


　レオポルドがそう言いながら──長ちよう騎き剣けんの柄つかに手をかける。


　だが覆面の男達は無言。


　その内の一人が短剣を抜ぬいて前に出た。


「──敵てき対たい行動と見なしますよ」


　そう言ってレオポルドは鞘さやから抜かないまま、長騎剣を構かまえた。


　それに応おうじるかの様に──短剣を構えた覆面男が、滑すべる様な足取りで近づいてくる。


　早い。


　レオポルドは男の動きに対応し、素す早ばやく剣を振ふる。


　だが──


「──くっ」


　僅わずかだが、レオポルドの表情が歪ゆがむ。


　王おう都と脱だつ出しゆつの際に肩に負おった傷がまだ完治していないのだ。普通に動き回る分にはさしたる苦く痛つうでもなかろうが、重量級の武ぶ器きである長騎剣を扱あつかう場合には、やはり無視できない痛みとなるのだろう。


　そして──


「スコルプス様、後ろ！」


　ウイニアの叫さけびで初めて、レオポルドは眼がん前ぜんの男達が囮おとりだと気付いた。


　彼等がレオポルドの注意を引いている間に、背はい後ごから別の男が──六人目が気配を消して近づいて来ていたのである。


「おのれ──」


　そう言って振り返るレオポルドの顔を、霧きりの様なものが覆おおったのは次の瞬間であった。


「──!?」


　視界を覆う白い霧の中でレオポルドは瞬まばたきし──そしてよろめいた。


「なんだ……？」


　言いながら咳せき込む。


　どうやら何らかの薬やく物ぶつを吹き付けられたらしいのだが──


「このようなもので──」


　刺し激げき性せいなのか、咳き込み、眼からも涙なみだを流しながらもレオポルドが剣を構え直す。だが、その時既すでに、覆面の男達は、彼のすぐ側にまで迫せまっていた。


　すとん──とまるで肩を叩たたくかの様な気安い動きで、男の手がレオポルドの首に触ふれる。


　次の瞬間、レオポルドは呆あつ気けなく気き絶ぜつしてその場に倒たおれ伏ふしていた。


「レオっ!?」


「スコルプス様っ!?」


　愕がく然ぜんとその様子に声を上げるパシフィカとウイニア。


　男達の一人はそんな二人に向き直ると、覆面の奥おくから感情のこもらない声で言った。


「……一いつ緒しよに来てもらおうか」








　軽く首を振って突き出された拳こぶしを避よける。


　同時に肘ひじを突き出しつつ半歩前へ。


　特に力を入れて踏ふみ込んだ訳でもないが──肘撃ちは見事に殴なぐりかかってきた兵士の鼻はな面づらに突き刺さった。


「──げっ!?」


　兵士は悲鳴とも呻うめきともつかない声を漏らしながら、転てん倒とうした。見事に鼻が潰つぶれているが半分は自じ業ごう自じ得とくだ。肘撃ちの威い力りよくは、その兵士の殴りかかってきた勢いをそのまま利用した結果なのだから。


　自分の顔を押さえ、床ゆかの上で悶もん絶ぜつする兵士には最も早はや眼めもくれず、次の相手に向き直る。


　そこには今しも腰の長剣を抜こうと、柄に手を掛けている兵士の姿すがたが在あった。


「貴き様さま──」


　喚わめきながら剣を抜こうとして──そして兵士は凍こおり付いた。


　抜けない。


　次の瞬間には剣の柄つか頭がしらを押さえられたのだと気付いたろうが──もう遅おそい。


　愕然と動きを止めたその一瞬に放たれた正せい拳けん突づきが、やはりその兵士の顔を直撃した。


　今度の兵士は悲鳴すら上げられぬまま、床に沈しずむ。


「……」


　次の相手を──と視線を走らせ、そして最早、自分の周まわりには立っている者が居ない事に気付いた。


　周囲には四人の兵士が気絶したり悶絶したりして床に転ころがっている。特に相手の人数を数えた訳でもないので分からなかったが──これで全員らしい。


「……くそ」


　勝利の高こう揚よう感かんなどなく──短くため息を吐つく。


　我ながらその吐息はひどく物もの憂うげに聞こえた。


「何をしているんだ──俺おれは」


　苛いら立だたしげに呟つぶやく。


　柄がらにもない事をしてしまった。絡からんできたのは相手からとはいえ──普ふ段だんの彼ならば意味もなく相手の鼻を叩き潰す様な真ま似ねはしない。自分よりも遥はるかに実力の劣おとる相手なら尚更だ。もっと綺麗スマートに倒す事もできた筈なのだ。


「これじゃ腹立ち紛まぎれに暴れるガキと変わらない──」


「──全まつたくだ」


　冷たい声にそう言われ、彼は──シャノン・カスールは振り返った。


　食堂の奥のテーブルに座すわったまま、一人の娘むすめがひどく醒さめた黒こく瞳どうでこちらを見ている。長い黒髪をした美しい娘だが──それが所しよ詮せん、擬ぎ態たいに過すぎない事をシャノンは嫌いやという程思い知らされていた。


　人の姿をしているが人ではないもの。


　人の上に定めとして君くん臨りんする怪かい物ぶつ。


　それが彼女──〈秩序守護者ピースメイカー〉なのである。


「この様な無む駄だな行為に時間と労力を割さく余よ裕ゆうなどない筈だが」


　娘は──〈秩序守護者〉シーズ・アーティラリイはそう言って店の中を見回す。


　幾いくつかの椅い子すが倒たおれ、テーブルがひっくり返され、割われた食器の破は片へんが散さん乱らんし──そしてその真ん中、床の上に初老の夫婦と若わかい娘が肩を寄せ合う様にして座り込んでいた。


　店主と従業員だ。恐おそらくは家族であろう。


　元はといえば──この喧けん嘩かの原げん因いんは、兵士達が娘に絡からんでいた事だった。


　他人のごたごたに首を突っ込んでいる暇ひまは今のシャノンにはない。だからこそ彼は最初はその揉もめ事が見えていないかの様に無視を決め込んでいたのであるが──それはそれで兵士達の気に障さわったらしい。


　兵士達はシャノンの食事をしていたテーブルに足をかけてひっくり返し、彼にコップの水をかけてげらげらと笑った。


　シャノンが無言で最初の一人を殴り倒したのは、彼等が笑い終わった直後である。


「……」


　シャノンが一いち瞥べつすると……店の奥で小さくなっていた初老の夫婦と娘は、身を震ふるわせて更に縮ちぢこまった。表情には喜びや感かん謝しやの色などなく、ただひたすら青ざめ、怯おびえているばかりだ。


　彼等からすればシャノンは救い手などではなく、暴力をより大きな暴力で叩き潰すだけの乱暴者にしか見えないのだろう。それだけシャノンの表情には荒すさんだものが滲にじんでいるという事だ。


「……悪い」


　そう呟くとシャノンは懐ふところから財さい布ふをとりだし、数枚の硬こう貨かを無事なテーブルの上に置いた。彼の食べていた料理の代金である。


　床に転がったままの兵士達を一瞥し──そしてシャノンは店を出た。


「くそ──」


　通りを歩きながら呟く。


　苛いら立だっている。それは自分でも分かる。いつもの自分ではない。それもよく分かっている。だがどうにもならないのだ。


　実は──こうした兵士達の暴ぼう走そうは、今の王都では珍めずらしくない。


　ラインヴァン王国の首都ザウエルにおける反乱は──王室派と、反乱軍の奉ほうずるブレンテン公こう爵しやく派はとの戦いは、事実上反乱勢力側の勝利に終わっていた。


　反乱軍側に多少の被ひ害がいは出たものの、総そう指し揮き官かんたるぺータシュタール将しよう軍ぐんと軍諜ちよう報ほう部ぶの指し示じによる電撃的な作戦行動が功を奏そうし、わずか二個師し団だんによって王都はほぼ制圧されつつある。


　シャノンの眼から見てもそれは鮮あざやかな手て並なみだった。


　ギアット軍の接せつ近きんや、戦略級攻性魔法〈奈落ギンヌンガガプ〉の発動といったゴタゴタの隙すきをついた形ではあるものの──こうまで鮮あざやかに勝てるとは兵士達自身も考えていなかったろう。


　事の是ぜ非ひはともかくとして、死傷者の数が少ない事は純じゆん粋すいに喜ぶべき事ではある。少なくともシャノンはそう思う。


　だがその結果として──調子に乗った一部の兵士達が増長し、反乱軍兵士による暴行、略りやく奪だつ、といった市民への横暴な行為が散さん見けんされる様になっていた。


「何をやってるんだ、俺は──」


〈スキッド〉の破は壊かいから既すでに三週間もの時間が経過している。


　その間、シャノンは行方ゆくえ不明になったパシフィカやラクウェルを探さがして王都の中を彷徨さまよっていた。


　パシフィカは──〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉はマウゼルの世界支し配はいを打だ破はする計画の要かなめだという。少なくとも〈秩序守護者〉と戦うのならば、欠く事のできない存そん在ざいだ。


　ならば、ほんの少しの余よ力りよくさえ有あれば、ナタリイやセーネスが彼女を脱出させている筈である。何処どこにどの様な方法で脱出させたかは分からないが──あの混乱の中でそう遠くに脱出させる余裕は無かったであろうし、ゼフィリスに尋たずねても『空間転てん移いを使ったとしても長距きよ離りを移動させた形けい跡せきは観かん測そく出来ない』という。


　故ゆえにシャノンはこの王都でパシフィカを探し続けてきた。


　だが──三週間、寝る間や食事の間さえ惜おしんで探し回っても、パシフィカはおろかラクウェルやセーネス達ですら見つけられない。


　これは単なる肉体の疲つかれ以上にシャノンを苛さいなんだ。


　実りのない捜そう索さくを続けていると、実は自分はひどく虚むなしい行為をしているのではないか──そんな考えすら頭をもたげてくるのだ。


　生きている。


　パシフィカは生きている。


　何度も何度も彼は自分にそう言い聞かせてきた。明日はきっと見つかる。明日が駄だ目めなら明後日あさつてには。それが駄目でも──そう思いつつ彼は失望の日々を二十日はつかあまりも繰くり返してきたのだ。


　まして──


「危険な兆ちよう候こうだ」


　彼の隣となりを歩きながらシーズが言う。


「苛立つ余あまり、行動が無計画かつ暴力的になってきている。このままでは効こう率りつが悪い」


「誰が苛立たせてると想ってるんだ」


　最悪の──色々な意味で──敵てきが、すぐ傍かたわらで彼の監かん視しについている。


　もしパシフィカを見つけたとしても、すぐに彼女を巡めぐってこのシーズと戦わねばならないだろう。


　その際にはどうしても〈最後の魔ま獣じゆう〉──〈竜機神ドラグーン〉の力がいる。だがその〈竜機神〉の端たん末まつにしてシャノンと〈竜機神〉をつなぐ接点とも言うべきアーフィ・ゼフィリスがここ二週間近くも姿を見せない。


　恐らくはシーズと相あい対たいするのを避さけているのであろうが──シャノンは彼女に対する疑念をも捨て切れてはいない。彼女が本当に自分達の味方かどうかもはっきりしない。


　誰を信じていいのか分からない。


　何を信じていいのかも分からない。


　自分自身の行動すら正しいと信じ切れない。何しろ妹を護まもりたいと思うこの気持ちさえ、五千年の昔から用意されたものに過ぎないのかもしれないのだから──


「……？」


　ふと──シャノンの感覚に触ふれるものがあった。


　足を止めて五感を研とぎ澄すます。


　街中は気け配はいが入り乱みだれているものの、それらには方向性というものがある。少なくとも自分に意識を向けている者の気配は、注意していればより分ける事がシャノンには可能であった。


　そして──


「囲かこまれたな」


　シャノンはそう呟いた。


　町並みの情景に変化はない。夜間外出禁きん止し令れいも出ている関係で、そろそろ人通りが減り始める時刻だが、まだ通りが無人になってしまうには間がある。


　通り過ぎてゆく者。立ち止まっている者。座り込んでいる者。


　一見した限りでは特にシャノン達に近づいてくる人間は見あたらない。通行人達の間に何か示し合わせた様な動きが見える訳でもない。普通の人間には、ただ平凡な夕暮れ時の風景が広がっているだけの様に見える筈だ。


　しかし──


（一人、二人、三人、四人……全部で九人か）


　微び妙みような人数ではある。


　包ほう囲いの敷しき方からすれば素人しろうとではあるまい。しかも展てん開かいの鮮あざやかさからすれば、個々人の技量もそれなりのものがあると見て良いだろう。魔ま導どう士しも混まじっているかもしれない。


　暗殺するにしろ捕ほ縛ばくするにしろ、人間たった二人に対するにしては大おお袈げ裟さとも言うべき数だろう。


　だが──


（俺達の正体を知っている？　いや。それにしては──）


　人間が九人。


　たとえ全員が武ぶ術じゆつの達人であろうとも、〈竜機神〉と〈秩序守護者〉に相対する為の人数だとすれば、それは悲しい程ほどに微び力りよくでしかない。それこそシーズがその気になれば十人だろうが十万人だろうが区別無く一瞬で消し飛ばせるのだから。


　しかし──


（殺気はなし──か。奇き襲しゆうをかけようって訳でもないらしいが）


「単刀直入に用件を言おう」


　その言葉に愕がく然ぜんとシャノンは振り返った。


　それは十人目であった。


　シャノンが気配を把は握あくしていなかった相手がそこに居たのだ。


　金髪を短く刈り込み、鉱こう物ぶつの様な硬質の雰ふん囲い気きをまとった男。見るからに軍ぐん人じん然ぜんとして厳いかめしい顔つきであるが──シャノンは今の今までその男を他の無害な通行人と区別できていなかった。


（殺されてても分からんところだ……）


　シャノンは内心冷や汗あせをかいていた。


　無論──この男は敢あえて他の九人を周囲に配置し、シャノンの注意を向けさせた上で自分は可能な限りに気配を抑おさえて接近してきたのだ。この男自身もかなりの使い手なのは間違いなかろうが──普通の武術家の発想ではない。


「──シャノン・カスールだな？」


　鋼はがねが軋きしむ様な声で男がそう尋たずねてくる。


「──人違いだ」


「我々は王おう国こく軍ぐん諜ちよう報ほう部ぶ特とく務む処しよ理り班はんの人間だ。私は班長を務つとめるルーク・スタームという」


　否定の言葉など聞こえないかの様に、男は淡たん々たんとした口調でそう説明した。


「〈ブラック・ホーク〉……」


「そう呼ばれる事も多い」


　男は小さく頷うなずいた。


　王国軍諜報部特別任務処理班・通称〈ブラック・ホーク〉──〈オブスティネート・アロウ〉と並び、何度となく実戦を繰り返してきた破壊工作専門の技ぎ能のう者しや集団だ。二十年以上にわたって戦争を行ってこなかったラインヴァン王国軍はしばしばその質の低下が指し摘てきされているが……その中でも例外中の更さらに例外が彼等である。


「俺がそのシャノン・カスールだとして──その〈ブラック・ホーク〉が何の用だ？」


「一緒に来てもらいたい。話がある」


「だからその内ない容ようを聞いてるんだよ」


　嚙かみ付く様なシャノンの口調とは対照的に、ルークの声はひどく落ち着いている。


「私はそれを知る立場にはない。また知っていても君達にこの場で告げる権限を与あたえられていない」


「使い走りか」


「仕事というものは大抵がそうだ」


　挑ちよう発はつ的てきなシャノンの言葉に平然とそう返し──そしてルークは言った。


「シャノン・カスールだけではなくそちらの女性──〈秩序守護者〉にも同行願おう」


「……」


　眉み間けんに皺しわを刻きざんでシャノンはルークを見据すえる。


　この男は、シーズの正体を知っているのだ。そして──恐おそらくはシャノンが〈竜騎士Ｄナイト〉である事も。


「これだけは明言しておく。シャノン・カスール、現時点では君に対しても〈秩序守護者〉側勢力に対しても、我々は敵対する意志はない。あくまで中立だ。その立場を確認した上で相談したい事がある。


　また我々に君や〈秩序守護者〉に行こう使しできる強制力、制圧力はない。あくまでこれは要よう請せいに過ぎない」


　つまりそれは『お願い』に過ぎないという事だ。


　しかし──


「気付いていたかどうかは知らないが、数日前から君達を捕ほ捉そくし、監視していた。我々の調査と分析では君達は何かを探しており、その捜そう索さく活動に関して、未いまだはかばかしい成果が上がっていない──という結けつ論ろんに至いたった」


「それがどうした？」


「もしその結論が正しいのであれば、状況打開の方法の一つとして我々の提案に乗ってみる事を勧すすめるが？　場合によっては君に情報や組織力を提供できる可能性もある」


　ルークの口調には媚こびも諂へつらいもない。ただ単純に要請し、条件を提示しているだけの、ひたすら事務的な喋り方だ。


（罠わな──にしてはあまりに杜ず撰さんだ）


　だからといってルークに従って良いものかどうか。


　横目でシーズの反応を見るが、彼女はまるでルークの事など見えていないかの様な様子で、無表情に佇たたずんでいる。


　特に意見を挟はさんでくる積もりはない様だ。


（どうする……？）


　シャノンは自問する。


　既すでに状況は手て詰づまりだった。ここでルークに従したがったところでこれ以上、悪化するという事はなかろう──たとえこの要請が罠の類たぐいだとしても。


「分かった──案内してくれ」


　そう言ってシャノンは頷うなずいて見せた。








　抵抗が無む駄だなのは分かっていた。


　戦いには素人しろうとのパシフィカであったが──レオポルドの強さは理解している積もりだ。いくら手負いで不意打ちだったとはいえ、彼があっさりと倒された相手に、パシフィカが逆さからったところで、どうなるものでもない。


　他にも──パシフィカが暴れず素直に覆ふく面めんの男達に従ったのは、レオポルドがその場で殺されなかったという事実も一因となっている。


　素す性じようの分からない連中ではある。何が目的なのかも分からない。


　だが少なくとも男達は手当たり次し第だいに相手を殺す様な連中でないらしい。


　ならば下手へたに自分が暴れて相手を刺激したり、警けい戒かいさせたりするよりも、レオポルドが息を吹き返すのを待って対策を考えた方がまだ希望があるのではないか……パシフィカはそう考えたのである。


　だが──。


「う……」


　短く呻うめいて身を震ふるわせる。


　薄うす暗ぐらい密室の中で、パシフィカは自分の考えが甘あまかった事を思い知らされていた。


「寒っ……」


　今──彼女を囲んでいるのは、石材を組んで作られた冷たい壁であった。


　他には頑がん丈じような鉄製の扉とびらが一枚。そして部屋の隅すみに置かれた──恐らくは用を足すための──壺つぼが一つ。ここに在るのはそれだけだ。他には何もない。ベッドさえもない。身を横たえたければ、硬かたい石いし床どこの上に寝るしかない。


　此こ処こは牢ろう獄ごくだった。


　扉についている小さな窓──ご丁てい寧ねいにきっちり鉄てつ格ごう子しが塡はめ込んである──から見ると、通路の向かい側にも、独どく房ぼうの扉が見える。通路を挟んで反対側にもパシフィカが閉じこめられているのと同様の部屋が設もうけられているのだろう。


　一応、通路には一定間かん隔かくで燭しよく台だいが置かれている為、周囲が完全な闇やみに閉とざされる事はないが──角度の関係もあって、その通路が、左右それぞれ、どれだけ続いているかは見る事ができなかった。


「ううー……」


　目め隠かくしされていた為に、此こ処こがどういう場所なのか細かい内部構造は分からない。


　だがこの独房に入るまで、何度も角を曲まがらされた事や、階段を昇り降りした事を思えば、此処はかなり規模の大きな獄ごく舎しやらしい。


　複ふく雑ざつに入り組んだ通路のあちこちに、独房が設けられているのだろう。通路が複雑なのは万が一に独房から抜け出る事が出来ても、すぐに獄舎の外へと逃げ出せないようにという用心からだ。


「一体、なんなのよ、此処って……」


　呟つぶやきながらパシフィカは壁に背を預あずけて座り込んだ。


　背中や尻しりを通して冷気が肌はだに染しみ込んでくる。意識せずとも小こ刻きざみに体が震え始めた。このまま此処に閉とじ込められていたら、風か邪ぜをひくどころか、凍とう死ししかねない。


「……っていうか、そもそも何者なのよ、あの連中」


　相手の素す性じようが分からない事には、どうして捕つかまえられたのか、どうしてこんな場所に閉じ込められねばならないのかも分からない。


　何度か連れてこられる途と中ちゆうで話しかけてみたものの、男達は必要最低限の言葉以上は一いつ切さい、口にしようとはしなかった。たとえ会話したとしても素人の誘ゆう導どう尋じん問もんに引っかかる様な連中でもなかっただろうが。


「大体、変へん態たいでもない限り、何の罪つみもないいたいけな美少女捕まえて──」


　などと言いかけて、ふと口をつぐむ。


「……〈廃棄王女〉……か……」


　罪も無いどころか──自分は生きて在ある事そのものが大罪とされる存在なのだという事実をパシフィカは想い出したのである。もっともそれはレオポルド達から聞かされた記憶でしかないのであるが。


「……私は……〈廃棄王女〉……」


　以前の記き憶おくは今なお戻らない。


　だからパシフィカは自分が〈廃棄王女〉であるという事についても今ひとつ実感がわかなかった。


　だが、今こうしてこの冷たく暗い牢獄に閉じ込められている事からすれば、やはり自分はそういう存在なのか、とも思ってしまう。


　ただ思い出せないだけで、自分は本来、こうした場所にこうして閉じ込められるに相応ふさわしい罪ざい人にんなのかもしれない──と。
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　心細い。とても心細い。


　自分が何者なのか分からない。何者であるか実感がわかない。自信がない。


　だがその一方で──自分の知らない自分を誰かが知っている。知って忌いみ嫌きらっている。


　分からない。


　この扱あつかいにしても、断だん固こ拒きよ否ひして憤ふん慨がいすべきなのか、粛しゆく々しゆくと受け入れるべきなのかさえ判断がつかない。自分がどうして忌み嫌われるのか分からない。忌み嫌われて当然の存在であるのかどうかも分からない。


　分からない事だらけだ。


　いや──むしろ自分が分かっている事などほとんど無い。


　確かなものなど何もない。


　あるとすれば──


「……フューレ……」


　膝ひざを抱かかえながらその名を呟つぶやく。


　今の彼女の時間は一人の少年との出会いから動き始めたと言って良い。


　彼の存在こそが今の彼女を定義していた。彼が居たからこそ、パシフィカは『名無しの誰か』ではなく『パメラ』という存在として固定され、そして安定していられたのだ。


　だが彼は今──居ない。


　生きているのか死んでいるのかさえ分からない。いや──レオポルドのあの様子からすれば、まず生きてはいないのだろう。


　レオポルド達は一生懸けん命めい彼女を護まもってはくれるが──それとて、元々彼等が見ているのは『パメラ』ではなく、記憶をなくす前のパシフィカだ。それは今のパシフィカにとっては『自分ではない誰か』だった。


　今の自分を支ささえるものがない。裏打ちするものがない。自分を自分たらしめているものが何もない。


「レオ……ウイニア……」


　そして今──パシフィカはレオポルド達とさえ引き離はなされてしまった。


　レオポルドもウイニアも、恐おそらくはこの獄ごく舎しやの何処どこかに入れられているのであろうが、パシフィカにはその場所を知る事さえできない。何度か声を出して呼よんではみたものの、返ってきたのは冷たい沈黙ばかりであった。


　薄うす闇やみと共にどうしようもない程の重苦しい孤こ独どく感かんがのしかかってくる。


「どうしよう……」


　呟いて膝の間に顔を埋うめる。


　このままでは不安に押し潰つぶされて気がおかしくなってしまうのではないか……そんな風にさえも思う。しかも気を紛らわそうにも此処には何も無い。ただ陰いん々いん滅めつ々めつたる室内には冷たい空気が澱よどんでいるだけだ。黙だまり込んでしまえば耳に聞こえるのは単調な自分自身の息づかいだけである。


　だが──


「──！」


　ふとパシフィカは顔を上げた。


　硬かたい音が近づいてくる。


　靴くつ底ぞこが石の床を踏ふむ音だ。誰かがパシフィカの居る独房の方へと歩いてくるのだ。


「誰っ!?」


　そう声を出して扉の小窓に張はり付く。


　だが返事はなく──すぐ近くで軋きしみながら扉の開く音がした。


「──入れ」


　そんな声が響いてくる。


　誰かが連れられてきて、独房に入れられているのだろう。耳を澄すませば、喘あえぐかの様に荒あれた息いき遣づかいの音も聞こえる。


　怪け我がでもしているのだろうか。


　やがて──扉を閉める音、鍵かぎをかける音がして、更に足音が遠ざかっていった。


　後にはただ息遣いの音だけが響いてくる。


　パシフィカはしばし耳を澄ませ──


「あの──」


　意を決して声をかけてみたが、返事はない。


「あの──ちょっと。ねえ、大だい丈じよう夫ぶ？」


　やや声を大きくしてもう一度試ためす。


「苦しいの？　ねえ──」


　ウイニアか。レオポルドか。


　あるいは──知らない誰かか。別にそれならそれでも良い。


　とにかく黙ってこの独房の中に居たら、本当に頭がおかしくなりそうだった。誰でも良いから話がしたかった。話をして気を紛まぎらわせていたかった。


　呼吸の音がゆっくりと間ま延のびしてゆく。


　一瞬、息絶えようとしているのかと、パシフィカはぞっとしたが──どうやら単に呼吸が落ち着いてきただけらしい。


　そして──


「大丈──夫……」


　息の間からそんな言葉が聞こえた。


　女の声だ。年ねん齢れいは──よく分からない。小さい上に掠かすれているので判別がつきにくいのだ。少なくとも子こ供どもと呼べるような歳としではなさそうだが──


「まだ……薬が──抜けなく……て……」


「薬？　あ、ごめんなさい、ゆっくり喋しやべってくれていいよ。無理しないで」


　相手が応じてくれた事で、ほんの少しパシフィカにも相手の様子を思いやる余裕が出てきた。


「大丈夫……」


　相手は切れ切れの口調でそう応じた。


「喋っていた方が……頭が、ぼんやりしなくて……済すむから……」


「そ、そう？」


「あなた……は……？　私が……連れ出される前は……居なかった、様に……思うけれど……」


「さっき──捕つかまったの。何がなんだか分からなくて。どうして捕まったのかも分からないんだけど──」


「金きん髪ぱつとか……碧へき眼がんを……してるだけで捕まるし……後は……武装した護ご衛えいが居た場合も……怪あやしいと見なされて──」


「──へ？」


　意味が分からない。


　確かに自分は金髪碧眼だし、レオポルドは武ぶ装そうしていた。


　しかしそれが何だというのか──


「貴き族ぞく……貴族らしい者は……手当たり次第に……捕まって……」


「貴族？　貴族がなんなの？」


「諜報部……反乱軍側の……勢力が……貴族──王都から逃げた……王室派の貴族を……捕まえて尋じん問もんしたりするための……此処はそういう……場所よ……」


　なおも荒れた息を繰くり返しつつも──声の主はそう言った。










　第二章　囚とらわれの廃棄王女







　意い識しきが朦もう朧ろうとしている。


　とてもつまらない事を考えるだけでもひどく気力を消しよう耗もうする。常つねに何か考えて思し考こうを回しておかないと、すぐに意識がばらばらにほどけて行きそうな気もする。


　原げん因いんは分かっていた。


　あの薬だ。魔導士が意識探たん査さの魔法で彼女の記憶を探ろうとする際に、意識に『潜もぐりやすく』する為に薬を投とう与よされた。あのせいでどうにも意志がはっきりと持てない。


　ひどく重い倦けん怠たい感かんの中で彼女は何とか意識を保たもとうと、名も知らぬ少女の声に集中した。


「あの──本当に大だい丈じよう夫ぶ？」


「大丈夫……」


　とりあえずまだ声は出る。それを確かく認にんできただけでも少しは安心できた。


「貴族らしい者が捕まるって……ここって反乱軍の施し設せつなの？」


「詳くわしいことは分からない……けれど……」


　反乱軍勢せい力りよくに含ふくまれる王おう国こく軍ぐん諜ちよう報ほう部ぶは、街かい道どうに網あみを張はって王都を逃げ出した王室派貴族達がかかるのを待っているのだ。


　彼等は貴族を思わせる外見的特とく徴ちようを持った者や、言葉遣づかいなどに上流階級の癖くせがある者を、委い細さい構かまわず捕ほ縛ばくし、確認がとれるまで幽ゆう閉へいしている。


「そっか……私、金髪碧眼だし。レオが──ああ、護衛してくれていた男の子なんだけど、その子がまた見習いの騎き士しだったから……本当は彼、ものすごく強いんだけど、まだ怪け我がが治りきってなかったから」


「その騎士は……殺されたの？」


　言葉を交かわして頭を使っているせいか、意識のしびれがやや薄うすれてくる感じがする。


「分からない」


　少女の声が沈しずむ。


　ぼんやりとではあるが──彼女は理解した。


　少女は不安なのだ。自分を護まもっていた者と引き離され、ただ一人この牢ろう獄ごくにつながれている。光さえ十分に届かないこの場所では、空くう腹ふくよりも冷気よりもまず孤こ独どく感かんが人間を壊こわす。それを本能的に悟さとった少女は、こうして語りかける事で自分の中の暗い気持ちを紛まぎらわせようとしているのだろう。


「フューレも……いないし……レオも……ウイニアまでもし殺されてたら私──」


「……大丈夫だとは思うけれど」


　彼女はそう言ってやるしかない。


　もっとも──あながち口から出で任まかせの意見でもない。彼等が欲ほつしているのは貴族の身み柄がらと彼等の持っている情報であり、むしろ庶しよ民みんには可能な限り害が及ばぬように動くという姿し勢せいを保たもっている。


　もしこの少女やその仲間が、単なる庶民や反乱の趨すう勢せいに関係のない下級貴族であったのなら、初回の簡単な尋じん問もんで無事に解放される可能性は高かった。


「そう──かなあ……」


　不安を払ふつ拭しよくできた訳でもなかろうが──多少は気が紛れたらしい。少女の声から切せつ羽ぱ詰つまった感じが抜けた。


「そう──よね」


「ああ──でも」


　彼女はふと思いついて言った。


「貴女あなたが庶民であったとしても……もし貴族の屋や敷しきで働いた事があるとか……お友達とか知り合いに貴族が居るとか──そういう場合は……必要以上の事は……口にしない方がいいわ……私に……対してでも……この会話も聞かれているかもしれないし……」


　少女が息をのむ気け配はいが伝わってくる。


「声をかけたの、迷めい惑わくだった？」


「いいえ……むしろそれは……助かっているけれど……気が紛れるわ」


　これは本当にそう思う。


　それに彼女に関して言えば最も早はや、身分がばれてしまっている。だからこそ、これ程までに執しつ拗ような尋問を受けているのだ。今いま更さら多少この少女と言葉を交かわしたところで、これ以上状況が悪化する事はなかろう。


「ありがとう。お姉さん」


　少女の言葉に苦く笑しようする──と同時にそんな余裕が未いまだある自分に彼女は驚おどろいた。


　ちなみに彼女は今年でもう三十四歳になる。年齢に比ひすれば声も顔も若いとは言われるが、子供の居る身で『お姉さん』と呼ばれるのはどうにも面おも映はゆい。


「これでももうおばさんよ──十五に、いえもうすぐ十六になる子供も居るもの」


「あ──そうなんですか」


　自分の親ほども年上と分かって、その少女は言葉遣いを改あらためる。


　貴族の家柄というには少々使う言葉が庶民的に過ぎるが──それでも、最低限必要な礼れい儀ぎはきちんと躾しつける家庭で育ってきたのだろう。


「あ。そうそう。余よ計けいな事をしゃべるなってお話ですけど、私は──多分、大丈夫です。余計な事を言うとか言わないとか以前に、ここ一ヶ月ほどの記憶しかないから──」


「記憶が──ない？」


「ええ。なんだか王都での騒さわぎがあったでしょう？　ギアット帝国の戦せん艦かんが来たりとか。でっかい魔族の〈砦とりで〉が来たとか──」


「ええ──」


　思えばあれが全ての始まりだった。


　あの時──軍が緊きん急きゆう展てん開かいする隙すきを突いて、ブレンテン公爵側に与くみする反乱軍が一気に動きだし、王室派の重臣や将軍を捕縛、あるいは暗殺してしまったのである。


　その結果、彼女は我が子や夫とも別れ、身分を隠かくして逃とう亡ぼうせねばならなくなったのだ。


　そういえば息むす子こは大丈夫だろうか。


　まとめて捕まってしまうのを避さけるため、それぞれ別に王おう城じようから逃げたのだが──


「あの前後の混乱で私、頭打ったか何かしたらしくって」


　ひどく気楽な口調で言う少女。


　不自然な程に明るいその声こわ音ねは、やはり自分の中の不安や恐怖を誤ご魔ま化かそうとするためのものなのだろう。


　記憶もなく。頼たよれる相手もなく。事情さえよく分からないまま、まだうら若い少女がこの薄暗い地下牢に閉じ込められているのだ。


「そう……可哀かわい想そうに」


「いえ、まあ記憶がないのはそんなに辛つらくないんですけどね。フューレも側そばにいてくれた……し」


　そこで再び少女の声は沈む。


　そのフューレという人物が誰なのかは無む論ろん、彼女には分からない。だが、少女にとってその名前は酷ひどく辛い記憶を伴ともなうものなのだという事は容よう易いに想像がついた。


「頑がん張ばって──貴女はきっと無事に此処を出られるわ」


　自分は恐らく無理だろうが。


　そんな言葉を飲み込んで彼女は声を掛かける。


「そう……かなあ」


「ええ。きっと──」


　何の根こん拠きよも保証もない気休めなのだが、そう言わずにはおれなかった。何とかこの少女を元気づけてやりたかったのだ。


　自分がひどく優やさしい気持ちになっている事に彼女は気付いた。他人を気遣うような余裕など精神的にも肉体的にも自分には無い筈はずなのだが……それでも慰なぐさめの言葉はごく自然と口から出た。


　ひょっとしたら無意識の内に、生まれて間もない頃ころに手放さざるを得なかった自分の娘むすめに、この少女を重ねてみているのかもしれない。


「わかりました。頑張ります」


　少女が頷うなずく気配が伝わってくる。


　気き丈じような子だ。彼女はひっそりと微笑ほほえむ。


　そして──


「だから──ええと、おばさんも頑張って」


「──え？」


　続いて発せられた意外な言葉に彼女は思わず驚きの声を漏もらした。


「一いつ緒しよに頑張りましょ。人間、諦あきらめたら負けですもんね！」


　そう言われて──彼女は思わず泣きたくなった。


　励はげます積つもりが、励まされてしまっている。それも自分の子供の様な歳としの少女に。


　情けないと思う反面、こういう芯しんの強さを持った少女と出会えたというその事自体が、純じゆん粋すいに嬉うれしかった。


「……そうね。頑張りましょう」


　彼女は体中を蝕むしばむ重い疲ひ労ろう感かんを努つとめて声に出さぬようにと気遣いながら、そう言った。








　人には器うつわというものがある。


　その大きい小さいに然さしたる意味は無い。それは人間の価か値ちとはあまり関係が無い。支配者の天てん稟ぴんを持って生まれる事が、幸せとは限らない。金持ちである事が、恵めぐまれる事と同じ意であるとは限らない。


　ただはっきりしているのは……分ぶん不ふ相そう応おうな状況は間ま違ちがいなく不幸であるという事だ。本人にとっても周囲の者にとっても。それは無意味な期待と厳きびしい現実の間に軋あつ轢れきを生む。そして往おう々おうにして関係する者達を傷きずつけるものだ。


　しかし……


　相応、不相応の区別を人は見み誤あやまる。本人他人の区別無く。


　自分の器に入りきれないものを望のぞんでしまう者は、意外に多い。期待や信頼という美び辞じ麗れい句くの裏で自分の都合を他人に押しつけてしまう者も少なくない。容量以上のものを詰め込まれた器は、内容物をこぼしてしまうか、あるいは器そのものが割れざるを得ないというのに──


「──よく来た」


　シャノンの前でふんぞり返りながらそう言った男はまさに、その分不相応の典型例であった。


（まあ、場違いって言えば俺もとことん場違いだが）


　そんな事を想おもいながらシャノンは自分の置かれている状じよう況きようを再さい認にん識しきする。


　やたらに天てん井じようの高い広間。壁かべにずらりと並んだ完全装そう備びの兵士達。一本の道の如ごとく床ゆかに敷しかれた赤い絨じゆう毯たん。


　そして──正面には一段高くなった壇だん上じように置かれた豪ごう奢しやな椅い子すの上で、一人の男がシャノンを見下ろしている。


　玉ぎよく座ざだ。


　此こ処こはラインヴァン王国の首都ザウエルの更に中心──王都と同じ名の城しろに設けられた謁えつ見けんの間であった。


　今更臆おくするような繊せん細さいな神経などシャノンは持っていないが──まさかこの様な時期、この様な立場で王おう城じようを訪おとずれる事になるなどとは、想像もしなかった。そもそも庶民である自分に用がある場所でもなし、立ち入りたいと想った事さえない。


　だが。


（最も早はや、権けん威いもくそもないんだろうけどな）


　横目でちらりと壁かべ際ぎわの兵士達を眺ながめてシャノンは考える。


　兵士達は鎧よろい一式を帯びた上から、長く派は手でなマントを羽は織おり、更には剣けんだけでなく長ちよう槍そうを携たずさえている。人数は百名を下るまい。気の弱い者ならば、彼等の姿が醸かもし出す重圧で一歩も動けなくなるかもしれない。


　しかも……


（掃そう除じする暇ひまもなかったか。待ちきれなかったのか、そんな余よ裕ゆうが無いのか──）


　足あし下もとに視し線せんを落とすと、絨毯や床のあちこちに、微かすかな染しみが見える。血けつ痕こんだ。一応、拭ふき取ってはある様だが、ここで流りゆう血けつ沙ざ汰たがあったのはまず間違いない。


「控ひかえよ、平民！」


　シャノンの沈黙をどう想ったのか──玉座の男は尊そん大だいな口調でそう言ってきた。


「余よはラインヴァン王国国王ドルフスク・ラインヴァンなるぞ！」


　優やさ男おとこ──という言葉がぴったり来る様な人物である。線の細いその顔立ちや体格は、繊せん細さいな印象さえあり、役者や吟ぎん遊ゆう詩し人じんを想わせる。思わず見み惚とれてしまう女も居るかもしれない。


　決して若くはない。恐らく年齢は四十代にさしかかっているだろう。しかしその姿に枯かれた雰ふん囲い気きも無い。むしろその蒼あおい眼は精力的な光を存分に湛たたえ、よく櫛くしの入った金髪は緩ゆるやかに波打ち、瑞みず々みずしさを主張していた。


　美男子だ。それは間違いない。


　ただし──彼が玉座に座すわるに相応ふさわしい男かと問われれば十人に一人は首を傾かしげるに違いない。そして首を傾げるだけの賢さかしさと観かん察さつ眼がんを持っているのなら、それをこの男の前で示しめさないだけの思し慮りよも働くだろう。


（……ガキか）


　シャノンは内心で苦く笑しようする。


　躾しつけが不十分なまま大人になってしまった人間──そんな印象がある。その言動にどうも重みが感じられない上、『王』を名乗る自分の言葉そのものに興奮している様子が見て取れた。


　ずらりと謁見の間の壁際に並べられた兵士達の姿を見てもそれが分かる。


　別にこれはシャノン達を恐れての事ではなかろう。完全武装の兵士を、まるで玩具おもちやを並べて自じ慢まんするかの様に見せびらかしているのだ。そうでもなければマントなど邪じや魔まなだけだし、いくら広くとも、室内で、小回りの利きかない長槍など持たせたりはすまい。


「ラインヴァン王国の王様はバルテリク・ラインヴァンだって聞いたがな？」


「時じ流りゆうを知らぬ愚おろか者め……！　口を慎つつしめ！」


　さも見下したかの様な表情を浮かべてドルフスクが叫さけぶ。


　無論──シャノンは目の前の人物の名前に心当たりがあった。王都に居る間に何度も聞いた名前だ。元ブレンテン公爵──反乱軍の旗はた頭がしらとして担かつぎ出された人物であり、『先代』国王バルテリクの弟に当たる。


「陛へい下かは先日即そく位いされた」


　そう言ったのは無論、当のドルフスクではなかった。その脇わき──玉座から数歩離れた位置に立っていた一人の男である。


　どうやらその衣装に付けられた階級章を見るに、将しよう官かんらしいが──それにしてはかなり若い。いかにも貴族然とした──何処どこか澄すました様な物もの腰ごしの人物で、シャノン達に向けた顔にはむしろ柔やわらかな微笑さえ浮かんでいる。


　だがその眼だけは笑っていなかった。


「私はぺータシュタール。軍では将軍職にある。陛下の参さん謀ぼう役やくといったところかな」


　にこやかにそう自じ己こ紹しよう介かいする男。


「ようこそ、〈廃棄王女〉の〈守護者ガーデイアン〉にして〈竜騎士Ｄナイト〉たるシャノン・カスール君。そして砲兵型アーテイラリイ・タイプ〈秩序守護者ピースメイカー〉のお嬢さん。貴方あなた達をこの場に迎むかえられた事を光こう栄えいに想う」


　そう言ってぺータシュタール将軍は優ゆう雅がに一礼して見せた。


　だが──


「虚きよ礼れいに付き合っている暇ひまはない。用よう件けんを述のべろ」


　シャノンの隣に立った黒髪の娘が素そっ気ない口調で言う。


「…………」


　ドルフスクは見るも露あらわに不ふ快かいそうな表情を示したが──ぺータシュタール将軍は微笑ほほえんだままだ。


「さすがは〈秩序守護者〉。わざわざ人間の姿は借りていても、人間の常識や礼節には縁がないと見えるね」


（こいつは……）


　シャノンは内心、舌したを巻まいていた。


　この将軍はシーズの正体を知っている。


　どこまで詳細に知っているのかは分からないが──目の前に居るこの娘が、人間以上の能力を持った怪物だと分かった上で挑ちよう発はつともとられかねない言葉を口にしている。


　蟻ありが象ぞうと渡り合おうと想っている様なものだ。ただ足を上げて下ろすだけで自分を潰つぶすことができる相手を前にして、この男は平然と『交渉』を行おうとしている。


　それが無む知ちや浅せん慮りよから来る行為であるならば、無む謀ぼうの極きわみである。


　だが──十分に自分と相手の力の差を理解した上で理性的にそれを実行するには、尋常でない胆たん力りよくが必要となる。


（たいした野や郎ろうかもな……）


　少なくとも玉座でふんぞり返っているドルフスクなどに比べると遥はるかに大物だろう。


「まあいい──では端たん的てきに用件に入ろう。よろしいですな、陛下？」


「う……うむ」


　鷹おう揚ようを装よそおってドルフスクが頷く。


　こちらは明らかにシーズに対する恐おそれがその言動の端はし々ばしに見え隠かくれしている。肥ひ大だいした自じ尊そん心しんが半なかば無意識にそれを覆おおい隠かくそうとはしているのだが──『王』の立場に酔よっている自分自身はともかく、醒さめた他人の眼を誤ご魔ま化かしおおせる程では無い様ようだ。


「はっきり言ってしまえば一つお願いがある」


　ぺータシュタール将軍はひどく気楽な口調で言った。


「ここにおわすドルフスク・ラインヴァン王に、ダストヴィン大陸全土の支配者としての権けん能のうを信しん託たくしていただきたい」


「……なんだと？」


　これはシャノンの台詞せりふである。


　だがぺータシュタール将軍はシャノンになどまるで構かまわず、言葉を続つづけた。


「〈秩序守護者〉と呼ばれる異い能のうの存在が、我々の世界情勢に陰かげから介かい入にゆうし、歴史を操そう作さしてきた事については調べが付いている。その存在がマウゼル教に言う『神の御み遣つかい』と同じかどうかはともかくとして、それを名乗るのに相応ふさわしいだけの力を持っている事も確認済みだ」


　そこで言葉を切り、将軍は相手の反応を探さぐるようにその眼めでシーズを見み据すえた。


「……それで？」


　シーズはさして興きよう味みもなさそうな口調で先を促うながす。


「その後うしろ盾だてが欲ほしいのだよ、我々は」


「余よがラインヴァン王国のみならず世界の王となる──という事だ」


　将軍の言葉に続けて、ドルフスクは薄うすく笑みを浮かべて言った。


「元より余の器量からすればラインヴァン王国は小さすぎる。世界全土の主あるじたる立場こそが、余には相応しいのだ」


「……馬ば鹿かな」


　シャノンは呻うめく様に言った。


　こいつは本当に自分が何を言っているのか、誰に、いや何に対してそんな要求をしているのか、分かっているのか。


　正気の沙さ汰たではない。


〈秩序守護者〉にとって人間など虫と大差ない。そもそも交こう渉しようの余よ地ちがあるかどうかさえ怪あやしいのに──この男は、自分を世界の支配者に据すえろと要求しているのだ。


「──ちなみに」


　ぺータシュタール将軍はふと思い出したかの様な口調で言った。


「〈廃棄王女〉は我々が確保している」


「──!!」


　愕がく然ぜんとした表情で将軍を見据えるシャノン。


「どういう理り屈くつかは知らないがね──〈廃棄王女〉は君達にとって唯ゆい一いつの脅きよう威いらしいね」


「……」


　シーズが無言でぺータシュタール将軍を見据える。射いすくめるような視線だ。気の弱い者ならその場に硬こう直ちよくして指も動かせなくなるだろう。


　だが将軍は笑顔を浮かべたまま言葉を続つづけた。


「ああ。それから──君等はその気になれば人間を言いなりにできるんだったかな？　だがその力で我われ々われから彼女を取り上げようとしても無む駄だだよ。〈廃棄王女〉はここでない場所に確かく保ほしてある。常つねに移い動どうさせる様に命じてあるから、実は今この瞬間、何処に居るのかは陛下にも私にも分からないのだよ」


「……」


「彼女に関しては、確保している者に厳げん命めいしてある。私は精せい神しん操そう作さを受ける可能性があるので、私だけの命令で彼女を解放したり、彼女に対する作戦行動を変へん更こうしてはならない、とね。少なくとも他に数名の承しよう認にんが無ければ、確保している者と連絡をとる事もできない。


　また私が君達に精神操作されてしまう可能性は他の命令権限者にも通知してあるから、私から逆に辿たどって全員を支配下に置く事も不可能に近いと想うよ」


（こいつは……）


　どこまで事情を知っているのか。


〈紅スカーレツト〉程はっきりと事情を把は握あくしている訳ではなさそうだが、それでも対〈秩序守護者〉の戦法を練ねるだけの情報は持っているらしい。


「さてそこで」


　ぺータシュタール将軍はシャノンに初めてその視線を向けた。


「シャノン・カスール君。ようやく君との交渉だ。君は実効的な戦せん闘とう能力として〈秩序守護者〉に匹ひつ敵てきするものを持っているらしいね。君さえ我々の側がわについてくれれば、我々はその力で簡単に世界そのものを制せい圧あつできる。


　無論──それは君と敵対し、また〈秩序守護者〉を名乗る者にとってはあまり好ましくない事態ではあろうね。


　だが──我々の側には〈秩序守護者〉に対する切り札としての〈廃棄王女〉が居る。そうなれば〈秩序守護者〉は我々と殊こと更さらに事を構かまえるだろうか？」


「あんたは──」


　愕然とシャノンは呟つぶやく。


　こいつは──この男はやはり本気なのだ。本気で世界そのものを支配する積つもりなのだ。


　しかもドルフスクの様に、欲しい欲しいと吼ほえるだけではない。黙だまって手に入れる為の戦略や戦術を練っている。


「〈秩序守護者〉には別に敵対する積もりはないのだよ。はっきり言ってしまえば、何も能のう動どう的てきな事は期待してない。具体的には何もしてもらう必要はない。ただ、我々の世界支配を黙もく認にんしてくれればいい。その代わりに我々は〈廃棄王女〉が君等の脅きよう威いにならぬよう厳げん重じゆうに『管理』する事を約束しよう」


　ぺータシュタール将軍はそこまで言ってから、改あらためて笑えみを深める。まるでシャノン達の驚きよう愕がくと逡しゆん巡じゆんを楽しむかの様な余裕の態度であった。


　しかし──


「そうか」


　シーズは静かにそう呟き──そして笑った。


「……!?」


　思わずぎょっとしてシャノンは眉まゆをひそめた。彼が知る限り、シーズが笑ったのはこれが初めてだ。


　明るい笑みではない。どこまで秩序守護者の表情に人間のそれが当てはまるのかは疑ぎ問もんだが……シーズが今浮かべたそれは憐れん憫びん混まじりの苦笑というものが一番近いだろう。


「どこまでも愚おろかな連中だな」


「な──なにを、無ぶ礼れいなっ！」


　ドルフスクが顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。


　だが──


「駄だ目めかね？」


　特に気分を害した様子もなく、まるでちょっとした借金の申し入れを断ことわられたかの様な口調でぺータシュタール将軍が尋ねる。


「何を勘かん違ちがいしているか知らないが、我々が望むのは〈廃棄王女〉の存在そのものの抹まつ消しようだ。他に選び得うる手段はない。妥だ協きよう案あんなど最初から存在し得ない。『管理』する？　たかが人間の分ぶん際ざいで？　身の程ほど知らずも甚はなはだしいな」


　ステアやガリルに比べれば、冷れい静せいな言動が特とく徴ちようのシーズであるが──その彼女にしてはこれは辛しん辣らつに過すぎる台詞せりふである。不ふ遜そんな人間に腹はらを立てているというよりも、人間達の無知さ無理解さにある種の苛いら立だちを感じている様に見える。


「だが君達はその身の程知らずな人間の一人を恐れている訳だ」


　対して嘲ちよう笑しようともとれる言葉を将軍は返す。


　しかしシーズはただいつもの無表情を取り戻して言った。


「害がい悪あくなのだ。だから排はい除じよせねばならない。恐れのあるなしに関係なく」


「ふむ──交渉は決けつ裂れつか」


　意外にも将軍はあっさりとそう言った。


「それ以前の問題だ」


　シーズが断じる。


「貴様等は自分の首を絞しめかねない事をしているのだと気付いていない」


「いいえ──」


　シーズの言葉に応こたえたのは、将軍でもドルフスクでもなかった。


「──!?」


　一同の視線が一いつ斉せいに動く。


　その声を発した──兵士の一人に。


「もう絞めてしまったわよ」


　その兵士がゆっくりと歩み出る。


　兵士は槍やりを捨て、兜かぶとを脱ぬいでその素す顔がおを一同の視線に晒さらす。それは、ごく普ふ通つうの中年男の顔であったが──


　ぐにゃり……とその顔が歪ゆがんだ。


　まるで蠟ろう細ざい工くを溶とかすかの様にその顔の詳細が溶け崩くずれて混まざり合い、そして更には泥どろの様なその肉が自ら動いて別の形を形成してゆく。


　それは瞬またたく間に扇せん情じよう的な印象を持つ女の顔になった。


「貴様──」


　シャノンが呻うめいて身み構がまえる。


　その女の顔は──〈秩序守護者〉ステア・シヴィリアンのものに他ならなかった。








　王都から離はなれていたのはわずかに数日の事に過すぎない。


　だがクリストファ・アーマライトには何ヶ月も留る守すにしていたかの様な感覚があった。


「表向きはそう荒あれた感じはないけど……」


　街を歩きながら風の中に漂ただよう微び妙みような緊きん張ちよう感かんを読む。


　表向き、反乱は水面下で進行し、一いつ般ぱん人じんには大きな被ひ害がいも無かった様だが──しかし何処どこか殺さつ伐ばつとした空気は隠かくし様ようがない。そもそも街の大通りを堂々と完全武ぶ装そうの兵士が行き来する状況そのものが異い常じようなのだ。


　人々は表面上はいつもと変わらぬ日々を送りながら、その実内心では不安を感じているのだろう。何時いつになったらこの王都は落ち着くのか──と。


「残念ながら王城は反乱軍が手に入れてしまったわ。さすがに物量で押されると、こっちも堪こらえきれないし」


　そう言って肩を竦すくめて見せたのは、クリストファの同どう僚りよう──ファファル・アーマライトである。王城から王族や重臣を逃にがす際、数名の特務戦技兵と共に反乱軍の追つい撃げきをくい止める役目を負っていた少女だ。


　もっとも王城が陥おちた今は、遊ゆう撃げき部隊として行動しているらしい。


「それよりも──どうもなんだか妙みような雲行きになってきてるの」


　クリストファと並んで街を歩きながらファファルはそんな事を言った。


「──妙？」


「なんか──王城を陥としたんだから、反乱軍も動きが一段落して良い筈はずなんだけど、まだ臨りん戦せん態たい勢せいが解とかれていないんだよね」


　自分の額ひたいに人差し指を当てながら、小さく首を傾かしげて言うファファル。


「残ざん存ぞん兵へい力りよくを警けい戒かいしているんじゃないの？」


「それはそうかもしれないけど──でもどうも、それだけじゃないみたいなの。それに、未確認情報だけど、例の〈廃棄王女〉の〈守護者〉だっけ？　あの片かた割われが今、王城に連行されているって……」


「──なんだって？」


　クリストファは思わずその場に立ち止まって言った。


　彼の知る限かぎり、パシフィカ・カスールとその〈守護者〉である双ふた子ごは、ギアット帝国に向けて脱だつ出しゆつする経路を採とっていた筈だ。この時期、この状態の王都に居るなどとは夢ゆめにも思っていなかった。


「……なんだか嫌いやな予感がするよ」


　クリストファは呟いて遥はるか町並みの彼方かなた、王都の中心にそびえる城を眺ながめた。


「行ってきたら？」


　気楽にファファルが言う。


「いや──しかし」


「心配しなくても、恋こい人びとはこっちでも探さがしておいてあげるよ。そのためにグレンデルまで行かずに、理屈付けて帰ってきたんでしょ？


　まあ、案外その〈廃棄王女〉一行の側に居るのかもしれないから、王城に行った方が会えるかもしれないけどね」


「……どうしてそう、僕を恋れん愛あい沙ざ汰たに絡からめたがるかな、君らは」


　クリストファはため息をついた。


「違うの？」


　ふと──口調は軽いが心しん底そこから不思議そうな表情でファファルが尋ねる。


「……」


　クリスは一瞬、困こん惑わくの表情を示しめし──


「いや。違わないだろう、多分」


　そう言って特務戦技兵の少年は苦く笑しようした。








「ああ──先に言っておくけど」


　そう言ってステアの顔をした兵士は笑う。


「これは〈中ちゆう継けい点てん〉だから。私の本体ではないわよ、当然の事だけど」


　シャノンは身構え、シーズはほんの少し表情を歪ゆがめ、そして他の者達は程度の差こそあれ、驚きよう愕がくの表情で凍こおり付き……その兵士を見み詰つめている。


　無理もない。


　知識としては知っていても、実じつ際さいに〈秩序守護者〉の引き起こす超常現象を目まの当たりにすれば、あまりの驚きに思考がつかの間停止してしまう。自分の拠よって立つ常識が揺ゆらぐのを感じるのだ──如い何かに剛ごう胆たんな人間とて普段通りにものを考える事など出来ない。


「何の真ま似ねだ、ステア」


　シーズが静かな口調で尋ねる。


「何の真似？」


　意外な事を聞かれた──そんな表情を白々しく浮かべながらステアが言った。


「分かっているでしょう、シーズ。とっくに期限は切れているわよ、〈廃棄王女〉引き渡しのね。だから私は約束通り、この王都の人間を一日に千人ずつ殺してゆくのよ。ああそれとも五千人ずつだったかしら？　まあ細かい事はどうでもいいわ──とにかくその事を知らせに来たの」


「意味もなく人間を殺すのは──」


「意味はあるわよ？　とぼけないで」


　ステアは婉えん然ぜんと笑いながら玉座に向けて歩いてゆく。


　ドルフスクやぺータシュタール将軍が表情を強こわ張ばらせるものの……脚あしがすくんでいるのか、二人はその場から動こうともしない。これも無理の無い話ではある。


「このお馬ば鹿かさん達が自みずから入れてしまったのよ、『リセット・スイッチ』を──現在、システム内で審しん議ぎ中ちゆうだけど、間違いないわね」


「……」


　シーズがわずかに唇くちびるの端はしを嚙かむ。


「悪いが──」


『神の御み遣つかい』を名乗る者同士の会話に口を挟はさんだのはシャノンだった。


「俺おれにも分かるように言ってくれないか」


「ああ──そうね」


　婉然と笑いながらステアはシャノンのすぐ側で脚を停とめ、彼を振り返った。


「私達は人類社会を一定状態に保たもつために働いている。この世界が極きよく端たんな状態になって崩ほう壊かいしてしまうのを防ふせいでいるのよ。


　でもね、時に私達の手には負えない程に、世界の均きん衡こうが崩くずれてしまいかねない場合がある。例えば──私達の存在を知って、その力を利用し、世界を征服しよう、なんて馬鹿な事を考え始めた連中が出てきたり、ね」


　そう言ってステアはドルフスク達に流し目を送る。


「決められた枠わくの中で陣じん取とり合がつ戦せんをしていれば良かったものを。一気に枠わくの外へ出ようなんて考えるからいけないのよ。


　まして、それが単なる絵え空そら事ごとで済すんでいるのならともかく、〈廃棄王女〉の存在はそれを現実化しかねない。だからこそ我々は最後の選せん択たく肢しを採とらざるを得ない訳」


　そう言いながらもステアは何処どこか楽しげであった。


「人類文明、人類社会を白紙に戻すの。そうしてまたやり直すのよ。


　具体的にはありとあらゆる文明施し設せつの破は壊かいと、人類の淘とう汰た」


「……!!」


　シャノンと──そして将軍の顔色が変わる。


　ぺータシュタール将軍だけは、ステアの言葉の意味を正しく把は握あくしたのであろう。


「ああ、安心して──滅ほろぼすのが目的じゃないから、皆みな殺ごろしになんてしないわよ。せいぜい、人類の九割を間ま引びくだけ」


　ひどく楽しげな──まるで歌う様な口調でステアはそう言った。


「何か言いたそうね──ええ、分かるわよ、言いたい事は。


　でもね、我々が護まもっているのは人類という『種しゆ』であって、個人個人の生命など知った事ではないの。あなた達だって花か壇だんが全ぜん滅めつするのを防ぐために、間引きはするでしょう？　それと同じ事よ」


「貴様等は……」


　思わず、シャノンは刀に手をかけるものの──そこから彼も動けない。


　パシフィカの影響力に長く晒さらされていたせいか、以前にガリルに感じたような圧迫感や絶対服ふく従じゆうの感覚は生じないが……しかし今、シーズとステア、二体の秩序守護者ピースメイカーと真正面から戦って勝てるかどうかは分からない。


　ましてここで〈竜機神ドラグーン〉を呼び出せば、この城しろの中に居る人間は全滅するだろう。ステアに人質にでもとられればそれこそシャノンにはどうする事もできない。


「だからもう遠えん慮りよする事はないわね。そうでしょ、シーズ？」


「……」


　シーズは答えない。


　だがそれが不ふ承しよう不ぶ承しようとはいえ、肯こう定ていである事は誰だれの目にも明らかだった。


「まずはこの城から破は壊かいしましょう。大きいからきっと遠くからでもよく見えるわよ？　街にも幾いくつか〈中継点〉を潜ひそませてあるから、これも解放しましょうか。


　これで優やさしい〈廃棄王女〉ちゃんがいたたまれなくなって、名乗り出てくれればいいけれど」


「よせ……」


「なあに、〈竜騎士Ｄナイト〉。懇こん願がん？　でもこれは貴方あなたが悪いのよ？　さっさと妹を殺しておけばこういう事にはならなかったのだから。今更止めてくれなんて──図ずう々ずうしい」


　言って──ステアの顔をした兵士が震ふるえる。


　次の瞬間、体中の衣服と甲かつ冑ちゆうが弾はじけ飛び、兵士の身体からだは倍ほどの肉にく塊かいへと膨ふくれ上がった。


「わあああああっ!!」


　それまで固かた唾ずを呑のんで見守っていた兵士達が一いつ斉せいに悲鳴を上げる。


　だが瞬間的に伸のびた肉の触しよく手しゆは十名余りの兵士達に巻き付き、その肉体に浸しん食しよくし始めた。


　暴れ回る兵士達の顔がいびつに歪む。まるで皮ひ膚ふのすぐ下を無数の虫が這はい回っているかの様にぼこぼこと盛もり上がりが生じ、それが顔中をまんべんなく這い回ってゆく。


「いぎ……ぎ……い……？」


　だが。


　兵士達の表情は次第に恐怖から悦えつ楽らくの色に染そまっていった。


「いあ……ああ……あ……」


　だらりと開いた口から涎よだれが垂たれる。


　変形した顔を喜き悦えつの表情に歪めて兵士達は快かい楽らくの喘あえぎ声を発した。


「はあ……は……あはあああ……！」


「よせ……」


　シャノンの脳のう裏りに一つの顔が明めい滅めつする。


　もう何年も前だったようにさえ想うが──あれからまだ一年も経っていないのだ。


　タウルスの街で見た〈中継点〉。


　その肉塊に取り込まれていた少年の顔。


「よせええええええっ!!」


　シャノンは叫さけんで刀を抜き放った。








「──なんだ、あれはっ!?」


　王おう城じようへと急ぐクリストファの耳に、そんな声が飛び込んできた。


「……!?」


　人々が空を振ふり仰あおいでいる。


　丁ちよう度ど──王城の方角だ。王城のすぐ側そばの空に、巨きよ大だいな人ひと影かげが浮うかび上がっている。その身体からだは城の偉い容ようと比べても決して劣おとってはいないだろう。身の丈たけだけで人間の数十倍はあるに違いない。


　しかも──それが二体。


　その姿形の詳しよう細さいは違うが、いずれもそれらは奇き怪かいな鎧よろいを帯おびたかの様な、ごつごつとした輪りん郭かくと……そして雲や幻まぼろしとは明らかに異ことなる、確かつ固ことした存在感を持っていた。


　二体の巨人は支ささえるものもなく空中に浮かびながら、王都を見下ろしている。


「なんだっ!?」


　さすがのクリストファもこれには思わず足を止めて見入ってしまう。


　赤い巨人と、そして白い巨人。


　いずれもその姿には見ているだけで胸むねの奥おくがざわめくような異い様ようさと、そして何な故ぜか神こう々ごうしさが感じられる。


　それを見ているだけで思わず地にひれ伏ふしてしまいたくなるかの様な。


　だが──


「なんだ、あれれ……れれれるるるるるるうおわっ!?」


　空に立つ巨人を指さして騒さわいでいた者の一人が、突とつ如じよとして倒れ、表情を歪めてのたうち回り始めた。


「……!?」


　次の瞬間──クリストファが反応できたのは、ひとえに勘かんの賜たま物ものであろう。


　その者の衣い装しようを引き裂さいて、何十本という細い肉の鞭むちが空中に迸ほとばしったのである。


「──これはっ!?」


　後方に跳とんでその肉の鞭をかわしながら、クリストファは驚きよう愕がくに表情を歪めていた。


　これは見た覚おぼえがある。


　忘れようと想っても忘れられない。この色しき彩さい。この形けい状じよう。そして何よりもこの異様な気配。間違いない──これはタウルスの街を襲おそったあの、怪物と同じものだ。


「まずい──こんな人の多いところで!!」


　あの怪物は人間を取り込んでどんどん巨大化し、増ぞう殖しよくした。


　この王都の人口はタウルスなどの比ひではない。即そく座ざに対処できなければ、王都丸ごとがこの怪物に飲み込まれてしまうだろう。


「くっ──！」


　マントの下から長柄戦斧ハルヴアードを展てん開かい、彼は伸びてくる触しよく手しゆを叩たたき落としながら叫んだ。


「逃げろ！」


　だが──既すでにその瞬間には十人以上もの市民が触手に捕とらえられていた。


　恐ろしい速さで進む融ゆう合ごう同どう化か。人々はもがきながらも急速にその輪りん郭かくを失い、手足はおろか目鼻立ちさえもが溶とけ崩くずれた肉の塊へと変化しつつあった。


「あああああ──」


　蠢うごめく肉塊の真ん中で、何か悪い冗じよう談だんの様に原型を残している口が、悲鳴とも歓かん声せいともつかない声を迸らせる。


「ひあああ……ああああああひいいいいいい……ああああああ……」


「逃げろ！　逃げるんだ！」


　叫びながらクリストファは手近にいた老ろう婆ばの手を引いた。


「あれに捕つかまったら、終わり──」


　その瞬間。


　クリストファの手の中で老婆の手の感触が変化した。


「──!!」


　愕がく然ぜんと振り返るクリストファ。


　そんな彼の目の前で老婆の姿が瞬時に溶け崩れ、肉塊へと変化する──


（この人も──!?）


　一体、何体の怪物が市民の姿をして紛まぎれ込んでいるのか。


　自分の腕そのものを引き千ち切ぎる様な勢いきおいで身を引くクリス。手が手袋からすっぽ抜け、何とか老婆だったものに融合されずには済すんだ。もし素す手でで触さわっていれば彼も肉塊の一部となっていただろう。


「ひはああああ」


　老婆だったものが声を上げながら放射状に触手を伸ばし、クリストファに襲おそいかかる。


　四方八方から肉色の触手がクリストファに向かって包囲網もうを狭せばめてくる……


（まずい──！）


　一瞬の内に彼はそう判はん断だんした。


　近すぎる。そして多すぎる。


　いくら超人的なクリストファの体たい術じゆつをもってしても、この距きよ離りで触手の全すべてをかわす事などできる筈はずもなかった。


（くそ──）


　手に巻き付かれれば手を、脚に巻き付かれれば脚を切り落とす──そんな覚かく悟ごを一瞬で彼が固めた、その時。


「〈魔天狼フエンリル〉!!」


　涼すずやかな声がそう宣せん言げんした。


　同時に──クリスに襲いかかろうとしていた怪物と、そして最初の怪物、二体の周囲に光る線が走る。


「これは──!?」


　線は凄すさまじい勢いきおいで伸び、折れ曲がり、互たがいに絡からみ合い、格こう子し状じようの面を形成してゆく。そしてそれらは瞬く間に一定の面積に達すると、自らを折り畳たたみ始めた。


　光の格子模も様ようが檻おりを形成する。


　殲せん滅めつ領りよう域いき確かく定てい。


　怪物達はようやくこの期ごに及んで何が起きたのかを理解したのだろう。激はげしく触手を伸ばしてその格子模様を叩たたくが──それらはびくともせずに怪物を閉とじこめてしまう。


　そして次の瞬間──


「〈魔天狼〉の重複起動ダブルタスク？」


　呟くクリストファの声と同時に、まだ成長しきっていなかった二体の怪物は塵ちり芥あくたよりも細かく分解されて消しよう滅めつした。


「しかし──」


　二つの殲滅級攻こう性せい魔ま法ほう〈魔天狼〉を起き動どうさせる為には膨ぼう大だいとも言うべき意識容量が必要になる。普通の魔導士ならば十数人、あのラクウェル級の魔導士でも最低四人が必要だ。


　そして高度な魔法はその分、長々と呪じゆ文もんを唱となえる必要がある。


　だが──いくら怪物に注意を向けていたとはいえ、魔導士が何名も近づいてきて、魔法を行使しようとしていたのなら、クリストファが気付かなかった筈はない。


「……ん？」


　ふと──彼は顔の側そばを何かが通った様な気がして眼を瞬しばたたかせる。


　落ち着いて周囲を見回すと──彼の側に、まるで小鳥の様に舞まう四つの物体があった。もっとも、それらの形そのものは到とう底てい、小鳥には似ても似つかないものであったが。


「んご」「んご」「んご」「んご」


「こ──これは」


　クリスはその物体にも見覚えがあった。


　これもタウルスで見たものだ。もっともあの時は動かぬ菓か子しパンであったが。


「すーぴいくん……だっけ？」


　クリストファは呆ぼう然ぜんと呟く。


　今、その寸詰まりのドラゴンモドキは、掌てに載のる様な大きさで、しかも背中に白い羽を生やしてぱたぱたと空中を飛んでいた。


　その間抜けな形状は、見ているだけで場の緊張感を根こそぎ腐くさらせる様な姿ではあるが──


「──あら」


　更さらに場の緊張感を削そぐ様な、のんびりした声がかかる。


「奇き遇ぐうですね──お久ひさしぶり」


「……本当に」


　そう言ってクリストファは微び笑しようした。


　どうして此処に居るのか、とか、あれからどうしていたのか、とか──色々気になることはあったが、それはどうでもいい。些さ細さいな疑問など、再会の言葉には相応ふさわしくない様な気がした。


　常識だの可能性だの……いつも彼等はそういった小こ賢ざかしいものを蹴け散ちらして、戦ってきたのだから。


「お久しぶりです」


　クリストファの言葉にその声の主ぬしは──通りの向こうから歩み寄ってくるラクウェル・カスールはにっこりと微笑ほほえんだ。










　第三章　王都炎上







　人々は見た。


　王都の空に悠ゆう然ぜんと佇たたずむ二体の巨きよ大だいな人ひと影かげを。


　いや──それを『人』という語で示しめすべきではあるまい。


　人に似にてはいるが違う。鎧よろいを帯おびた巨大な二体の影。それは光を放つ六枚まいの翼つばさを身の丈たけの数倍の長さに広げ、人々の上に浮かんでいた。


　誰もが己おのれの眼めを疑うたがった。


　あんなものが存そん在ざいする筈がない。居る筈がない。常識で考えれば有り得ない。


　だが。


　自分達が心の奥おく底そこでその巨大な影の存在を認みとめている事を──生まれた時からそれが何なのか識しっていることを漠ばく然ぜんとだが彼等も気付いていた。


　あれは人の上に立つもの。


　あれは定さだめとして人を支し配はいするもの。


　絶対存在。その名を──秩序守護者ピースメイカー。


（……ステア）


　静かな思し念ねん波はが呼びかける。


　多た重じゆうかつ個こ別べつに暗号化された機き密みつ回線を通じての通信である。暗号解読用の『鍵かぎ』は個別に保持しているため、同じ秩序守護者でも呼びかける対象でない相手には解読できない様になっている。


（──何よ？）


　ステアは第二級神しん罰ばつ執しつ行こう形けい態たいで空中に浮かびながら、やはり同じく神罰執行形態で浮ふ遊ゆうしているソコムを振り返った。


（あの哀あわれな連中に──我々や〈竜機神ドラグーン〉に関する情報を漏もらしたのは君だろう？）


　ソコムからの思念波が伝わってくる。


（どうしてそう想う？）


（君は最初から人間を嫌きらっていたからな。人間の死が面おも白しろくて仕し方かたないらしい。流される血が多ければ多いほど、君は喜ぶ）


（そうね。そうかもね──）


（あまり好このましい傾けい向こうではない。君の行動は効こう率りつ的てきでも論ろん理り的でもないな）


（……まあ、ずっと圧あつ縮しゆく状態で居たアーティラリイ・タイプには分からないかもしれないけどね）


　そうだ。


　確かにステアはぺータシュタール将しよう軍ぐんの陣じん営えいに向けて、情報を故こ意いに漏洩リークさせた。彼女の意志を埋うめ込まれた端たん末まつ──〈中継点〉は王都だけでも百体は居る。それらを使えば人間達に『自分で調べ上げた』と思わせておいて情報を与あたえてやる事など、簡かん単たんな作業だった。


　まさかソコムにそれを見み破やぶられるとは思っていなかったが。


（……五千年か）


　ソコムが静かな口調に何処どこか感かん慨がいの色を滲にじませて呟つぶやく。


（五千年よ。ずっと見てきたわ。ずっと同じ事の繰くり返し。無意味に生まれて、争って、殺して、壊して、死んで……また生まれて。何も変わらない。虫と同じよ、人間なんて。いいえ、行動に論理的な矛む盾じゆんがないだけ、虫の方がまし。人間という生き物は、見てるだけでおぞましいわ）


（我々も元はその人間であった訳だが）


（構成素材の基き本ほんに、複ふく写しやされた人格データが使われたからどうだっていうの？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい）


（我等は秩序守護者だ）


（そうよ。人類社会というシステムの維い持じを司つかさどる者よ。だから病やみきった人類社会を一度分ぶん解かいして、健けん全ぜんな状態に立て直すの）


（……確かに、マウゼルの基本原則には矛盾しないが、やはり君の発想は健全とは言い難がたい様だ。一度、論理構造を含ふくめてシステム全体の診しん断だんを受けた方がいい）


（大きなお世話）


　そう返してステアは下界を見下ろした。


　無数の人間が蠢うごめいている。蠢いて彼女を見上げている。指を指し、何かを叫さけびながら彼女を見上げている……


　ソコムとステアが本気でかかれば、この王都など一瞬で焼やき滅ほろぼせる。


　またその一方で、街の中では、能力を解放された百体余りの〈中継点〉が、手当たり次し第だいに人間を融ゆう合ごう補ほ食しよくし始めている。


　その内の一体は、王城の中で例のシャノン・カスールと相対していた。


（さて──どう出る、〈竜騎士Ｄナイト〉、そして〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉？）
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　絶ぜつ叫きようが謁えつ見けんの間を叩たたいた。


「ゼフィリスッ──!!」


　その意味を理解できたのはその場に居たシーズとステアの端たん末まつ──〈中継点〉だけだったろう。シーズは素す早ばやく跳ちよう躍やくしてシャノンの側から離れ、〈中継点〉は無数の触手をシャノンに向けて放った。


　だが──


　シャノンに触ふれんとした触手の先せん端たんが音を立てて跳はね返った。触手は次々とシャノンに向けて伸のばされはするのだが、まるで見えない壁かべに阻はばまれているかの如ごとく、一定以上に近づくといずれも弾はじかれて方向を狂くるわせてしまう。


　同時に──


「おお……」


　ぺータシュタール将軍が感かん嘆たんの声を漏もらした。


　シャノンの背はい後ごに在あった影が──音もなく形を変え、巨大な何かの形に成長してゆく。


　いびつなその輪りん郭かくは生物の様でもあり何か巨大な武器の様でもあり──


「これが……」


　轟ごう音おんが周囲を揺ゆさぶる。


　何か──見えない力の奔ほん流りゆうと奔流が、互たがいにぶつかり合い、その余よ波はで謁見の間が──いや、王城ザウエルが軋きしみを発していると知った時、その場に居合わせた人間達は、一様に顔色を変えた。


「これが……」


　吹き荒あれる猛もう風ふうに眼を細め、眩まぶしい物でも見るかの様に手を額ひたいの辺あたりに翳かざしながら、ぺータシュタール将軍は呟いた。


「これが〈竜機神〉か……！」


　魔法ではない。呪じゆ文もん詠えい唱しようも魔力の放ほう散さんもなく、純じゆん粋すいな力を直ちよく接せつに呼び出すその能力。しかも情報が確かなら、まだその姿がシャノンの『影』の中に留とどまっている段だん階かいでは、本来の能力の百分の一も発はつ揮きされていないのだ。


「…………」


　恐怖と驚きよう愕がくの表情を浮かべながらもぺータシュタール将軍が右手を振ふる。


　次の瞬間、何処に潜ひそんでいたのか──それまでこれ見よがしに居い並ならんでいた者達とは明らかに装そう備びの異ことなる数名の兵士達が、走り寄って将軍達の周囲を固めた。


　その先頭にはルーク・スタームの姿がある事を思えば……この兵士達は〈ブラック・ホーク〉の者達だろう。


「マーニ！　ニルス！」


　ルークの叫びと同時に二人の兵士が動く。


　若わかい娘むすめと小こ柄がらな青年である。謁見の間に広がる轟音に紛まぎれて聞き取れないが──二人は何事かを叫ぶと揃そろって〈中継点〉を指さした。


　吹き荒すさぶ烈れつ風ぷうの中に更に──烈風の渦うずが生まれる。


　竜たつ巻まきの様に自転する風の塊かたまりが怪かい物ぶつを捕ほ捉そくして更にその勢いを強めてゆく。触しよく手しゆを伸ばそうとするも自みずからの回転にそれは全すべて巻まき取られ、怪物はその渦の中心に囚とらわれたまま出る事が出来ない。


　しかも──刃は物ものの様な鋭するどさで渦か動どうする空気がその内に居る物体を裂さき、千ち切ぎり、押し潰し、あるいは磨すり潰つぶして破壊してゆく。二人が唱えたものは、攻性魔法〈虐殺竜ニツドヘグ〉を内向きに反転させた上で殲せん滅めつ級きゆうの破壊力にまで強化した魔法なのだろう。


　怪物は見る間に無数の肉にく片へんに、そしてそれらさえもが粉こな微み塵じんにまで分解されて消しよう滅めつした。


　だが──


「…………出てこい、ステア！」


　頭上を振り仰あおいでシャノンが叫ぶ。


「貴様も〈秩序守護者〉だというのなら、傀かい儡らいの陰かげに隠かくれていないで、出てこい！　今すぐ滅ほろぼしてやる!!」


（言われずとも）


　嘲ちよう笑しようさえ含ふくんだ声無き声──思念波は、シャノンのみならず、その場に居た全すべての者達が聴きいた。恐らくは指向性を定めずに放はなっているのだろう。


　同時に──謁見の間に一本の光条が差し込まれる。


「──!!」


　愕がく然ぜんと身み構がまえるシャノンだが、光は瞬時に彼の周囲を巡めぐり、次の瞬間……謁見の間を、まるでお菓か子しの城しろにナイフを入れるかの様にあっさりと切り取っていた。


　轟音と共に、シャノンが立っていた一郭かくが、王城ザウエルから剝はく離りする。


　自らの断面を滑すべり落ち、切り取られた部分は空中へと投げ出された。


「……」


　あまりの出来事に呆ぼう然ぜんとその様を見守っている一同の元に、しばし遅おくれて鈍にぶい音が伝わってきた。恐らく切り取られた部分が落下して崩ほう壊かいする音であろう。


「なんという──」


　思わずぺータシュタール将軍は、切り取られた一郭へと走り寄る。


　まるで最初から無かったかの様に、壁が、床ゆかが、天てん井じようが綺き麗れいに切断され、謁見の間はその内側を外界に晒さらしていた。


「危険です、将軍」


〈ブラック・ホーク〉の兵士が止めに入るが、ぺータシュタール将軍はそれを振り払い、そして崖がけっぷちの様になった城の断面付近に立った。


「……〈秩序守護者〉……」


　頭上を見上げつつ呆然と彼は呟く。


　城の上空。黒々とした夜の闇やみと青白い月の光が織おりなす複ふく雑ざつな濃のう淡たんの領りよう域いきに、二つの巨きよ影えいが悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。


　支ささえるものはなく、翼つばさを持ちながら羽はばたくでもなく、ただ風景の一部であるかの様に当然の有あり様さまとして、月や星々の如ごとくそれらはそこに在った。


「あれが……あれが……」


　人たる者よ。仰あおぎ見よ。そしてただ畏おそれよ──その威い容ようを。


　自みずから輝かがやく六枚の巨大な翼。鎧よろい武む者しやとも見み紛まごうそのいびつな輪郭。そして何よりも、人間の数倍──いや、数十倍にも達するのその巨きよ軀く。


　それは力の象しよう徴ちようだった。


　権力の象徴であり暴力の象徴であり、ありとあらゆる力を統とう括かつ管かん理りする強大無比な存在なのだ。


「なんと……なんという……」


　あれに比べれば人間など塵ちり芥あくたにも劣おとる。あれに比べれば、人間の所しよ業ぎようのなんと矮わい小しような事か。荘そう厳ごん無む比ひとまで言われたザウエル城でさえ、あれの前では卑ひ小しような土つち塊くれ、砂さ上じようの楼ろう閣かくにも等しい。


　あれと戦う？　あれと交渉する？


　とんでもない……！


　ペータシュタール将軍は声も無く戦せん慄りつした。


〈律りつ法ぽう〉の影響力など、あろうと無かろうと大差ない。あれは人間などとは全く存在する領域の異なる何かだった。人間などがどうあがこうと、あれには対抗し得えない。あれに戦いを挑いどむくらいなら、夜空の星を棒ぼうで突き落とそうとする方が、まだ望みがある──


「──分かったか、人間」


　その声に目を向けると──そこには例のシーズと呼ばれた黒髪の娘が立っている。


「だが分ぶんをわきまえるのがあまりにも遅おそすぎたな……」


「……」


　一瞬にして憔しよう悴すいしたかの様な表情で、ぺータシュタール将軍は口を開き──そして黙だまり込んだ。


　無意味だ。


　事がここに至いたった以上、言葉など百万語を費ついやしても無意味だ。それを彼は悟さとったのであろう。嵐あらしや地じ震しんを相手に恫どう喝かつを試こころみる様なものだ。あれは人間とは存在そのものの規模も質も全まつたく違う。それでもなお、この怪物達を相手に自分達の言葉を真しんに届とどかせようとするのならば……その怪物に匹ひつ敵てきするだけの力を背にする必要があった。


　故ゆえに──


「せめて〈律法を破る者プロヴイデインス・ブレイカー〉が可か及きゆう的てき速すみやかに発見され、駆く除じよされる事を祈いのるがいい。私の力なら痛いたみも苦しみも覚える前に人類の大半を消し去される」


「──そうとは限かぎらないだろう」


　呟くようにそう言う将軍の眼は、下を向いていた。


　城の中庭。そこに大量の瓦礫が堆たい積せきして小山の様になっている。言うまでもなく先程切り取られた謁見の間の一部だ。


「──ＡＲＦＦＩ・Ｍ４……〈竜機神ドラグーン〉」


　呟つぶやくシーズの言葉がまるで合あい図ずであるかの様に……ぞわりと瓦礫の山の上に立つシャノンの背後の竜りゆう影えいが動いた。


　影かげが起き上がる。


　瓦礫の上に長々と伸びていたその巨大でいびつな影は、二次元平面である事を放ほう棄き、空気中に起き上がり自みずからの厚あつみを増ましてゆく。


　その一方でシャノンの足あし下もとの瓦礫はその影の中に溶とけるかの様に小さくなって行き、そして遂ついには消滅してしまった。


　喰くっている。


　瓦礫を。周囲の物質を。取り込んで質しつ量りようを補ほ塡てんし、形けい相そうを変へん換かんし、異い相そう空くう間かんにある本体を顕けん現げんさせる為に──


「あれが──あれこそが……〈竜機神〉本来の姿か……！」


　ぺータシュタール将軍が呟く。


　影はそのまま覆おおい被かぶさるようにしてシャノンの姿を取り込み、更に成長する。


　実際の時間にすれば瞬またたく間の出来事ではあった筈なのだが、全神経を集中してその様を眺ながめていたぺータシュタール将軍や兵士達にはそれは途と方ほうもなく長い時間に思えたかもしれない。


　そして。


　──るうううおおおおおおおおおおっ!!


　巨大な──見上げるほどに巨大なその〈終わりの魔ま獣じゆう〉は、天に向かって咆ほう吼こうした。








　夜空を引き裂さくかの様な咆吼が響ひびき渡わたる。


　王城に向かって駆かけていたラクウェルがその叫びの中に何かを見いだしたかの様に……少し表情を強こわ張ばらせて立ち止まった。


「あれは──」


「ラクウェルさん──」


　共に王城に向かっていたクリストファも立ち止まって、彼女を振り返る。


「シャノン……」


　ラクウェルは束つかの間ま何かを考えている様であったが──いきなりクリストファの方に歩み寄ると彼を両腕で抱きしめた。女性としては身長の高いラクウェルはクリストファの頭部をその豊ゆたかな胸むねに搔かき抱いだく様な形になる。


「ちょっ──何を？」


　一瞬、胸の柔やわらかさを想像して赤面するクリストファ。


　だが彼の頰に押しつけられた感かん触しよくは、思いの外、硬かたかった。


「あまり時間的な余裕が無いみたい。この際ですから一番早い方法で乗り込みます。しっかり捕つかまっててくださいね？」


　そう言うが早いか──ラクウェルの着ている外がい套とうの背中が、不意に跳はね上がった。


「……!!」


　クリストファが眼を丸くする。


　先程の感触から、ラクウェルが外套の下に、服以外の何かを着つけているらしいという事には気付いていた。恐らく軽けい甲かつ冑ちゆうか何かだろう、とは想像していたのであるが──


　まさかこの様なものを隠していたとは。


　しかも──驚おどろきが収おさまらぬ内に足下の感覚が消失する。


「わ──わわっ!?」


　如い何かなる状況下でも動どう揺ようせず、周辺状況を冷れい徹てつに分析して、確実に任務を遂すい行こうすべし……それが特務戦技兵の心得ではあるのだが、さすがのクリストファも、これには少し動転した。


　飛んでいる。


　空中を──鳥の如ごとくに。


「これは!?」


「〈フィンブルヴェトル〉」


　待ってました──とばかりにラクウェルが答える。


「言ってみれば魔法用の増幅器ブースターです。魔法工学の応用ですが、人間の脳のうの代わりに多た層そう論ろん理り並へい列れつ演えん算ざんシステムを積つんでますし、疑ぎ似じ異い相そう空くう間かんそのものをメモリ領域として利用できるので、実質的に、平均的な魔導士に換かん算さんして、およそ二百五十六人分の意識領域を確保できます。だから重じゆう力りよく場ば制せい御ぎよでこうして飛ぶこともできるんですよ？」


「……さっぱりわからないんですけど」


　何処か得とく意いげなラクウェルに抱だきかかえられた状態で、クリストファは改めてその〈フィンブルヴェトル〉なるものを眺ながめた。


　簡単に言ってしまえばそれは……彼女の背中から伸びた四本の刃は物ものの様な形状の突とつ起き物ぶつと、そして更に尻尾しつぽの様に伸びる二本のしなやかな鞭むち状じよう部ぶ品ひんから成なっていた。


　どうやって折おり畳たたんで収しゆう納のうしていたのかは謎なぞだが、翼の様に広がった二対の突起物はそれぞれがラクウェル自身の身長ほども長さがあり、鞭状部品も恐らく地に立てばその半分近くを引きずりかねない長さである。


　そして──


「んご」「んご」「んご」「んごごー」


　何時いつの間に再出現したのか……四本の突起物に対応するかの様に、冗談の様な羽をぱたぱたと羽ばたかせながら、例の小さなスーピイくんがラクウェルとクリストファの回りを飛んでいる。


「魔法用の干かん渉しよう軸じくが四基あるのは一定空間に定位して、魔法の起動後は〈律法〉の修正力を可能な限り遮しや断だんする為の──」


「いや。あのその前に──」


　クリストファが四匹のスーピイくんを指さして呟くように言った。


「なんで、アレなんです？」


「ですからあれは干渉軸の端たん末まつなんです。分離している様に見えますが、異相空間上では繫つながっていて──」


「いや、だから──素そ朴ぼくな疑問なんですが。あの形状デザインに何か意味が？」


「私が嬉うれしいです」


　きっぱりとラクウェルが言った。


「……趣しゆ味み、なんですね」


「ええ。それはもう」


　何の後ろめたさもない、彼女の明るい微笑みに、クリストファは状況も忘れて、ため息を吐ついた。








　閃せん光こうが走った。


　炎ほのおさえも遥はるかに凌りよう駕がする熱を持った光が街をなめる。


　光の走り抜けた後──一瞬の沈ちん黙もくを経へて、街はその軌き跡せきの通りに爆音と火炎を吹き上げた。可か燃ねん物ぶつが燃もえ上がっただけではない。岩さえ蒸じよう発はつさせる程の強烈な熱量を注そそぎ込まれた為に、空気が爆発的な膨ぼう張ちようを示したのである。


　とんでもない破は壊かい力りよくだ。恐おそらくこの熱光線を使えば、ラインヴァン王国の誇る首都ザウエルもわずか半日で焦しよう土どと化すに違いない。


　それは──しかしそれだけの事。


　形けい相そう防ぼう御ぎよ空くう間かんを自己の周囲に張はり巡めぐらせる事のできる〈竜機神ドラグーン〉には傷一つつける事はできない。


『──貴き様さまっ！』


　咆吼に思念波を載せて怒ど鳴なりながら、シャノンが──いや〈竜機神〉が〈神罰執行形態〉の〈秩序守護者ピースメイカー〉ステアに襲いかかる。


　ステアの攻撃は直接的に〈竜機神〉破壊を狙ねらったものではない。


　無論〈竜機神〉に向けて放たれたものではあるが──最初からかわされる事が前ぜん提ていでステアは攻撃を放っている。『かわせばどうなるかその眼で見よ』と言わんばかりに。


〈竜機神〉も〈秩序守護者〉もその感覚器官は人間のそれとは全く次元が異なる。


　優すぐれた情報認識と処理能力は〈御み遣つかいの閃光〉の中で木この葉はの様に舞まい上げられ、引き裂さかれ、あるいは焼き潰つぶされて行く人間達の姿をはっきりと捉とらえていた。悪い冗談の様に一瞬の内に何十人、何百人という人間が死ぬ。ばらばらになった人体の部分品が軽々と宙ちゆうに舞うその情景には、人間の尊そん厳げんなどといったものは微み塵じんも無かった。


　シャノンの意識が沸ふつ騰とうする。


　持てる力を収しゆう束そくし、一撃でステアを葬ほうむり去さらんと〈竜機神〉は突撃した。


　いくら〈秩序守護者〉とはいえ所しよ詮せんステアはシヴィリアン・タイプ──その形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくの総量を比較すれば強化された〈竜機神〉には到とう底てい及ばない。


　だが──


　轟ごう音おんと閃光をその身に抱いて、あろうことか、〈竜機神〉が吹っ飛ぶ。


〈竜機神〉はステアを自分の間合いに捉とらえる前に、横殴なぐりに撃うち込まれた形相破壊力を食らったのである。爆発は、形相防御と形相攻撃の双方がせめぎ合った結果、その境きよう界かいに在った物質──空気や微び粒りゆう子し──が不安定な状態となり、その一部が熱量として解放された結果だ。


『くっ──』


『おまえの相手は私だ──Ｍ４』


　悠ゆう然ぜんと〈竜機神〉とステアの間に割わり込こんできたのは、白い秩序守護者だった。


　その名は確たしか──


『私はソコム。ソコム・アーティラリイ。第一の秩序守護者──砲兵型アーテイラリイ・タイプだ。シヴィリアン・タイプであるガリルの様にはいかんぞ』


『──どけっ！』


　形相干渉能力を相手に流し込むための剣をその右腕に構こう築ちくし、〈竜機神〉はソコムに攻撃を仕掛かける。


　だが、その剣の一撃を、ソコムは平然とかざしたその左ひだり掌てで受けた。


『──!!』


　剣と掌と──接触した部分から、形相破壊と形相防御が嚙かみ合って生じる爆ばく音おんと稲いな妻ずまが放ほう散さんされる。だが無む論ろん、ソコムは全まつたくひるむ様子もなく右腕を伸ばして〈竜機神〉に向けた。


　閃光──そして爆ばく裂れつ。


　火か炎えんと白はく煙えんをその身にまとわりつかせて、〈竜機神〉がよろめく。


『まだ完かん全ぜん稼か働どうできていないか。ではおまえに勝ち目は全くないぞ。私は元はといえばＡＲＦＦＩ・Ｍ５──おまえの後こう継けい機き。おまえほどの汎はん用よう性せいはないが、最大出力ではむしろ私の方が僅わずかに上だ』


　敵を圧あつ倒とうしながらその口調に高こう揚よう感かんはなく、かといって倦うむ様子もなく、ただ冷然とソコムは言った。


『ついでに言えば』


　ステアが楽しげに言った。


『街ではたくさんの〈中継点〉が哀あわれな市民を食い始めているわね。可哀かわいそうに。これが数日後には全世界に広がる。そうならない為には、人間は〈廃棄王女〉を殺してその首を私達に献けん上じようするしかないのよ──』


　対象を定めずに放たれたその思念波は、王都市民のみならず、遥はるか地の果てまでも浸しん透とうせんと広がっていった。


　無論──通常の会話であれば思念波通信の内ない容ようが対象外の者に漏もれる事は無い。


　普ふ段だんと異ことなり会話の内容を誰もが『聞き取れる』様に垂たれ流されているのは偶ぐう然ぜんでも失敗でもない。敢あえてステアは今のやりとりをダストヴィン大陸全土の人間に聞かせているのだ。


　追い詰められた人間達が〈廃棄王女〉を血ち眼まなこで探さがし回る様に。


　神の容よう赦しやを期待した人間達が〈廃棄王女〉を殺す様に。


　だから──ステアは『リセット』については言げん及きゆうしていない。たとえ人間達が〈廃棄王女〉を殺したとしても既すでに人類の殆ほとんどを殺して文明を白紙に戻すという『神』の決定を知らせていない。


『可哀そうな人々。でも恨うらむなら筋すじ違ちがいよ？』


『黙だまれ、化ばけ物ものっ！』


『同類の癖くせに』


　そう言って再びステアの発した光が王都の一郭を炎上させる。


　悲鳴。怒ど号ごう。嗚お咽えつ。


〈竜機神〉の感覚器は、その炎の下で飛び交かう人々の声をはっきりと捉とらえていた。


　他にも──


「なんだ、なんだこれ、なんなんだよおっ!?」


「化け物っ！　ひいいい──化け物がっ!!」


「助けて、助けて、見捨てないで──」


「死ね、死ね、死んでくれ、どうして死なないんだ、こいつはっ!?」


「ぎひいいいいっ!!」


「おかあさん……！　ああ……おかあさん……！」


　阿あ鼻び叫きよう喚かんが街を満みたして行く。


　ステアの言葉通り、街の中に潜ひそんでいた〈中継点〉がその正体を現あらわし、市民を襲おそい始めているのだ。触ふれた生物を委い細さい構かまわず融ゆう合ごう補ほ食しよくする触手は、恐おそろしい程の勢いで王都中に広がり始めていた。


　逃にげ遅おくれた老婆が融合されて肉塊になる。


　転てん倒とうした妊にん婦ぷを逃げ惑まどう人々が踏みつけて行く。


　錯さく乱らんした兵士が剣を振り回して近づく人間を片かた端はしから斬きり殺して行く。


　悪あく夢むそのままの光景であった。


　無論──タウルスの街で証明された様に、魔ま導どう士しであれば、何とか〈中継点〉の脅きよう威いからその身を守る事はできる。武ぶ術じゆつに秀ひいでた者も近づいてくる触手を武器でたたき落としたり、かわしたりする程度は可能だろう。


　だが、そうした技能の持ち主は圧倒的に少なく、また不意をつかれれば彼等とてただの獲え物ものとして融合吸収されるしかない。


　タウルスの街の時とは状況が違う。〈中継点〉は複数で、しかも誰が突然怪物となって襲いかかってくるのかさえ分からないのだ。油断できないどころか人間同士で協力する事さえおぼつかない。必死にその背に守っている幼おさな子ごや老婆がいきなり怪物に変じて襲いかかってくるかもしれないのだから。


『これは神しん罰ばつ。十六年も昔に警告はなされていたにも拘かかわらず、今の今まで〈廃棄王女〉を放ほう棄きしてきた人間への戒いましめ──』


『黙だまれと言っている！』


　そう喚わめいて〈竜機神〉は再びステアに襲いかかるが、やはり先程と同じくソコムの攻撃を食らって後退した。


（くそ──）


〈竜機神〉を統すべる融合意識の片かた隅すみで、シャノンの意識は呻うめいた。


（我わが──主あるじよ）


　躊躇ためらうかの様な意識が彼の意識に触れる。


　ゼフィリスである。


（今は──駄だ目めだ。我々ではアーティラリイ・タイプとシヴィリアン・タイプ二体を相手に勝つ事はできない）


（黙れ……！）


（貴方あなたが私を憎にくんでいる。貴方が私を呪のろっている。だから自ら完全な同化を拒こばんでいるのだ……本来なら、自己改良で機能拡張を繰り返した私の力は、ソコムと比くらべても決して劣るものではない。だが、貴方は──）


（黙だまれ！　俺の事なんざどうだっていい、どうにかしろ！　俺の心が問題なら、無理矢理洗せん脳のうでもして操そう作さすればいいだろう──貴様等がかつてしてきた様に！）


〈守護者〉計画。


〈律法破壊者〉計画の下位計画として五千年前に用意されたそれは、封ふう棄き世せ界かい解かい放ほうのための切り札である〈律法破壊者〉の護ご衛えいを創つくる為のものだった。


　だから。


　シャノンのパシフィカを護まもろうという気持ちも。


　ラクウェルのパシフィカを護ろうという気持ちも。


　二人の両親が命いのち懸がけで血の繫つながらない娘を護ろうとした気持ちも──あるいはその事を誇ほこるシャノンの気持ちでさえも、全すべては用意されたものに過ぎないかもしれないのだ。


　全ては最初から用意されていた事。


　ならば──自由意志になど何の意味もない。


（シャノン──我が主。私は──）


　ゼフィリスの言葉は中断を余よ儀ぎなくされた。


　続けざまに叩き込まれたソコムの攻撃が〈竜機神〉の形相防御を破ったのである。


　爆音と共に後方へと吹き飛ばされ、ザウエル城じようの城壁を崩くずしながら倒れ込む〈竜機神〉。その半身──右肩から脇わき腹ばらに至いたるまでの部分は、抉えぐられたように消しよう滅めつしていた。


　立ち上がろうとしてもがく〈竜機神〉。


　だが何かが解とける様に──その巨体が砂さ塵じんと化して崩れ始めた。もがけばもがく程ほどに老ろう朽きゆう化かした遺い跡せきの如ごとく大量の砂すなを撒まき散らしながらその巨体は小さくなってゆく。


（シャノン、シャノン──！　シャノ──）


　意識融合に齟そ齬ごが生じ、接せつ続ぞくが途と切ぎれる。


　砂と化して崩れてゆく〈竜機神〉。


　いや──既すでにそれは人類史上最強を誇ほこった超兵器ではない。竜ドラゴンの形状を留とどめていないのだ。もう何の力も持たない無意味な砂の集まりでしかない。


　わだかまる砂山の上をずるずると落ちて行くシャノン。


　全身を蝕むしばむ虚きよ脱だつ感かんを覚おぼえながら──ふとシャノンは心の奥おく底そこで意外に思った。


（シャ……ン……シャノ……！）


　初めて聴きいた。


　あの冷れい静せい沈ちん着ちやくな態度を崩さないゼフィリスが取り乱みだして叫ぶ声を。


　全身を絡からめ取る激げき痛つうの中で、ぼんやりとシャノンは自みずからが墜おちてきた空を眺める。


　そこにはこちらに向けてその掌てを伸のばす紅あかい〈秩序守護者〉の姿が見えた。


「ここまで……か──」


　あっけない。


　心底そう思う。世界を敵に回し。神をも敵に回し。妹を守り奇き跡せきの様な幸運にも恵めぐまれながら──逃とう避ひ行こうを続けてきた。嬉うれしい事があった。哀かなしい事があった。辛つらい事もあった。諸もろ々もろの出来事があった。


　それらが無意味に帰する。


　全ては無駄となって終ついえる。


　しかしその事をシャノンは殊更に惜おしいと思えなくなっていた。


　全ては他者の思おも惑わくによって仕組まれていた事ならば──自分の積み重ねてきたものに何の意味があるだろう。そもそもシャノン・カスールという人間の人生にどれだけの意味が在ったのか。その喜びに。その悲しみに。その怒りに。果たして何の意味が在ったのか。


　馬鹿馬鹿しい気持ちだけが残る。


　もう何もかも本当に面めん倒どう臭くさかった。


　だが──


『その野や郎ろうは私が先にぶっ倒してから部下にするって先せん約やく入れてるんだよ』


　唐とう突とつな思念波と同時に──ステアの頭部に爆ばく裂れつの花が咲さき、紅いその巨体がよろめいた。


『──!?』


『──後から出てきて勝手な真ま似ねしねーでくれるか』


　悠ゆう然ぜんと──巨大な人型が月光を背に夜空に舞まい上がる。


　いびつなその姿は、〈竜機神〉のそれとも、そして〈秩序守護者〉の〈神しん罰ばつ執しつ行こう形けい態たい〉とも似ていて──そのどちらでもない。


　しかも──その影は三体存在した。


『な──なに？』


　ステアの動揺が思念波にも漏もれる。


　同時に──シャノンは自らの身体からだが引きずり上げられるのを感じた。


「……？」


「久ひさしぶりに会ったと思ったら──」


　呆あきれたような──しかし何処どこか喜んでいるかの様な声がそう言った。


「妙に情なさけない事になってるね、シャノン・カスール」


「……クリス」


　シャノンの呟きに特務戦技兵の少年は微び笑しようを浮かべた。


「覚おぼえててくれたのか。嬉うれしいね」


「どうして──ここに居る？」


　尋たずねるシャノンのもう一方の腕が引き上げられる。


　痛みを堪こらえて振り返ってみると──


「──ラクウェル？」


「ごめんなさい、随ずい分ぶん、遅おそくなったわ」


　言いながらシャノンの双ふた子ごの姉は背後を振り返って言った。


「スーピイ君達ズ──お願い」


　彼女の背後から出てきた四体の小さなスーピイ君達（羽根付き）は、んごんご言いながら何やら手足をばたつかせていたが──次の瞬間、いきなり円えん陣じんを組むような仕し草ぐさで肩を組み合ったかと思うと、合体した。


「……」


　啞あ然ぜんとするシャノン。


　合体して一体になったスーピイくんは、そのまま更に成長。巨大化した。してしまった。


「じゃあ、ちょっと撤てつ退たいね」


　両腕を伸ばして彼とラクウェル、それにクリスを抱えると、巨大なスーピイ君（群体）は、んごんご言いながら駆け足で──短い足をどたどたと動かしながら──戦場から一次退たい却きやくを開始した。








　目標を定めずに放たれた強力な思念波はダストヴィン大陸全土へと拡かく散さんしていった。


〈秩序守護者〉。


〈廃棄王女〉。


　そして予告される世界の終わり。


　それは老ろう若にやく男なん女によ、貧ひん富ぷの差なく万ばん民みんの意識に浸しん透とうしていった。


　無論──その荒こう唐とう無む稽けいな言葉の群むれを、真に理解した者は少数だったろう。大抵は空耳や幻げん聴ちようの類たぐいとして感じたろうし、そうでないと分かっても、即そく座ざにその言葉を鵜う呑のみにした人間は殆ほとんど居なかった。


　それだけ〈廃棄王女〉や〈秩序守護者〉という言葉は、浮うき世よ離ばなれした単語であったからだ。無論、数日後には王都の惨さん状じようやそこに現れた異い形ぎようの存在達について生き残りの人々による証言が流る布ふし、多くの者達がこの唐とう突とつな言葉の羅ら列れつを真剣に受け止め始める事になるのだが──今この瞬間、唐突にそれを脳のう裏りに囁ささやかれたとしても、むしろ自らの正気を疑う者の方が多かろう。


　しかし──


「〈廃棄王女〉……」


　牢ろう獄ごくの中でパシフィカは息を呑のんだ。


　それらの言葉に無論彼女は覚えがある。


　そして──もう一つの『声』。


『黙だまれ、化け物！』


　あの『声』。荒々しく最初の『声』に反はん論ろんしていた、あの──『声』。


　聞き覚えのある声ではない筈なのに、心の奥おく底そこでその『声』に共きよう鳴めいする部分がある。どうしてだかは分からないのだが、あの『声』をひどく懐なつかしむ部分がある。


　喪うしなわれた記き憶おくの中で出会った事のある人の声なのだろうか。


　そんな事を思うのだが──


「は……〈廃棄王女〉……」


　隣となりの独どく房ぼうで呻うめくような声が聞こえる。


　あの女性の声だ。


「ど……どうしたんですか？」


　パシフィカは声をかける。


　自分はともかく、隣の女性がこうも〈廃棄王女〉の名前に反はん応のうするのは、ある意味で意外だった。


　ひょっとしたら、〈廃棄王女〉について何か知っているのかもしれない。


　だとしたら──


「いえ……何でもないわ、ごめんなさい……いきなり……大きな声を出して。驚おどろかせてしまった……？」


「いえ、そんな事ないですけど──」


　何でもない事はなかろう。


　何か──この女性は知っていて隠かくしているのだ。必ずしもそれはパシフィカに対して、というより、この会話が聴きかれている可か能のう性せいを考こう慮りよしての事なのかもしれない。


　一瞬、パシフィカは自分がその〈廃棄王女〉だと言ってしまおうかとも考えた。


　だがあの『声』の語った内容を考えれば、それは得とく策さくとは思えない──と考え直す。他の者達があの『声』の内容をどれだけ真剣に受け止めているかは分からないが、場合によっては正体を明かした途と端たんに、自分は殺されてしまうかもしれないからだ。


　しかし──








「これは──」


　感かん嘆たんの表情を浮かべてクリストファが周囲を見回す。


　初めて異相空間に入った者は誰もが戸と惑まどい、不安を感じるだろう。虹にじの様な色しき彩さいが周囲を取り巻いているのだが──巨大な動物の臓ぞう物もつの中を思わせて、周囲の風景が揺ゆらめき、蠢うごめき、片時も安定しない。


　ここはアーフィ・ゼフィリスが構こう築ちくした異相空間である。


　人間には本来踏ふみ入る事の出来ない世界だが……現状では簡かん易いの避ひ難なん所じよといった程度の意味しかない。その気になれば同じく空間を操作できる〈秩序守護者〉には簡単に突き止められてしまうだろう。


　無論、セーネス達の〈竜ギ巨ガ人ス〉三体を相手にしているソコム達にこの異相空間を探し出すだけの余よ力りよくは無かろう。


　しかし──


「でもそんなに余裕はないと思うのよ」


　ラクウェルが言う。


「元々ＥＤＳは本来の〈竜機神〉程の機能はないし──」


「ＥＤＳ？」


　シャノンの状態を手早く調べ、治ち療りよう処しよ置ちを施ほどこしながらゼフィリスが尋ねた。


　骨こつ格かくや筋肉には大きな損そん傷しようはないが、急きゆう激げきに意識融合を解除された為、神経系に深しん刻こくな障しよう害がいを負おった可能性がある。それとて〈竜機神ドラグーン〉の能力なら完治は可能だが──下手に急ぐとうまく調整できず、後こう遺い症しようが出る恐れがある。しかも本人の気力が欠けていれば尚更の事だ。


「エミュレーティング・ドラグーン・システム。〈スキッド〉の〈魔星の炎雷フオマルハウト・フレア〉の部品と、ナタリイのデータの一部を転写して組み上げた、〈竜機神〉の代用品──創つくったのはナタリイとワーカロイドだけれど」


「そんなものが簡単に作れる筈がないと思うが」


「ええ。だから実働時間は十分ほどしかないんですよ。エミュレーター……あくまで〈竜機神〉を真ま似ねるだけのもの。稼か働どう限界時間を越えたら、動かなくなってしまうんです」


「完全自動制せい御ぎよで？」


「いえ──セーネスさんと、彼女の部下の方達が二名。合計三機です。元々は〈竜機神〉との連れん携けいで戦う積もりだったんですが。他の部下の方達は、私と同じ〈フィンブルヴェトル〉を装備して、〈中継点〉の駆く除じよに回っている筈です」


「そうか」


　呟いてゼフィリスは再ふたたびシャノンの治療に専念する。


　ラクウェルの説明からすれば──許ゆるされた時間は後、三分前後だ。それを越えればたとえシャノンを完治させられたとしても、連携して戦うだけの時間がなくなるし、そもそも〈秩序守護者〉を相手に〈竜機神〉の代用兵器がまともに戦えるかどうか。


　だが──


「やはり──私を憎んでいるのか」


　ゼフィリスは呟く。


　シャノンが心の奥底でゼフィリスに対する反発を覚えている。彼女を拒きよ否ひしようとする心の動きがあるのだ。


　その反発心はゼフィリスにも手が出せない。人の尊そん厳げんを侵おかさぬ様にと、心の中心部分には干かん渉しようできない様に、設定されている。


　しかし──だからこそ今は遅ち々ちとして治療が進まない。シャノンがゼフィリスを受け入れ、全て委ゆだねてくれているのなら、治療など一瞬で終しゆう了りようするのだが──


「誰が？　シャノンが？」


　ふと──そう尋ねてきたのはクリストファだった。


「……そうだ。私が彼を騙だましていた。だから彼は──私を憎んでいる」


「まさか」


　肩かたを竦すくめてクリスが言った。


「自分に石を投げてきた様な連中を、助ける為に命いのち懸がけで戦場へ戻もどる大馬鹿だよ、彼は。女の子を憎にくみきれる様な器用な性せい格かくはしてないと思うけどね」


「しかし──」


　そう言ってから、ゼフィリスは初めてクリストファの存そん在ざいに気付いたかの様に、怪け訝げんそうな表情で彼を見詰めた。


「クリストファ・アーマライト……」


「あ。知ってるんだ、僕の名前？　今はバイラッハだけどね」


　そう言ってクリストファは笑う。


「どうして……汝なんじは此こ処こに居おる？」


「──はい？」


「汝には〈守護者ガーデイアン因子〉が無い」


　ゼフィリスは何かを見定めるような表情を浮かべて視線をゆっくりとクリストファの頭から爪つま先さきへと滑すべらせてゆく。


「汝にはシャノンや、パシフィカの味方たる事を強制する仕し掛かけは存在しない筈──なのに、何なに故ゆえ、今汝は此処に居る？」


「いや──何故って言われても」


　クリストファは困こん惑わくしたかの様な表情を浮かべて、指先で頰ほおを搔かく。


「理由が無い。それは──不自然ではないのか？」


「理由。理由ねえ……まあ任にん務むだとか何だとか、紆う余よ曲きよく折せつ、色々あったけどね──」


「……」


　ゼフィリスは黙だまってその特務戦技兵の少年を見詰める。


　その視線を気恥ずかしく感じたのか──はにかむ様な、歳相応の表情を彼は浮かべると、付け加えた。


「結局、そうしたかったからだよ。僕自身が。それでは不十分かな？」


「…………」


「それは──貴方あなたの意志？」


　黙だまり込むゼフィリスの代わりにラクウェルが尋ねてくる。


「誰かに強制されたとか……そう思う様にし向けられたとか……そういう事ではなくてそれは貴方自身の意志？」


「さあ。どうだろう。色々な人の思おも惑わくが働いてるとは思うよ。でも──それを言い出したら、何にも始まらないし。それに」


「それに？」


「自分で、こうしたいって思ったのは、多分──特とく務む戦せん技ぎ兵へいとして育てられてきて、初めての事だから。


　そりゃ、迷まよいもあったけども。でも迷えるって事は、僕にも自由意志があったって事でしょう？　為い政せい者しやの都合によって兵器として育てられてきたこの僕にも。


　だから──僕としては、自分で『そうしたい』って思える事は、『誰かの味方になってあげたい』とか、『誰かを助けてあげたい』とか、そういうのは、なんていうかな──」


　一いつ瞬しゆん躊躇ためらう様な表情を浮かべるクリストファ。


　だが彼はすぐに意を決したかの様に朗ほがらかな微び笑しようを浮かべて言った。


「凄すごく嬉うれしい事なんだよ」


「──シャノン」


　ラクウェルは身を屈かがめて横たわったままの弟の顔に唇くちびるを寄せた。


「聞こえてるんでしょう？　そろそろ──拗すねるのは、やめたら？」








　それは……第三者的に見れば、一いつ瞬しゆんの情報の交こう換かんに過ぎなかったろう。


　だがその一瞬に膨ぼう大だいな情報がシャノンの意識には流れ込んでいた。今まで彼が拒こばんでいた為にせき止められていたものが、ほんの僅わずかに開いた部分から流れ込み、ゆっくりとシャノン自身の意識や記憶と、相そう互ごに絡からみ合ってゆく。


　汎はん用よう邀よう撃げき兵へい器きが一人の青年に抱いだいた想いと。


　一人の青年が妹を護りたいと思う気持ちと。


　五千年の時を越えてきた孤こ独どくと。


　自由意志を否定された虚きよ無む感かんと。


　ただ純じゆん粋すいな──守りたいという想念と。


　ただ自然に──護りたいと思う意志と。


　大事なのはただそれだけ。


　たった一つの単純な──心。


　何度も何度も揺ゆれて迷って躊躇って……それでもその先に揺るぎないものが見えたのならそれは間違いなくその者の真実だろう。誰がなんと言おうとそれはその者にとって棄すてる事の出来ない何かなのだ。


　それはきっととても単純な事。


　きっととても簡単な真実。


（だが──それ故ゆえにこそ）


　それを糧かてとし人は時に不可能を踏ふみ越こえる。


（シャノン。我が主──今こそ我が全すべては貴方のものとなる）


　仮かり初そめの権利人は──その時初めて、天空を覇はする竜神の真なる主人となった。








　王おう城じようの上空では五つの影が浮かびながら互いを睨にらみ据すえていた。


　二体の〈秩序守護者ピースメイカー〉と。


　そして──ナタリイやラクウェルが〈ＥＤＳ〉と呼び、セーネス達が〈竜ギ巨ガ人ス〉と呼ぶ人型と。


　大きさは〈秩序守護者〉達と大差ない。強しいて言うのなら、六枚の翼つばさと前後に長い頭部といった形状は〈竜機神ドラグーン〉に近いが、全体的に見ればより人間の形状に近く、面構成は遥はるかに単純だ。


〈竜機神〉や〈秩序守護者〉は生物と非生物の中間の様な印象があるが、〈竜巨人〉は明らかに非生物的に見え、それだけにより強そうにも見える。


　しかし──


「は……ははっ……はははっ……」


〈竜巨人〉の内部。


　その胸きよう郭かく内ない部ぶに設定された半はん異い相そう空くう間かんの中で、セーネス・ルル・ギアットは荒あらい息を吐はいていた。


　自分が興こう奮ふんしているのが分かる。


　敵てきが目の前にいるのだ。エイローテを殺し、自分の部下達をまるで虫の様に殺さつ戮りくしていった神の御み遣つかいが、そこに居る。憎んでも憎みきれない怨おん敵てきが目の前に居るのだ。


　そして時間限定とはいえ──自分はようやく、その強大すぎる敵に一いつ矢し報むくいるための武器を得たのだ。


　セーネスの視し界かいの隅すみに幾いくつかの文字が──数字が浮かんでいる。〈竜巨人〉の稼働時間を示しめすその数字は、恐おそるべき勢いで零ゼロに向かって減少し続けていた。


『セーネス。興奮しすぎよ。冷静になりなさい。単機勝負では勝てないのよ』


　ナタリイの声が通信回線を通してそう呼びかけるが──〈獣けもの姫ひめ〉セーネスは徒あだ名な通りの獣じみた笑みを浮かべながら、言った。


「黙れ、ナタリイ。冷静になれって？　落ち着けって？　ははっ──最高に嬉しいんだ、私は。興奮するなってのは無理な相談だな」


　そう言ってセーネスは唇くちびるをなめる。


「ぶち殺してやる。絶対にぶち殺してやるぞ──たとえ神の遣いを名乗ろうと、滅ほろびとは無む縁えんでない事を、思い知らせてやる！　各機、形相干渉システム同調開始、出力八十、目標、まずは紅あかいのだ──砲兵型アーテイラリイ・タイプがいらんちょっかい出してくる前に、一気に潰つぶすぞ！」


『待ちなさい、セーネス、せめてシャノン・カスールとゼフィリスを待って──』


「あと七分しかねえんだよ！」


　そう叫んでセーネスは〈竜巨人〉を突撃させる。


　同時に他の二体──部下達の乗る〈竜巨人〉もステア目掛けて空中を突進する。同調して収しゆう束そくした三機分の形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくなら、計算上、シヴィリアン・タイプを倒せる筈だった。


　ソコムの動きが気にはなるが、まだステアを庇かばう様な行動に出ていない。


　──いける。


　セーネスはそう思った。今からソコムが動いても、自分達の攻撃の方が早い。


　しかし──


『緊きん急きゆう防ぼう御ぎよ』


　ナタリイの一部を複ふく製せいして組み込んだ制御システムが、そう告つげるや、形相同調を強制解除、その出力を防御に回す。


　同時に、三機の〈竜巨人〉は突とつ如じよ生じた爆ばく発はつに吹ふき飛ばされて、大きく後こう退たいした。


「なに──!?」


　攻撃は予想外の方向──真下からだった。


「位い相そう空くう間かん経けい由ゆの知覚外奇襲攻撃スニーク・アタックか？　いや──」


　瞬時に視界の片かた隅すみに真下方向の映えい像ぞうが映うつる。


　そこには──


「奴やつも居たのか……！」


　シーズ・アーティラリイ。


　王城のテラスに立つ黒くろ髪かみの娘──その影は瞬時に巨大な鎧よろい騎き士しの輪りん郭かくへと成長し、そして娘の姿の上に覆おおい被かぶさった。


　同時に──ステアとセーネス達の間にソコムが割り込んでくる。


　神しん罰ばつ執しつ行こう形けい態たいとなったシーズが上じよう昇しよう、その隣となりへと並び、セーネス達は完全にその攻撃目標への進路をふさがれる形となった。


「く……」


『残念ね、お姫ひめ様さま？』


　ステアから──あざ笑う思念波が届く。


『憎にくい憎いお友達の仇かたきを目の前にして、力が足りない──ふふ。可哀かわいそうにね？』


「てめえ……」


　セーネスが呻うめく様に言う。


　だが状じよう況きようは確かにステアの言う通りだ。たとえ相打ち覚かく悟ごで吶とつ喊かんしても〈秩序守護者〉三体を葬ほうむり去るだけの力は〈竜巨人〉には無い。ソコムかシーズだけならばあるいは倒せるかもしれない。だがそれでは最も倒したい相手を前にしてセーネスは死ぬ事になるだろう。


（……どうする？）


　復ふく讐しゆう心しんに逸はやる気持ちと冷れい徹てつな戦術理論の狭はざ間までセーネスが苦く悩のうする。


　その時──


『力が足りない？』


　ひどく気楽な──いや、面めん倒どう臭くさそうではあるのだが、何処どこか余よ裕ゆうのある口調が割り込んでくる。セーネスにとってはしばらく耳にしていなかった声であるが、それが誰のものかは一瞬で分かった。


『そうでもないだろ』


「遅おそいぞ、てめえ！」


　吠ほえる様に叫ぶセーネス。


　だがその声には隠かくし様の無い喜き色しよくが滲にじんでいた。


『すまん』


　それを知ってか知らずにか、声の主ぬしはやはり面倒臭そうに応じつつ──


『今度は──掛かけ値なしの全力で行くぞ』


　轟ごう音おんを発しつつ空気が渦うずを巻く。


　あまりに強大な力の出現に大気そのものが怯おびえているかの様に。


　鳴めい動どうする竜たつ巻まきの底から浮かび上がってくる巨大な黒い影。


　溢あふれんばかりの力を纏まとった最強の怪物──その姿は力強さと同時に完成されたものだけが持つ優ゆう美びさをも備そなえていた。


　それは最強の魔獣。


　神をも殺さんと決された強固なる意志の具ぐ現げん。


『完全復活したか──〈竜機神〉』


　何処か感かん慨がい深ぶかげにシーズが呟く。


　そして──悠ゆう然ぜんと〈終わりの魔獣〉は王都の空に舞い上がった。










　第四章　竜機神復活







　神は定めとして人の上位に在ある。


　それは本来、変える事の出来ない基本原げん則そくだ。宿命と言い換かえてもいい。


　人は人、神は神、両者の立場は交わる事無く、膨ぼう大だいな隔へだたりを間に挟はさんでいつまでも平行線をたどる。上下が入れ替かわる事などあり得ない。矮わい小しような人間の力では神の座ざに近づく事すら出来ない。ましてやそれを足あし下もとにひれ伏ふさせるなど論ろん外がいだ。そもそも『神』とは人の上に君くん臨りんすべき存在として定てい義ぎされたものなのだから。


　そしてそれ故にこそ彼かの存在とその眷けん属ぞくはこう呼よばれる──


『絶ぜつ対たい者しや』と。


　しかし……


　──るううううおおおおおおおおっ……！


　魔ま獣じゆうの咆ほう哮こうが迸ほとばしる。


　摂せつ理りに刃は向むかい運命に楯たて突つく反逆者の雄お叫たけびは、雷らい鳴めいの如ごとき轟ごう音おんとなって王都の夜空を震わせた。


　汎環境オール・邀撃戦用ラウンド・自由フリー・塑形フオーミング兵器インターセプター〈竜機神ドラグーン〉。


　それは旧きゆう世界が遺のこした最強にして最後の力であり、人の身でこの封ふう棄き世界の『神』とさえ渡り合う為ための究極兵器である。
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　六枚まいの翼つばさを伸のばして夜空に舞うその姿は、何処どこまでも威い嚇かく的てきで──しかし研とぎ澄すまされた刃は物ものにも似にて美しく、見方によっては繊せん細さいにすら見える。その姿は、怪物の一語でくくってしまうにはあまりに──ひたむきな何かを持っていた。


　まるで、ただ一つの目標に向け自みずから駆かって飛ぶ矢にも似て。


　五千年の永ながきに亘わたり、この世ならぬ場所に眠ねむっていた〈終わりの魔獣〉は、今初めて全すべての枷かせを外はずされ──天の御み遣つかいを名乗る存在達と対たい峙じしていた。


「……これが──」


　意識領域に直結した〈竜ギ巨ガ人ス〉の重じゆう層そう視し覚かくでその姿を捕ほ捉そくしたセーネスは思わず呻うめく様な声で呟つぶやいた。


　信じ難がたい形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくだ。


　重層視覚──通常の視覚に加え、戦闘に必要と思われる各種感知機センサーからの情報を意識内に直接投影する──の情報種別と密みつ度どを下げても、その姿が陽炎かげろうの様に揺ゆらいで見える。あまりに強大なその力に、空間そのものが震ふるえているのである。


『同期してくれ、セーネス』


　その莫ばく大だいなる力の御ぎよ者しやたる〈竜騎士Ｄナイト〉──シャノン・カスールの声がセーネスの意識の中に直接響いた。


〈竜巨人〉の各種感覚や通信能力はセーネスの精神に直接繫つながれている。今の彼女はセーネス・ルル・ギアットという一人の娘ではなく、〈竜巨人〉の中ちゆう枢すう制せい御ぎよシステムの一部なのである。通信回線を通じたやりとりも、言ってみれば普ふ通つうの会話と感覚的に大差ない。


『最大戦速、最大戦力でまず一番墜おとし易やすいところから切り崩くずす！』


「兵へい法ほうの定じよう石せきだな」


　冷静な声でそう言いながらもセーネスはにやりと獰どう猛もうな笑えみを浮かべた。


　一番切り崩し易い相手。それは無論、シヴィリアン・タイプのステアに他ならない。


「分かった、〈竜巨人〉三体の力、一時貴様に託たくす。しかし──一つだけ条じよう件けんがある」


『分かってる』


　覆おおい被かぶせる様な口調ではあったが──むしろセーネスは苦笑の形に表情を深めた。


　その一言で互いに言わんとする事は分かったとばかりに、殊こと更さらに確かく認にんするでもなく、彼女はただ最低限の言葉を繫つないだ。


「すまん。恩に着る。ドレイク、ルース、聞いていたな？」


『御ぎよ意い！』


　打てば響くとはまさにこの事──素早く部下達からも反応が返ってくる。セーネスだけではない。彼等とてこの時をずっと待ってきたのだ。


　エイローテの仇かたきを討うつ事。


　そして──人が人以外の存在の管理を跳はね除のけ、自らの権けん利りと責せき任にんにおいて未来を得うる事。真実に人間が人間として自由を得る事。


　そのためにこそ彼等は故こ国こくを棄すててまでセーネスに付き従したがってきたのだから。


　だが──


『そうはいかんな』


　割り込んでくる思念波。


　ソコム・アーティラリイである。


　その白いアーティラリイ・タイプの秩序守護者はその六枚の羽の内、二対──四枚を大きく動かした。


　まるで布ぬのを絞しぼるかの様に四枚の翼はそれぞれ自ら筒つつ状じように変形すると、両肩の上下左右から回り込んでその筒先を前方に向ける。


　四本の筒先を頂ちよう点てんとした正方形。


　その真ん中に在る空間がぐにゃりと歪ゆがんだ。


「……!!」


　セーネスは反射的に悟さとった。


　あれは──砲ほう門もんだ。


　同時にシーズ・アーティラリイも同様にその翼を変形させて砲門を形成する。


『〈御遣いの長槍アポストリツク・ジヤベリン〉──大気圏けん内ないで!?』


　ナタリイの声が通信回線から流れてくる。


　二体のアーティラリイ・タイプが造つくり出した空間の歪ゆがみは回転しながら虹にじ色いろの光を放ち始める。その様はまるで万まん華げ鏡きようの様に美しくもあったが──


『まずい──回かい避ひを！』


『──遅おそい』


　声と同時に撃ち出される虹色の閃せん光こう。それは真まっ直すぐにセーネス達へと襲いかかった。


〈御遣いの長槍〉。


　それはアーティラリイ・タイプ〈秩序守護者〉──即すなわち〈戦天使ヴアルキリイ〉の主武装である。


　通常は大気圏外での戦せん闘とうにおいて使われる武装で、要するに自由軌き道どう要よう塞さい〈ヴァンガード〉シリーズの主砲と同種に属ぞくする兵器だ。形相干渉によって『破壊された状態』に相手を変化させるのではなく、もっと単純で強ごう引いんな方法──圧倒的で無制御な形相干渉能力を直接叩き込むのだ。対象物は形相情報──即すなわち物質構成そのものを破壊されて素そ粒りゆう子しの塵ちりとなる。


　これの直撃を受ければ、小惑わく星せいの一つや二つは瞬時に消滅する。下手に地上で使えば、惑星の地ち軸じくさえずらしかねない代しろ物ものだった。


　しかも距きよ離りはわずかに数百メートル。〈御遣いの長槍〉本来の射しや程てい距離に比べれば、それは零ぜろ距離にも等しい。目標との間に横たわる大気──つまりは空気の壁かべのせいで威力の何割かは無む駄だに放散されるだろうが、それでもこの力を前にして〈竜巨人〉が耐たえきる事は出来まい。


　駄目押しにそれが二発。


　重層視覚の中に表示された形相干渉力の予測数値を見た瞬間に、セーネスは死を覚悟した。〈竜巨人〉の形相防御とは桁けたが違う。鉄てつ槌ついの一撃を薄うす布ぬの一枚で防ふせごうとする様なものだった。


　しかし。


　光は──突とつ如じよとしてその軌き道どうを変えた。


「──ま、曲げた!?」


　愕がく然ぜんと叫ぶセーネスの重層視覚の中で、二条の虹光は緩ゆるい曲線を描いて天空の彼方かなたに飛び去った。


〈秩序守護者〉達と〈竜巨人〉の間に割り込む様にして浮かんでいるのは、言うまでもなく〈竜機神〉である。


　その右手には一本の長大な剣が携たずさえられている。それで〈御遣いの長槍〉の軌道を変えたのだと──つまりは時間的にも空間的にも極限まで収束した形相干渉力で弾はじいて、敵の攻撃を逸そらしたのだと、セーネスにも理解は出来た。出来たが──


「……なんて奴……」


　セーネスは呻うめくように呟いた。


　いくら意識融ゆう合ごうをして反射速度が向上しているとはいえ──信じ難がたい集中力である。これが〈竜機神〉本来の機能なのか、それともシャノン・カスール個人の資し質しつなのかは分からないが──


『どけっ!!』


　怒ど鳴なりながら〈竜機神〉が──シャノンが突進する。主制御機能を同調させている三体の〈竜巨人〉もそれに引きずられる様にして飛びながら、〈秩序守護者〉達に向けて突っ込んだ。


　素す早ばやく後退しながら──しかし、ソコムとシーズは続けて〈御遣いの長槍〉を撃うってくる。先程と異ことなり、その威力はかなり落ちているが、連射に切り替えているらしく、次々とその虹色の光が〈竜機神〉や〈竜巨人〉に向けて降ふり注そそいできた。


「なめんなっ!!」


　セーネス達の〈竜巨人〉は三体それぞれを頂点とする防御力場面を設定。三角形の力場平面が砲撃を無効化、あるいは跳はね返す。


「盾たて代わりなのは不ふ本ほん意いだけどな──」


　最大出力ならともかく、威力を落として連射性を高めた〈御遣いの長槍〉になら、〈竜巨人〉三体の構成する防御力場でも十分に拮きつ抗こうし得る。


「こっちは貴様等をぶっ倒す為に造られてんだ！　そんな小こ技わざなんぞ効きかねえよっ!!」


　セーネスが吠ほえる。


　元々が〈竜巨人〉はアーティラリイ・タイプの〈秩序守護者〉に対抗すべく、〈竜機神〉の半自律型補助武装としてナタリイが設計したものだ。


　完全に能力を解放した〈竜機神〉とそれに同調して、増ぞう幅ふく・収しゆう束そくを行う〈竜巨人〉の総合戦闘力は、砲兵型〈秩序守護者〉とも互角以上に戦える筈だ。


『──そうかな？』


　割り込んでくるソコムの声。


　ソコムが移い動どうし──更にステアが移動する。


　二体の秩序守護者は、〈竜機神〉の突撃を大きく回かい避ひして、互いに接近した。


『そのシステムは元々こちらが本家なのよ』


　ステアの嘲ちよう笑しようめいた思念波が届く。


　通常の光学映像では何も視し認にんできなかったろう。


　近づいたとは言っても、白い秩序守護者と赤い秩序守護者の間には厳げん然ぜんと空くう隙げきが横たわっている。


　だが、セーネスの重層視覚の中には、極小の異相空間そのものを回路として使用し、二体の〈秩序守護者〉が相互接続される様が見えた。


〈竜機神〉と〈竜巨人〉のそれと同様に。


『──!!』


『我らが鉄てつ槌ついの前に滅ほろびよ、旧ふるき魔まの残ざん影えい』


　次の瞬間ソコムを核とし、収束と増幅をステアが担当した〈御遣いの長槍〉──強大な破壊力の雨が、シャノン達に向けて放たれた。








　遥はるか東方──ラインヴァン王国首都ザウエルの在る方角を臨のぞむ小さなテラス。


　そこに一人の少年の姿すがたが在あった。


「なんだ……？」


　呟つぶやく少年の表情は困こん惑わくと驚きよう愕がく──そしてある種の苦く悩のうに歪ゆがんでいた。


「一体──あれは、何なんだ……？」
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　時じ刻こくは既すでに夜。


　本来であれば少年の視線の先には闇やみ色に染そめられている筈の夜空に──今、あり得ない筈の色しき彩さいが氾はん濫らんしている。


　稲いな妻ずまではない。極光オーロラとも違う。境界線無く複ふく雑ざつに変へん遷せんする色彩からすれば後者に近いが……それは人類の知識にあるいかなる自然現象とも異なる様相を呈ていしている。虹色の光が虚こ空くうに幾つも幾つも花の様に乱みだれ咲さいては弾はじけ散る──その様は、到底この世のものとは思えぬ光景であった。


「とうとう……始まってしまいましたな」


　呟くような声に少年は振り返る。


「殿でん下か。こちらにおいででしたか」


　少年は──ラインヴァン王国第一王子のフォルシス・ラインヴァンは、部屋の奥おくにわだかまる暗闇の中から遊ゆう離りするようにしてテラスへと歩み出てくる神官服の男を見つめた。


「ホーグ枢すう機き卿きよう……」


　彼の背はい後ごに立っている初老の男は、ガーネスト・ホーグ枢機卿──マウゼル教の高位神官であり、マウゼル教総本部の第一渉しよう外がい局長でもある人物であった。


　反乱で王都を追われたフォルシスは、元々立場上各国の王族とも面識があり、政治的影響力もそれなりに持っている彼を頼たよって、この聖地グレンデルにやってきたのである。


　父や母も同様にこのグレンデルに来ている筈なのだが──まだ会えていない。別の者に匿かくまわれているのか、それとも捕つかまってしまったのか。それも分からない。


　だが今は下手へたに動き回る時期でない事はフォルシスにも分かっていた。反乱軍の密みつ偵ていや刺し客かくはこの聖都グレンデルにも少なからず潜せん入にゆうしているだろうからだ。拉ら致ちされたり暗殺されたりするのが嫌いやならば、事が収まるまでは不安を押し殺し、じっと息を潜ひそめているべきだった。ただ窓辺に近づく事すらも本来であれば避さけた方が無ぶ難なんだ。


　しかし──


「あれは──あれは一体……」


「〈秩序守護者〉──」


　ガーネストは感かん慨がい深ぶかげにその彼方かなたの光景を眺めながら言った。


「な……!?」


「御ご聡そう明めいな殿下なれば、既すでにお察しの事でしょう──」


　ため息をつくような声が告げる。


「あれは、あれこそが、我々が神の遣いとして崇あがめ奉たてまつっているものです」


「……」


　思わず否ひ定ていの言葉を口にしようとして──フォルシスは黙だまり込んだ。


　先ほどから断だん片ぺん的てきに脳のう裏りに響いてくる言葉。


〈秩序守護者〉。〈封棄世界〉。そして──そして〈廃はい棄き王おう女じよ〉。


　あれらを幻げん聴ちようとして一笑に付すのは簡単だ。目の前の光景を目の錯さつ覚かくとして片づけてしまうのも、恐らくそう難むずかしい事ではあるまい。


　だが──


「最も早はや隠し立てをしても仕方ないでしょう。彼等自身が歴史の陰かげに潜ひそむのを止めてしまったのですから。もっと早くに〈廃棄王女〉を我々の手で抹まつ消しようできていれば──」


「どういう意味ですか」


　フォルシスは隣となりに並んだガーネストの横顔を眺めながら尋ねた。


　束つかの間ま、ガーネストは表情を歪ゆがめて、黙だまり込んだ。


　何から話したものか──悩なやんでいるのだろう。やがてガーネストは視線を遥はるか彼方に向けたまま、淡たん々たんとした口調で言った。


「フォルシス様。貴方あなた様の双ふた子ごの妹──すなわち世に〈廃棄王女〉と呼ばれた存在はまだ存ぞん命めいしておられます。


　どういう理屈かは分かりません。しかし〈廃棄王女〉は秩序守護者の管理する世界を崩ほう壊かいさせかねない危き険けんをはらんだ存在なのだそうです。だから彼等は全力を以もつてその存在を抹まつ消しようしにかかっているのですよ」


「あれが──あれが全て僕ぼくの妹のしている事だというのですか？」


　自らも遥かな空に視線を戻しながらフォルシスは言った。


　自分と血を分けた双子の妹。


　それがあの尋じん常じようならざる現象を引き起こしているというのか……？


「そこまでは私にも……しかし今回の〈秩序守護者〉の出現は、明らかに彼女の存在が発ほつ端たんとなっている筈です」


　分からない。


　ガーネストはある程てい度どの状じよう況きようを把は握あくしている様だったが、フォルシスにはさっぱり分からない。たった一人の人間が生きていたからといって──それだけでこんな事が起こってしまうのか？


「先ほど、〈贖罪者アテネイターズ〉達──教会所しよ属ぞくの魔ま導どう士し達が長距きよ離り魔法通信で王都の状況を伝えてきました。死者は既すでに百や二百といった単位ではないそうです。そして──これからも増ふえてゆくだろう、と」


　さらりと〈贖罪者〉──公式には存在しない筈はずのマウゼル教教会魔法技能者集団の名前をガーネストが口にしたのは驚おどろきであったが──


「王都では正体不明の怪かい物ぶつが徘はい徊かいし、人々を食い尽つくさんとしているのと同時に、上空に浮かぶ『巨人』と『竜ドラゴン』が、戦いを繰くり広げ、その余よ波はで何千という家屋が焼かれているとか──」


「そんな……」


　フォルシスは呻うめく様に声を漏もらす。


　ガーネストの性格からして、無意味に刺し激げき的な数字を口にする様な事はないとフォルシスは知っていた。


　つまり今伝え聞いた数字は、控ひかえめな見積もりなのだ。恐おそらく──既に王都では万単位の死者が出ている事だろう。


「…………」


　その事を思うとフォルシスは居ても立ってもいられなくなる。


　民たみ草くさあってこその王族だ。民を守るのが貴き族ぞく王族の義ぎ務むだ。彼はそう教わってきた。


　なのに──自分はこんなところでのうのうとその戦せん禍かを眺ながめている。安全な場所で何をするでもなく人々の死をただ聞かされている。


「何か、何か打つ手は──」


「ありません。最早これは我らの関かん与よできる事態ではないのです」


　ガーネストははっきりと断言した。


「あれは──世界を管理するものと滅ほろぼそうとするものの戦いです。我々の様な卑ひ小しような者はそれをただ傍ぼう観かんするしかありません。その結果がたとえ死であろうと──甘かん受じゆする事しか……」


「ホーグ枢すう機き卿きよう。貴方は世界を管理する──と言いましたが。我が国は独どく立りつし、何者の束そく縛ばくも受けずに王権を行使していましたし、ギアットやコングスベルグも──」


「統とう治ちではありません。管理です。フォルシス様、生け簀すを管理する者は中の魚がどう泳ごうと気にはしないものです。魚同士の勢せい力りよく争いになど興きよう味みがない。中の魚が全ぜん滅めつするような事態にでもならない限かぎりは」


「……」


　フォルシスは言葉もない。


　彼は聡そう明めいな少年だ。ガーネストの言うことは分かる。分かるが──それがどうしても実感が出来ない。


「神とはそうしたものです。そしてその手足たる御み遣つかいもまた」


「その……管理者たる彼等の逆げき鱗りんに、僕の妹が触ふれてしまったという事ですか？」


「そうです。しかし彼女が何かをしたという訳ではありません。強しいて言えばその存在そのものが害悪なのです。


　例たとえば伝染性の病気を持った魚が一匹、生け簀の中に紛まぎれ込んでいれば、管理者はその魚を取り除のぞかねばなりません。それはその魚が管理者にかみついたとかそういう事ではなく、存在そのものが生け簀全体の存そん続ぞくを危あやうくするからです──無論、病気云々はあくまで喩たとえに過ぎませんが」


「しかしそれなら、今、あの秩序守護者達と戦っているのは──」


〈廃棄王女〉を排はい除じよするために〈秩序守護者〉達が戦っているのであれば、この世界にとって〈秩序守護者〉は絶対善ぜんという事になる。この世界に住む以上、その行こう為いに異いを唱となえる事は即すなわち、自らの住む世界を壊こわす事を望む者達という事になる。


「この世界を滅ぼそうとしている勢力──かつてこの世界の生せい誕たんを妬ねたみ、呪のろいをかけた〈魔〉に魅み入いられた者達という事になります」


「……」


「正直に言えば──恐らく大多数の民は世界がどうの、神や魔がどうの、と言われてもさしたる興味はないでしょう。


　しかし興味が在ろうとなかろうと、生け簀の中に病気が蔓まん延えんすれば、多くの魚が殺されて棄すてられる事になる訳ですし、管理者は生け簀の存続の為には病やまいにかかった魚は排除せざるを得ません。全すべての魚が病にかかって死に絶たえる前に。


〈廃棄王女〉が居る限り民は死んでゆくのです。今回の様に──」


　ガーネストの言葉を聞きながらフォルシスは虹にじ色いろの光が煌きらめく夜空を眺ながめていたが──


「ホーグ枢機卿。貴方は先ほどから我々を生け簀の中の魚に、〈秩序守護者〉や神をその管理人に喩たとえておられますね」


「御ぎよ意い」


「生け簀を管理する者が魚の面倒を見るのはそれが商品であり、その商品の管理が仕事であるからです。それは純じゆん然ぜんたる作業で、何の感情も介かい在ざいする余よ地ちがない」


　そこまで一気に言い切って──そしてフォルシスは何処どこか疲つかれを滲にじませた口調で付け加えるように言った。


「……神は、我々を愛していてくれるのでは、ないのですね」


「……おそらくは」


　ガーネストの返答には、長年その神を信じ崇あがめてきた者の苦く悩のうが滲んでいた。








　ただの一閃が山脈を消し飛ばし、海を干ひ上あげる程ほどの力を秘ひめた破壊光が、降り注そそぐ。


　連射される〈御遣いの長槍アポストリツク・ジヤベリン〉である。


　それらは一撃必殺の威力さえなかったものの、圧倒的なその数で〈竜ギ巨ガ人ス〉三機と〈竜機神ドラグーン〉の同調防御を削けずり始めていた。


　防御をかいくぐった一発が〈竜機神〉に突き刺さる。


『右腕──切除』


　アーフィ・ゼフィリスの声と共に右腕がもがれる様な幻げん痛つうが走る。シャノンは短い呻きを漏もらして顔をしかめた。


「ぐっ──」


　同時に強力な形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくを叩き込まれた〈竜機神〉の右腕は虹色の光を撒まいて消滅した。破壊が本体部分に及ぶ前にゼフィリスが自ら右腕部を切り離したから良かった様なものの、下手をすれば形相破壊が全身に及んでいたかもしれない。


『右腕──復元』


　そしてゼフィリスの言葉と同時に、虹色の光が渦うずを巻まいて切断面に収束、瞬間的に〈竜機神〉はその右腕を取り戻していた。


『大だい丈じよう夫ぶか──シャノン』


『ああ』


　シャノンは意い識しきの中で応おうじる。


　完全に融ゆう合ごう状じよう態たいにあるシャノンとゼフィリスに本来の意味での言葉は必要ない。だが今は機体制せい御ぎよの優ゆう先せん権けんはシャノンに渡されており、彼の人間としての癖くせがどうしても出てしまうのである。


　ゼフィリスはあくまで彼の意識が処しよ理りしきれない部分での補ほ助じよに回っている。形としてはシャノンの中にゼフィリスが取り込まれてしまっている状態に近い。これは何よりもシャノンの意志をゼフィリスが優先した結果だった。


『まだ大丈夫だ。もう少し──くっ』


　シャノン達は恐るべき鼬いたちごっこを繰くり返していた。


　続けざまに叩き込まれる〈御遣いの長槍〉は十発に一発は〈竜機神〉側の形相防御を貫つらぬいて〈竜機神〉に届く。


　そうした攻撃によって〈竜機神〉は手を、脚を、あるいは翼つばさを吹ふき飛ばされるのだが、その度たびにシャノンはその欠けつ損そん部ぶ分ぶんを再構成させているのだ。


　破壊されては復元し、破壊されては復元し──しかし〈竜機神〉の力とて無限ではない。いつかは破壊に復元が追いつかなくなる。ましてただでさえ制御システムに意識を直結しているシャノンには負ふ担たんが大きい。破は損そんした際の雑音信号ノイズが『痛み』となって彼を苛さいなむからである。


　いつ限界に来るかはシャノンやゼフィリスにも分からない。


　しかも──


『ふふ。勢いよく出てきた割わりには、たいした事ないんじゃないの？』


　怒ど濤とうの砲ほう撃げきの合間から嘲ちよう笑しようする様なステアの思念波が届とどく。


　隙すき間ま無く撃ち出される〈御遣いの長槍〉に阻はばまれ、シャノン達は思う様に攻せめ込めないで居た。〈秩序守護者〉達の周囲を旋せん回かいするばかりで一向にステアへと近づけないのだ。


　無論、ソコムやシーズに目標を切り替えるという手もあるが──アーティラリイ・タイプは更に手て強ごわい。あくまでステアを他の二体が庇かばっているからこそ、戦闘は辛かろうじて拮きつ抗こう状態で継続しているのである。


　やはり切り崩くずすなら単体戦闘能力の低いステアからだろう。


『今ならまだ許ゆるしてあげるわよ？　降こう伏ふくして今までの事は全すべて忘れなさい。妹の事さえ眼めをつぶれば、貴方とその知り合い位は『リセット』の後も生かしておいてあげるわ』


「ほう」


　シャノンは苦笑めいた思念で応じた。


「そんなに、俺達が怖こわいか？」


『……なんですって？』


「邪じや魔まなら小こ賢ざかしい説得なんぞに時間を割さかずに、さっさと問答無用でぶち殺せばいいだろうが！」


　──るおおおおおおっ!!


〈竜機神〉と〈竜巨人〉が咆ほう吼こうをひしりあげる。


　強大な形相干渉力の激突する虹色の地じ獄ごくの狭はざ間まで、シャノンはむしろふてぶてしい程の笑みをその思念波に乗せて言った。


「それをしてこないのは──単に出来ないからじゃないのか？　貴様等は絶対なんかじゃない。正義でもない。何が『御み遣つかい』だ、偽ぎ善ぜん者しや共ども。今更、貴様等の言う事を聞く耳などあるものか！」


『愚おろかな──』


　絶ぜつ句くして黙だまり込むステアの代わりに会話を受けたのはソコムであった。


『どうしてこうも君達は運命に逆さからいたがるのか。安あん易いな英雄願望ヒロイズムにでも傾けい倒とうしているのか？　そもそも……君の妹一人にそれほどの価か値ちがあるのか？　君はあると想おもっているようだが──そう思いこまされているだけではないのか？　君の妹に世界の未来を賭かけてまで守る価か値ちがあると、そんな事を誰が決めた？』


「俺おれに決まってるだろうが」


　シャノンは笑いながら言った。


　──『理想を信じるだけで生きてゆけるのなら、この世に戦争など起こりはしない。餓が死しする幼よう児じも、陵りよう辱じよくされる乙おと女めも、捨すてられる老ろう婆ばもいないだろう。だからこそ我等は常つねに選択を迫せまられる……もう一度聞くぞ。それは君にとって全てを捨ててまで行うべき、価値のあることなのか？』


『そうやって悩なやめるのは──貴方あなたの意い志しがそこに在るからでしょう？』


『選せん択たくは誰かを傷つける事もある。誰も彼もが幸せになれるなんて魔法はどこにもないんだ。怒る奴がいる。哀かなしむ者だっている。お前の選択はそういう奴等の想いを踏ふみにじった上に成り立つんだ。その事だけは忘れてくれるな。だから──それでも胸むねを張はって『俺はこうするんだ』って言えるような選択を、してくれ』


『俺は、俺だ。他の誰でもねえ。ベルケンス・タンホグリオって世界にただ一人の人間だ。俺が自分でそう決めたんだよ』


『だから──僕としては、自分で『そうしたい』って思える事は、『誰かの味方になってあげたい』とか、『誰かを助けてあげたい』とか、そういうのは、なんていうかな──凄すごく嬉うれしい事なんだよ』──


　いくつもの言葉が彼の脳のう裏りをよぎる。


　そうだ。


　いつも解答はそこにあった。これまでに生きてきた中で、何度でもそれは提てい示じされてきた。様々な場面で。色々な人から。


　だから──


「悩んださ。疑うたがったさ。止めたくなった事だって何度もある。しかしそもそも大事な事を忘れてたな、俺は」


『ほう──何かね？』


　互たがいに死力を尽つくしての戦いの最中ではある筈なのだが──不思議とソコムは友人にでも語る様な口調で尋ねてきた。


「パシフィカを守る。世界を守る。どっちかの二者択一しかないなんて、誰が決めた？」


『……なるほど』


　伝わってきた微び妙みような思念波は──それはソコムという名の〈秩序守護者〉の苦く笑しようであったろうか。


「世界も！　パシフィカも！　俺にとっては何ものにも代え難がたいんだよ。順列なんかつけられるか！　ならばいちいち細かい事を思い悩むのはやめだ。理想論だと言われようが、何だろうが、やれるところまで欲よく張ばりにやってやる！　後々──こうすれば良かったなんて、情なさけない後こう悔かいをしないようにな！」


『ならば──』


　ステアの思念波が言う。


『理想を抱いだいたまま死になさい！』


　一ひと際きわ激しく降り注ぐ〈御遣いの長槍〉。


　そのほとんどを無効化し、空に向けて跳はね返し──地面に向ければ地上の被ひ害がいが拡かく大だいしてしまう──しかし、最も早はや、〈竜機神〉側の形相干渉防御は破は綻たんしかけていた。復元も追いつかずに、次し第だいに、〈竜機神〉の体は欠けつ損そん部分が大きくなってゆく。


『まずい、シャノン、もう限界──』


　更に──


『……許ゆるせ』


　呟くような声と共に、ソコム達の反対側から叩き込まれた一撃──シーズの放った最大出力の〈御遣いの長槍〉は、〈竜機神〉を貫つらぬき、爆ばく散さんさせた。








「……!!」


　パシフィカは愕がく然ぜんと顔を上げた。


　光さえ届かぬ牢ろう獄ごくの中。澱よどんだ空気は凍こおり付いたように動かず、辺りには鼓こ膜まくに突き刺さるかの様な静せい寂じやくが満ちている。耳に聞こえるのはただ自分の呼こ吸きゆうの音だけだ。


　しかし。


　それでも──切れ切れながらもその声は確たしかに彼女に届いていた。


　誰が喋しやべっているのか分からない。何処どこから来るのか分からない。そもそもこれは独ひとりで閉じ込められている寂せき寥りようを紛まぎらわさんと、彼女の心が勝手にでっち上げた幻げん聴ちようの類たぐいで、現実の声ではないのかもしれない。


　だがその中に──その声は在あった。


『──悩んださ。疑うたがったさ。止めたくなった事だって何度もある──』


　彼女の心をひどく波立たせる声が。
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　どこまでもどこまでも──涙なみだが出る程に懐なつかしい声。どうしてかは分からないのだが、それでもその声は彼女を居ても立ってもいられない気持ちにさせる。


　誰だろう？


　自分はこの声の主を知っている。とてもよく知っている。それを確信している自分が心の中に居る。


　それを証するかの様に──


『パシフィカを守る。世界を守る。どっちかの二者択一しかないなんて、誰が決めた？』


　彼女を呼よぶ声。


　いや、それは単に会話の途と中ちゆうで彼女の名前を言っただけなのかもしれない。しかしその声に──涙が出るほどに懐かしいその声に自分の名前を呼ばれた時、パシフィカは何かが自分の中で揺れるのを感じた。


〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉。


〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉。


〈終わりの魔獣ドラゴン〉。


そして──〈守護者ガーデイアン〉……


『世界も！　パシフィカも！　俺にとっては何ものにも代え難いんだよ。順列なんかつけられるか！』


　飽あきるほど聞いてきた筈なのに、ひどくひどく懐かしく思えるその声──


「シ……」


　記き憶おくを満たす闇やみに亀き裂れつが入る。


　そうだ。


　どうして忘れていたのだろう。忘れることなど出来るはずがないのに。たとえ一瞬であろうとも、忘れたいだなんて──絶対に思わないのに。


「シャノ……」


　いつもいつも側に居てくれたひとの声。


　当たり前の様に自分が生まれた時から側に居てくれたひとの声。


　世界を敵に回してでも、自分を守ると言ってくれたひとの声。


　それは──


「……シャノン兄……！」


　シャノン・カスール。


〈廃棄王女〉の〈守護者〉。


　彼女の──血の繫つながらない──しかし彼女にとっては誰よりも近しい兄。姉共々、自分を受け入れ、いつもいつも困った時には自分を助けてくれた最愛の家族。


　どうして自分は、こんなに大事なひとの事を忘わすれていたのか……！


「お兄ちゃん──」


　己おのれを封じる牢ろう獄ごくの石いし壁かべを叩いてパシフィカは絶ぜつ叫きようした。


「お兄ちゃん!!」








　爆裂して飛ひ散さんする〈竜機神ドラグーン〉。


　断だん末まつ魔まとも言うべき形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくが、虹色の光を夜空にばらまき、激しく空間を鳴めい動どうさせる。


　同時に──システムの核かくたる〈竜機神〉を失い、突とつ如じよとして同調を破は綻たんさせられた三体の〈竜ギ巨ガ人ス〉は、自みずからの暴走する形相干渉能力に跳はね飛ばされ、まるで糸の切れた凧たこの様にそれぞればらばらの方向へと吹っ飛んでいった。


『──!!』


　悲鳴の様な思念波が虚こ空くうを叩たたく。


〈竜巨人〉一体は王都を越えてその向こうに在る原野へ、一体は派手な水みず飛沫しぶきを上げながら海中へ、そしてもう一体は瓦が礫れきを舞まい上げながら半はん壊かいしたザウエル城じようへと突っ込んだ。


『所しよ詮せんは間に合わせの急造兵器──突発事態に際さいしては脆もろいか』


　眼下の城に突っ込んだまま──全く動きを示さなくなった〈竜巨人〉を見下ろしながらソコムは言った。


　海中に沈んだ一体は見えなくなっていたが──原野に突っ込んだ方も、完全停止している様に見える。


　形相干渉能力がぶつかり合う激しい戦闘のせいで、周囲の空間には轟ごう音おんと閃せん光こうが渦うず巻まき続けている。〈秩序守護者〉達の探たん知ち能のう力りよくもこの環かん境きよう下かではさすがに本来の精せい度どを発はつ揮きできず、離れた場所から〈竜巨人〉の状態を詳しよう細さいに把は握あくする事は出来ないが──


『あるいは──時間切れか。元よりそう長時間稼か働どうできるシステムではないとは思っていたが』


　探たん知ち能力に優まさるステアは無論、ソコムやシーズも〈竜ギ巨ガ人ス〉の持つ弱点に気づいていた。その形相干渉能力には何処どこか不安定な部分が見えたのだ。


　そもそも形相干渉機き構こうはかなり繊せん細さいな代しろ物ものである。中ちゆう途と半はん端ぱな制せい御ぎよ機構では、ろくに稼働時間も稼かせげずに破は綻たんしてしまうだろう。


『とどめを刺さそうかしらね？』


『好きにしろ』


　楽しげに言うステアにソコムは淡たん々たんと応じた。


　無論、二体の〈竜巨人〉が動かないのは一種の擬ぎ態たい──有り体ていに言えば単なる『死んだ振り』かもしれない。その意味では完全破壊しておくに越した事はなかろう。


　だが、同調できていない〈竜巨人〉単体の戦闘能力などたかがしれている。


　もし起きあがってくれば、即座に〈御遣いの長槍アポストリツク・ジヤベリン〉で砲ほう撃げきする。それで終わりだ。


『ふふふ。旧きゆう世界の希望と悲願、ここに潰ついえる……五千年の時間を掛けた計画も、全て無む駄だに終わったわね？』


『浮かれるのはまだ早い』


　そう言ったのはシーズだ。


『〈律法を破る者〉が消しよう滅めつした訳ではない。今までの経過からして、ブラウニン側が更に二重三重の策を用意していないとも限らないと想うが。


　我等は強大な力を保有してはいるが──それ故ゆえにこそ実戦からフィードバックされた戦術データの蓄ちく積せきが少ない。強敵が居ないというのも、自じ己こ錬れん磨まという意味では考え物だ』


　いかにもシーズらしい意見ではある。


　だが──


『──全くその通りだな』


　その意見に同意したのは……ステアでもソコムでもなかった。


『──!?』


　愕がく然ぜんと全感覚器官を動員して周囲を探さぐるステア。その腹ふく部ぶから一本の剣が生えたのは次の瞬間であった。


『が……あ……？』


『力が在りすぎるのも考えものだよな。その分、策さくを弄ろうするって頭がなくなる』


『馬鹿……な……』


　ステアが振り返る。


　彼女のすぐ背後。


　その空間が揺ゆらめき──そこから一本の腕と剣が生えていた。


　ずるりと、音がするかのような動きで、その揺らぎの中から出てきたのは、〈竜巨人〉の巨体であった。


　海の中に消えた筈の一体である。


『異い相そう空くう間かん経けい由ゆ……知覚外奇襲攻撃スニーク・アタック……？』


『そうさ。空間への干渉はシステムへの負担が大きいから、一度の稼か働どうで一回こっきりしか使えないけどね』


　そう言った思念波は──セーネス・ルル・ギアットのものであった。


『〈竜機神〉が弾はじけて見せたのは、当然、陽動だよ。お互いの形相干渉力が空間そのものを揺ゆらせているおかげで、異相空間転移も感知できなかったろう？』


『馬鹿な……では最初から──』


『勿もち論ろん、最初から決めてあったさ──ステア・シヴィリアン、てめーをぶち殺すのは、この私だってな』


　ずぶりと更に剣が押し込まれる。


　無論──人型をしてはいるものの、ステアの体内に人間の様な内ない臓ぞうはなく、痛つう覚かくがある訳でもない。だがそれは、直接その体内に相手が形相干渉能力を流し込む事ができる状態でもあった。


〈竜ギ巨ガ人ス〉単体の形相干渉能力はソコム達は無論、ステアにも及ばない。しかしこの状態であればその能力差は最早意味を成さなかった。


『てめーら、人間をなめすぎなんだよ。


　確かに人間個人の力に比べれば、文字通りてめえらは神にも等しい力を持ってる。傲おごるのも当然だろうさ。私らが虫みたいに見えるのも当然だろうさ。しかしその傲ごう慢まんこそが致ち命めい的てきだったな、〈秩序守護者〉さんよ。


　苦しいか？　辛つらいか？　指先でも捻ひねり潰つぶせるような人間ごときに、敗北するなんて、気位の高いてめーとしては、屈くつ辱じよくの極みだろうな？


　今までのツケを払う時が来たぜ。


　さあ──後悔と恐怖に啼ないて見せろ、自称絶対者!!』


『おのれ……』


　ステアがその右手に剣を構成し、それを背後に向けて突き出そうとする。


　相手が調子に乗って喋しやべっている隙すきに、こちらから先に形けい相そう干かん渉しよう力りよくを流し込んで破壊してやればまだ形成は逆転できる筈──


『……!!』


　次の瞬間、その手そのものが消しよう滅めつした。


　一瞬で吹っ飛ばされたのだ。恒こう常じよう的てきな形相防御を突き破って。


　それほどの破壊力を発はつ揮きできる兵器は限られている。


　アーティラリイ・タイプの〈御遣いの長槍アポストリツク・ジヤベリン〉か、あるいは──


『馬鹿な……そんな──』


　晴れてゆく閃せん光こうと轟ごう音おんの向こうに悠ゆう然ぜんと浮かんでいたのは、確かに爆発飛散した筈の〈竜機神ドラグーン〉であった。


『そうか……それさえも計算の──』


　ステアは悟さとった。


〈竜機神〉は最大の形相干渉能力で、自己復元を行いながら、あえてシーズの一撃を受けたのだ。


　実際に〈竜機神〉の機体は破壊された。


　だが予あらかじめ最大出力で復元作業を設定されていた形相干渉機能は破壊されきってしまう直前──無限に零ぜろに近い一瞬の差で、異相空間内に自己を復元してのけたのだ。


　破壊された腕を復元する。脚あしを復元する。胴どう体たいを復元する。


　これは〈竜機神〉の基き本ほん機能の一つだ。


　その復元先を今現在の自分ではなく異相空間内に設せつ定ていしておけば、当然ながら複製不可能な中枢部──形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくシステムや〈竜騎士Ｄナイト〉──を除のぞく全すべてが揃そろった複製が異相空間内に再構築される。


　そして──敢あえて受けた攻撃によって機体が爆ばく散さんする瞬間に中枢部だけを空間転移させて複製の中に移植したのである。


〈竜機神〉はこの為に力を温存していたのだ。


　無論、ちまちまと先に複製を作っていたのなら力の流れを辿たどられてステア達に目もく論ろ見みがばれていただろう。


　敢あえて攻撃を受け、破壊が全身に回る数千分の一秒の間に形相干渉能力を最大稼働させて複製を作り上げ、更に数万分の一秒で強制的に中枢部だけを空間転移させる──形相干渉能力の破壊力が各種感知器群ぐんを無力化する一瞬にそれだけを実行してのけたからこそステア達の眼を欺あざむけたのである。


　言うまでもなく無む茶ちやな作戦だ。


　数千分の一秒、いや数万分の一秒でも攻撃に対する反応が遅おくれれば本当に消滅していたに違いない。いくら〈竜機神〉との同調で思考速度を数万倍に引き上げられているとはいえ……危険すぎる賭かけではあった。


　しかし。


　現に彼等はその賭けに勝ちつつある──


『おのれ……!!』


　叫さけびながらステアは背中の羽を動かして、セーネスの〈竜ギ巨ガ人ス〉を包み込む。


『──悪あがきを！』


　叫んでセーネスの〈竜巨人〉がもがくが、最後の力を振ふり絞しぼるステアの翼つばさは、がっちりと〈竜巨人〉を固定して離さない。


〈竜巨人〉は剣けんを動かし、形相干渉能力を叩たたき込みながらステアの息の根を止めようとするのだが──


『一いつ緒しよに逝いってもらうわよ！』


　叫んでステアの翼が光を発する。


　最大の形相干渉能力。


　断だん末まつ魔まにステアが振り絞るその力は、絡からみ合った〈竜巨人〉共々ステアを素そ粒りゆう子しにまで帰す力を持っていた。


　そして──


　異音。


〈竜機神ドラグーン〉の投げた剣が、ステアの頭部を貫つらぬいたのは、次の瞬間であった。


『──────……!!』


　声にならない叫びを放ちながら、ステアの頭部が爆ばく裂れつする。


　次の瞬しゆん間かん、ステア・シヴィリアンの神しん罰ばつ執しつ行こう形けい態たいは幾いくつもの破は片へんとなって王都に降り注そそぐ。それらは更に砕くだけて微び細さいな塵ちり芥あくたとなり──地面に到とう達たつする前に虹色の光こう芒ぼうを振ふり撒まきながら虚こ空くうに散っていった。


　後には何も残らない。


　死して屍しかばねを残さず。ただ光となって消え去るのみ。神の御遣いを名乗るものとしては相応ふさわしくもあり──同時にひどくあっけない最期さいごではあった。


『やった──か』


　呟いて〈竜機神〉が悠ゆう然ぜんと背後を振り返る。


　そこにはただ暗い夜空が広がっているだけだ。既すでにアーティラリイ・タイプ二体の姿は消え失せていた。ステアがセーネスの〈竜ギ巨ガ人ス〉に捕つかまった時点で、戦況不利と判はん断だんして撤てつ退たいしたらしい。〈秩序守護者〉同士に人間の様な仲なか間ま意い識しきはあまり無いのだろう。


　それはそれでシャノン達にとっても好都合ではあった。


　ただ……


『シャノン』


　セーネスからの何処か拗すねた様な口調の通信が入る。


　シャノンは苦笑を浮かべた。彼女を助ける為とはいえ当初の約束を破ってしまった事には違いはない。


『分かってる、すまんな、あんたの獲え物ものに、余よ計けいな手出しをして』


　そう言ってやると、セーネスは通信回線の向こうでしばし黙り込み──


『分かってるなら、いい』


　そう自らに言い聞かせる様な口調で言う。


『──まあ、とりあえず、助けられたのは事実だ。礼を言う』


『どういたしまして』


『とりあえずこちらは満まん身しん創そう痍いな上に活動限界時間だ……悪いが僚りよう機きを回かい収しゆうして一いつ旦たんここを離れるぞ』


『分かった』


　セーネスの言葉と同時に残り二体の〈竜巨人〉も何処かぎこちなく身を起こし──ややふらふらとした動きで王都郊こう外がいへと飛び去っていった。


『さて。俺は下の連中を手伝うか』


　シャノンは呟く様に言うと──王都の火か災さいと〈中継点〉騒さわぎを鎮しずめるべく、ゆっくりと〈竜機神〉を降下させた。










　第五章　廃棄王女奪回







　世界の隅すみから隅へ──響ひびき渡わたる声。


　男も女も老いも若わかきも区別無くその声は人々の脳のうにゆっくりと、しかしはっきりと浸しん透とうしていった。


〈秩序守護者ピースメイカー〉達の無む指し向こう性せい思し念ねん波は。


　届とどける対象を定めずに放たれたそれは──様々な影えい響きようを人々に与あたえていた。


『可哀かわいそうに。これが数日後には全世界に広がる。そうならない為ためには、人間は〈廃はい棄き王女〉を殺してその首を私達に献けん上じようするしかないのよ──』


　無論、多くの者はそれを幻げん聴ちようとして自分の常じよう識しきから切り捨すてようとはした。当然の事ではある。


　だが……世界中の人間がそれを同時に耳にしていた事が知れ渡るのに、そう時間は必要なかった。自分以外にも同じ声を聞いた者が数多く居る──それはつまり、少なくともその声は聞いた者の無意識が捏ねつ造ぞうしたものではないという事だ。内ない容ようの真しん偽ぎはさておき、それを発した者が確かに存在しているという事だ。


　まして王都での出来事はすぐに周辺地ち域いきへも噂うわさの形で広まっていった。


　噂はしょせんが噂──正確な情じよう報ほうではない。


　だがそれでも問題の声が響いた時、多くの者が空を覆おおう様にして広がっていった虹にじ色いろの光を見ている。これがその噂の信しん憑ぴよう性せいを高める形で働いていた。


　巨きよ大だいな〈竜ドラゴン〉の出現。


　巨大な〈人型〉の出現。


　謎なぞの怪かい物ぶつの出現。


　大量に焼かれた王都の街まち並なみ。


　半はん端ぱではない行方ゆくえ不明者の数。


　……


『でも恨うらむなら筋すじ違ちがい。これは神しん罰ばつ。十六年も昔に警けい告こくはなされていたにも拘かかわらず、今の今まで〈廃棄王女〉を放棄してきた人間への戒いましめ──』


〈秩序守護者〉の実在。


〈廃棄王女〉の存命。


　その二つから予想し得うる未来を導みちびき出すのはひどく簡かん単たんな事だった。既すでに十六年も前にかの者は『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』として預言に定義されていたのだから。


　──〈廃棄王女〉を探さがさなければ。


　誰だれもが一いつ瞬しゆんその事を考えたろう。


　もっとも……多くの者達は、ただ考えただけだ。次の瞬間にはもう殆ほとんどの者がそれを諦あきらめていた。


　十六年間も秘ひ匿とくされ続けてきた〈廃棄王女〉を、今更慌あわてて探したところで、手がかりも何も持っていない者達に見つかる筈がない。常識的に考えれば誰もがそう結論づけざるを得なかった。


　言ってみれば──誰もがどうしようもなくて途と方ほうに暮くれていたのだ。


　そしてそれはむしろ人々にとって幸運であったろう。為なす術すべが皆かい無むであれば諦めるしかない。その諦めが人々に冷静さを与あたえていた。さもなければ各地で暴ぼう動どうが起こっていたかもしれない。


　しかし。


　手がかりを──それが有効かどうかは別にして──手がかりだと思えるような情報を持っている者達は、その限かぎりではなかった。








「ねえ、ちょっと──」


　パシフィカは必死で隣となりの独どく房ぼうに呼よび掛ける。


　あの奇怪な『声』──シャノン達と争う〈秩序守護者〉の思念波が人々の意識を打ってから二日。


　パシフィカの隣に幽ゆう閉へいされた女性は急速に衰すい弱じやくしつつあった。


　互たがいの顔を見ることは無論出来なかったのだが、女性の弱ってゆく様子は手に取る様に分かる。


　呼び掛けても答えが返ってくる回数が減へり、答えが返ってくるまでに要する時間が次し第だいに増ふえてゆく。そして何よりもその声からは生気が失われ、老ろう婆ばの様にしわがれたものになりつつあった。


　原げん因いんは言うまでもない──この二日間、急きゆう激げきに回数を増やした尋じん問もんの為だ。いや──女性の衰弱ぶりを見る限り恐らくそれは拷ごう問もんであったのだろう。


　どうして急にこの施設の連中が彼女の尋問に熱を入れ始めたのかパシフィカには分からなかったが……このままでは隣の女性が遠からず死んでしまうであろう事は想そう像ぞうに難かたくなかった。


「大丈夫？　大丈夫ですか……？」


　呼び掛けた声に応じるのは──ぞっとするような沈ちん黙もく。


　しばし返事が返ってくるのを待ち──だがパシフィカがその静せい寂じやくに耐たえきれなくなった時、切れ切れの声が彼女の元に漂ただよってきた。


「……ええ……まだ……生きている……みたい……」


　まるで他人ひと事ごとを語るかの様に力無くひび割われた声が、むしろパシフィカの中の焦しよう燥そう感かんをあおった。


「ご、ごめんなさい──無理に喋しやべらなくていいから……」


　慌あわててそう言って──そしてパシフィカは小さくため息をついた。


　パシフィカは混こん乱らんしていた。


　彼女の中では新旧の記き憶おくがせめぎ合っているのだ。


　取り戻した記憶と入れ替わりに抜け落ちた記憶がある。その実感はあった。自分が何かを忘れてしまったという曖あい昧まいな喪そう失しつ感かん。だが──当然のことながら、何を忘れて何を覚えているのか、自分では分からない。


　何か大事な大事な事を忘れてしまったかの様な気がする──自分がシャノンをしばらく忘れていた様に。だがそれが何なのか想い出せない。


　だから彼女は必死に自分と周囲との繫つながりを確かく認にんしていた。


　自分はどうして此こ処こに居るのか。


　捕とらえられたからだ。


　だが誰に？　そもそもいつから？　何処どこで？　どうして？


　自分が〈廃棄王女〉である事はどうやら此処の連中に知られてはいないらしい。もし知られていれば、隣の独房の女性を拷問している暇ひまなどない筈だ。


　だとすれば──








　隣の独房から掛かけられる声に何とか返事を送り──そうして彼女はできるだけ静かに息を吐はいた。


　元々そう長くは生きられないだろうという実感はあった。


　反はん乱らん軍ぐん側からしてみれば旧きゆう国王とその家族は真っ先に処しよ刑けいすべき対象でしかない。まして王おう妃ひという立場ともなれば、その胎たい内ないに王家の血ち筋すじを宿やどらせている可か能のう性せいもある。


　彼女の場合、夫の寵ちよう愛あいはもう十五年以上前に第二王妃に移うつっており、王の子を身ごもっている可能性は全くないのだが──そこまでは反乱軍にも分かるまい。


　彼等が彼女を殺さなかったのは、単に国王や彼女の息むす子こ、第二王妃、その他王室関係者の情じよう報ほうを引き出すためだ。


　そのために意い識しき探たん査さは無論、様々な拷問も加えられた。重要情報を握にぎった人物には、魔ま導どう士しによる対意識探査処しよ置ちが施ほどこされている事も考えられるからである。意識の深しん奥おうにまで潜もぐり易やすくするための薬やく剤ざい──恐おそらくは麻薬の一種──も連れん日じつ投とう与よされ続けている。


　無論、反乱軍側の──それも情報部の連中のやる事である。拷問に関しても非ひ常じように洗せん練れんされた専せん門もん技ぎ術じゆつだ。無む駄だな暴力は使わず、捕ほ虜りよを殺さず、最小の労力で苦痛だけを長引かせる方法を彼等はよく心得ていた。


　だが。


　二日前から彼等の態度が変わった。


　尋じん問もん内ない容ようも変化した。彼等の興味は国王や王子の居場所ではなく──〈廃棄王女〉の居場所の探求に移っていた。


　無論──彼女が〈廃棄王女〉の居場所を知る筈がない。


　確かに〈廃棄王女〉をカスール夫妻に預あずけるようにと手配したのは彼女だが、今やカスール夫妻は共に他界し、残されたその息子と娘、それに彼等の妹として育てられていた〈廃棄王女〉が何処へ逃にげ延のびたのか──むしろ詳くわしいのは情報部の方であろう。


　だが、そんな道理は彼等の頭から吹き飛んでいるらしかった。


　徹てつ底ていした現実主義者である事を要求される情報部の人間にとって、神話世界の住人たる〈秩序守護者〉からの思念波は相当な衝しよう撃げきであったのだろう。


　まして実際に王都にもたらされた重大な事態──即ち翼つばさ持つ巨きよ人じんと巨きよ竜りゆう達の死し闘とうや、街中に突とつ如じよとして現れた化け物など──を魔法通信によって知った彼等は、自分達の常識が根こそぎ崩くずれ去るのを実感した筈だ。


　そして何よりも──あの『声』と共に届とどけられた威圧感。


　あれの前では誰もがひれ伏ふさずにはおれまい。


　理由はない。


　ただ誰もが感じた筈だ。あれは人の上に立つ存在の声なのだと。あれは人間など遥はるかに超ちよう越えつした何かの御言葉なのだと──


　故ゆえに情報部の兵士達は死にもの狂ぐるいで──それこそ常識はずれの熱心さで〈廃棄王女〉の所しよ在ざいを求めた。


　そして彼等の手の中には〈廃棄王女〉に連つらなる人物が一人居た。


　即すなわち彼女だ。


　彼女はあれからほとんど休み無く情報部の連中に尋問を繰り返されていたのである。血走った男達が彼女を罵ば倒とうし、精神走査の魔法で心を犯おかし、殴なぐり、爪つめと指の間に針はりを差し込んだ。


　それは既すでに技術の域いきを超えた虐ぎやく待たいだった。


　あるいは情報部の者達は彼女を拷問する事で──何かに熱中する事で目の前の不安を忘れたかったのかもしれない。それほどまでにあの〈秩序守護者〉の出現は人々の心に衝撃を残していた。


　だがそのために彼女の残り少ない体力は凄すさまじい勢いきおいで削けずり取られていった。むしろ今息があるのが不思議な位だ。


　だが──


（生きている──）


　その想いで彼女は自分の身体からだを苛さいなむ苦痛と疲ひ労ろうに耐たえた。


（あの子が生きている──）


　我が子。


　生まれてすぐに手放さなければならなかった娘むすめ。


　あの〈廃棄王女〉はまだ生きている。


　確たしかに名な指ざしで〈秩序守護者〉に狙ねらわれ、今また世界中の人間が血ち眼まなこで追いかけてはいる。だが──何処かにまだ生きているのだ。


　身勝手な話だとは想う。


　世界を滅ほろぼすなどと予言され、神の御み遣つかいにまで名指しで抹まつ殺さつを求められるような我が子を──本来ならば恥はじるべきかもしれない。


　だが彼女は自分の娘に生きていてほしかった。なんでもいいから生きていてほしかった。生まれてきた事を呪のろう様な事だけはしてほしくなかった。


　そして可能であるのなら──自分の様に運命や状況に流されるのではなく、それをはね除のけてほしかった。


　幼おさない頃ころから王妃たらんと教育を施ほどこされ続ける日々。


　生まれ出た瞬間から既すでに自分の未来が決まっていた自分。


　自分にはそれをはね除けるだけの強さはなかったけれど──


「──出ろ」


　不意に……金きん属ぞく音と共に扉が開かれる。


　先程の尋問からまだ一時間も経たっていない。


　だが彼等とて不安でじっとしていられないのだろう。彼女はむしろそんな情報部の人間達に憐あわれみさえ感じた。


　だがその一方で残ざん酷こくな確かく信しんもあった。


　もうここに戻ってくる事はないだろう。次にあんな拷問を受けたら、最も早はや自分の生命力はあっという間に尽きてしまう。


「出ろと言っている！」


　苛いら立だたしげな言葉と同時に自分の腕うでが乱らん暴ぼうに引かれ、立たされるのを彼女は感じた。彼女が自ら動かない事に腹はらを立てているのだろう。最早彼女には立ち上がる力など残っていないという事は、一いち目もく瞭りよう然ぜんであろうに。


「ちょっと、やめなさいよ！」


　隣の独房から悲鳴の様な声が届く。


「その人は弱ってるのよ！　乱暴はやめなさいよ！　馬ば鹿か！　阿あ呆ほ！　あんたらそれでも人間？　恥はじを知りなさいよ！」


　悲ひ鳴めい？　いや──怒ど声せいだ。


　隣の独房に閉とじ込こめられているあの少女が、自分の立場も省かえりみずに怒いかりの声を投げつけているのだ。


「だ──黙だまってろ、ガキ！」


　彼女を連行しようとしていた男は表情を歪ゆがめて隣の独房をにらみつけた。


「これは、これは世界の命運を掛けた任にん務むなのだ！　わ、我々は〈廃棄王女〉の居場所を早急に知らねばならん！　だからこそ──」


　必死に言い訳を取り繕つくろっている様はむしろ哀あわれではあった。


　恐おそろしいのだ。居ても立ってもいられないのだ。自分達の慣れ親しんできた日常が壊れてゆく事から、必死に眼を逸そらしたいのだ。


　だが──


「その人と〈廃棄王女〉は何の関係もないでしょうがっ!?　あんたらって本物の馬鹿じゃないのっ!?」


「なんだと!?」


「〈廃棄王女〉は──」


　一瞬──弾はじける炎ほのおの様な少女の叫びに戸と惑まどうかの様な沈黙が混じる。


　だがそれも一瞬の事だ。


「あんた達の探してる〈廃棄王女〉パシフィカ・カスールは、ここに居るわよっ!!」


　少女の半ば破れかぶれの叫びは──〈秩序守護者〉の声以上の衝撃を、男と、そして彼女に与えた。








　当然の事ながら、〈秩序守護者〉の思念波は無論──パシフィカと同じ施し設せつのやや離れた独房に閉じ込められているレオポルドやウイニアにも届いていた。


「──ああっ!!　どうすれば──」


　うろうろと独房の中を歩き回っていたレオポルドは、いきなりその場にうずくまって頭を抱かかえた。


　今の彼は剣を奪うばわれ、馬を奪われ、鎧よろいを奪われ──その格かつ好こうを見る限りは騎き士しとは名ばかりの体ていたらくである。くじけない性せい格かくは彼の最大の持ち味であり、確かに彼は未いまだ絶望などしてはいなかったが──それでもこの状じよう況きよう下かではさすがに楽らつ観かん視しなどしていられない。


「せめてパシフィカの様子が分かればいいんですけど──」


　隣の独房からウイニアの声が聞こえてくる。


　レオポルド達を捕とらえた連中が何を考えているのかは分からないが……パシフィカだけが二人と離されてしまっているのである。


　これがもしパシフィカの素す性じようを知った上での処置だったとすれば──パシフィカの身は非ひ常じような危き険けんにさらされている事になる。


　いや……既すでに殺されている可能性さえあった。


「ああ、僕は無能だっ！　無力だっ！　くそ、何でもいい、何でもいいから何か出来ることはないのか──」


　ごっ──と岩いわ壁かべに自分の額ひたいをぶつけながら呻うめくレオポルド。


「スコルプス様、どうか落ち着いてください……」


　隣の独房に閉じ込められているウイニアは、そう声を掛けながらも必死に状況を把は握あくしようと努めていた。


　彼女は何の訓練も受けていないただの村娘に過すぎないが、むしろ元々その感情を意識の底に鎮しずめるのは──表面的にとはいえ冷静な思考を維い持じするのは、レオポルドなどよりも得意だ。ある意味でそれは彼女の素直な感情表現を妨さまたげる要因でもあったのだが、こういう場合は役立つ性せい癖へきとも言えた。


　まして彼女は自ら戦う様な事は無かったが、パシフィカに関わってからというもの、何度か戦場にも等しい状況に触ふれてきた。おかげで非常事態に対してもある種の慣なれが出来ているのだ。


　無論、場慣れはレオポルドも同じであろうが、彼の場合はパシフィカの安あん否ぴが気にかかって落ち着くどころの話ではないのだろう。


　とはいえ──


「落ち着いて、体力を維い持じしないと」


　今この状態でウイニア達に出来る事は殆ほとんど無い。


　武ぶ器きは無く、情じよう報ほうも無く、しかも相手は荒あら事ごとの専せん門もん家かだ。衣服以外は全すべて取り上げられたこの状態で、二人が独どく房ぼうから脱出し、パシフィカの居る場所を探し当てる事は限りなく不可能に近い。


　ならば今ウイニア達に出来る事は、ひたすら状況が変わるまで絶望せずに自らの体力を維持する事ではないだろうか。


「……そうですね。すいません」


　レオポルドはため息をついて独房の床ゆかに座り込む。


　彼は唇くちびるを嚙かみながら今すぐにでも暴あばれたくなる気持ちを抑おさえた。


　不ふ甲が斐いない自分を嘆なげいても何にもならない。失敗による不ふ名めい誉よは成功に繫つながる行動によって償つぐなわれるべきだ。


　だから辛つらくても今は待たねばならない。耐たえて待つのも戦いの内なのだ。


「うう……」


　もっともそう理解は出来ても我が慢まんしきれないからこそ、彼は独房の中を歩き回り、ウイニアになだめられるという行為を連日繰り返していた訳であるが。


「おお神よ、どうか──って祈いのっても仕方ないんですよね。この際、邪じや神しんでも悪あく魔までもいいです。どうかパシフィカさんが無事でありますように──」


　そう言って長々とレオポルドはため息をつく。


　そして──


「……んご」


　レオポルドの祈りにまるで応おうじるかの如ごとく……彼の視し界かいの真ん中に小さな緑色の物体が出現した。


　それは、まるで水面に浮かび上がるかの様に何の抵てい抗こうもなく岩壁を透とう過かして独房の中に侵しん入にゆうしてくる。それも一つではない。二つ、三つ、四つ──続けざまにその緑色の何かは岩壁の向こう側から染しみ出るように出現すると、独房の中をんごんご言いながら動き回り始めた。


（ああ……）


　ぼんやりとその緑色の物体を眺ながめながらレオポルドは思う。


（パシフィカさんの事を案じる余あまり、僕は気が変になってしまったのだろうか……幻げん影えいまで見えるようになってしまうなんて）


　よく見ればそれらは──生き物の様にも見えた。


　寸すん詰づまりで太り過ぎのワニに角と鬣たてがみと羽を付けた様なその姿すがた。あまりにも深しん刻こくさを欠いたその姿を見ていると、自分はこんな幻覚を見る程にまで追いつめられていたのか、とレオポルドは情けない気持ちになった。
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　無論、そんな彼の気持ちなどお構いなしといった様子でその寸詰まりのワニ達はんごんごと牢ろう屋やの中を動き回っている。


「んご？」


「んご！」


「んご？」


「んご～」


　……何となく輪になって踊おどっている様にも見える。


　そして。


「んごっ！」


　四体の物体は突とつ然ぜん何か陣じんを組むように定位すると、声を挙あげた。


　その瞬しゆん間かん。


「──!?」


　ごっそりと──壁が消えた。


　見えない顎あぎとに喰くい抉えぐられたかの様に、レオポルドの正面と左横の壁が音もなく消しよう滅めつしたのである。


「な、な、な──」


　驚いて口をぱくぱくと開閉させるレオポルドの耳に、ウイニアの声が飛び込んできたのは次の瞬間だった。


「す……スーピイくん？」


　慌あわててレオポルドは唐とう突とつに出来た出口から独どく房ぼうの外へとまろび出る。


　そこはどこぞの森の中らしかった。周囲には何本もの樹じゆ木もくが立ち並び、冬を迎むかえて寒さむ々ざむしい木々の梢こずえの間から白い陽光が降ふり注そそいでいる。


　振り返れば大型の建物と、その側壁に並んであけられた幾いくつもの大おお穴あなが見えた。


　どうも自分達を閉じ込めていた施し設せつは、倉庫に偽ぎ装そうされていたらしい。外側から見るとそれは何の変へん哲てつもない木材倉庫であり──幾いくつもの牢ろう獄ごくを内包した収しゆう容よう施設には到底見えない。


　数日ぶりに浴あびる日の光は気持ち良かったが──今はそれを堪たん能のうしている場合ではない。


　慌てて隣の穴から飛び込んでウイニアの無事を確かめる。


　そこには──やはり先程の緑色をした四匹ひきの何かが既すでに居て、呆ぼう然ぜんとするウイニアの周囲をどうにも気楽な調子で飛び回っていた。


「な……なんです、これ？」


　指さしたレオポルドをあざ笑うかの様に、その四つの物体はすい──と彼の傍かたわらをすり抜けて飛んでゆく。


　レオポルドは反はん射しや的にその行方ゆくえを眼めで追い──


「──！」


　緑色の物体が向かった先にたたずむ人ひと影かげを見て、愕がく然ぜんと目を見開いた。


「ラ──ラクウェルさんっ!?」


「──んご」


　数ヶ月ぶりに会ったパシフィカの姉はのんびりと片かた手てを挙あげながらそう言って微笑ほほえんだ。








「──さて。此こ処こに居てくれればいいが」


　情報部の所有する隠かくれ家──というか街道沿いの木材倉庫に偽装した捕ほ虜りよ収容所──を上空から見下ろし、シャノンは呟つぶやいた。


　彼が居るのは上空に静止した〈竜機神ドラグーン〉の上だ。もっと正確に言えばその巨大な鼻はな面づらに片かた膝ひざをついている状態である。


　能力の完全解放に際して〈竜機神〉アーフィ・ゼフィリスは完全に異い相そう空くう間かんからこちら側に出てきている。王都での決戦を経へた後、今いま更さら、異相空間へ本体を戻もどす意味はあまりないし、むしろ力の無む駄だ遣づかいになりかねない。


　それに──ガリルに続いてステアまで破は壊かいされた秩序守護者ピースメイカー側が、次はどういう手に出て来るか分からない。


　そういう訳で、いざという時に迅じん速そくに対たい処しよできる様、アーフィ・ゼフィリスはそのままシャノン達に同行していた。


「これで幾いくつ目だ？」


「七カ所目だな」


　シャノンの側に少女の姿を──正確にはこれはアーフィ・ゼフィリスそのものではなく、一種の対人インターフェイスなのだが──浮かび上がらせてゼフィリスが言う。


『〈廃棄王女〉は我々が押さえている』


　ペータシュタール将軍はそう言った。


　この事からシャノン達はパシフィカが収容されていそうな場所を片っ端ぱしから襲しゆう撃げきしているのである。


〈秩序守護者〉の影響力を警けい戒かいしたペータシュタール将軍は、恐らくパシフィカを押さえている部下を、直通の命めい令れい系けい統とうからは外している。ならばむしろ連れん絡らくには手間取るはずだ──そう判断したシャノン達は、二手に分かれた。速攻勝負でパシフィカを発見し、ペータシュタール将軍に切り札として使われる前に確かく保ほするという作戦に出たのである。


　かなり荒っぽい方法であるが、相手は〈秩序守護者〉をも相手に交こう渉しようをしようとした男である。まともな方法でパシフィカを取り戻す事は出来ないだろう。


　現在セーネス達はザウエル周辺を、シャノン達はザウエルからグレンデルへと至いたる経路を調べている。


　しかし──


「……無事でいてくれよ」


　シャノンが呟く。


　実は未いまだにシャノン達は気付いていない事なのだが──ペータシュタール将軍の『〈廃棄王女〉を確保している』という言葉は全くのハッタリである。


　単に〈秩序守護者〉やシャノン達と交渉を有利に進める為についた、単なる噓うそなのだが──ひどく間ま抜ぬけな事に、それをシャノン達は知らないのだ。


　もっとも──


『シャノン──』


　魔法通信が入る。ラクウェルからだ。


　通常は相そう互ごに通信用魔法を起動しておかねばならないこの連絡手段は、少々利便性に欠けるのだが──今のラクウェルは〈フィンブルヴェトル〉に、シャノンは〈竜機神〉に拡かく張ちようした意識領りよう域いきでその機能を常時起動させている為、気き兼がねなく同時通信が出来るようになっている。


「どうした。居たか？」


『ええ──レオ君とウイニアさんが』


「……はあ？」


　眉まゆをひそめてシャノンは聞き返す。


「なんでその名前が出てくる？」


　パシフィカを探していて、レオポルドやウイニアと、しかも二人一いつ緒しよに出会うなどとはシャノンも想像の外であった。


『なんでって──私も知らないけど。手当たり次し第だいに独房壊こわしてたら、偶ぐう然ぜん』


「……」


『それで……二人に聞いたら、パシフィカもここに囚とらわれてるって』


「それを先に言えよっ！」


　シャノンは怒ど鳴なると、ゼフィリスを振り返って言った。


「俺も降りる。おまえは此こ処こで警けい戒かいの方を、頼たのむ」


「了りよう解かいした。──あ」


　頷うなずいてから──ゼフィリスはふと何か思いついた様子で中ちゆう途と半はん端ぱに口を開く。


「……なんだ？」


「気を……」


　珍めずらしく──本当に珍しい事だが──ゼフィリスが口ごもる。


「気を……付けてな」


「……」


　シャノンは一瞬、怪け訝げんそうに眉み間けんにしわを寄せ──そして苦く笑しようした。


　不器用な妹が二人になったような気分である。まあこちらは実じつ際さいには五千歳さいを超こえるとんでもない歳とし上うえではあるのだが。


「大だい丈じよう夫ぶだ──〈竜機神〉様のご加か護ごがあるからな」


　苦笑混じりにそう言って──シャノンは空中に身を躍おどらせる。


　空気抵抗をはらんでふわりと広がるマントの内側から──四本の刃は物ものの如ごとき翼つばさが広がった。同時にどこからか出現した四つの球体が、彼の周囲をまるで衛えい星せいの如く取り巻まく。


　ラクウェルと同じ〈フィンブルヴェトル〉である。もっともこちらは端末がスーピイくんの形をしてはいないが。


「さて──」


　自由落下の加速感をものともせずにそう呟くと、シャノンは魔ま導どう式しきの一つを起動した。








　パシフィカの叫びは情報部の兵士や隣の独房の女性に大きな衝撃を与えていた。


「馬ば鹿かな──いや、しかしそういわれれば確かに金きん髪ぱつ碧へき眼がんは王族の──」


　言って兵士は、力無く足あし下もとに倒たおれ伏ふしたままの女性を見下ろす。ひどくやつれてはいるのだが、言われてみればその顔立ちは隣の独房に押し込んである少女と、共通点も多い様に見える。今までは気にもしなかった程てい度どのものだが──


　しかしこんな偶ぐう然ぜんがあるのだろうか。


　兵士は混こん乱らんと興こう奮ふんに沸ふつ騰とうしそうになる意識を何とか鎮しずめながら考える。


　これが単なる頭のおかしい子こ供どものでっち上げた戯ざれ言ごとならともかく──もし隣の独房の少女が本物の〈廃棄王女〉であったのなら、自分達は知らず知らずの内に重要な切り札を手にしていた事になる。


「いや、しかし──」


「とにかく！　用があるのは私なんでしょう!?　その人に乱らん暴ぼうは止めなさいよ！　声だけ聞いてたって弱ってるのが分かるのよ!?　これ以上その人をいじめたら死んじゃうわよっ！」


　怒ど鳴なるパシフィカ。


　半なかばやけくそ気味の口調は、彼女自身、『しまった』と思っている証しよう拠こであった。


　実際、隣となりの女性があまりにも弱り切っている感じがしたので、咄とつ嗟さに自分の方に注意を向けさせたはいいのだが──その後に来るであろう事態に対処する方法など考えていなかったのだ。


「だ、黙れ、ガキ──貴き様さまが〈廃棄王女〉だと？　いいだろう、そうまで言うのなら早急に調べてやるさ。じっくりと、洗いざらい喋しやべるまでな」


　兵士はそう言って独房を出ると、隣の独房の扉に鍵かぎを差し込んだ。


　かちりと音がして錠じよう前まえが外はずれる。


　兵士は扉とびらを開けて少女を連れ出そうと──


「──なんだ!?」


　パシフィカの独房に踏み込もうとした兵士は、自分の左脚にもの凄すごい力が掛けられている事に気付いた。


　愕がく然ぜんと振り返ると──白く瘦やせた指が自分の足首に絡からんでいる。


「貴様──」


　先程まで死体同然の様子で独どく房ぼうの床ゆかに横たわっていた女が、独房から這い出てきて……必死の形ぎよう相そうで彼の脚あしをつかんでいるのである。


　数日に及およぶ激はげしい尋じん問もんと幽ゆう閉へい生せい活かつの為ためにやせ細ったその身体からだの、何処どこにそんな力があるのか──女はその指を兵士のブーツに食い込ませて彼の動きを止めようとしていた。


「ちょっと!?　何!?」


　背せ中なかで押さえ込む様にした扉の向こうから怒鳴る少女の声が聞こえてくる。扉を叩たたいているらしい振しん動どうも伝わってくる。彼が扉から離れれば少女はそのまま独房から飛び出してくるだろう。


　だが──兵士はそんな事に注意を割さいている余よ裕ゆうなど無かった。


「……」


　女の眼めには執しゆう念ねんめいた光が宿っている。


　純じゆん粋すいな殺意にも似にたその光を兵士はただただ恐おそれた。


　本物の死に物狂ぐるいとは時に常識さえ覆くつがえす。


　か弱い婦女子が火事場から家か財ざい道具一式を抱かかえて逃にげることがある。時には、武ぶ器きさえ持たない死に損ぞこないの素人しろうとが屈強な兵士を殺す事さえあるのだ。その事を十年近く情報部に所しよ属ぞくしてきた兵士はよく知っていた。そしてブーツの革かわを突き破らんと食い込んでくるその指の力は、彼の恐怖をはっきりと裏うら打うちしていた。


「あ、やめろ、このっ──」


　兵士は半狂きよう乱らんになって捕つかまれた脚を振り回す。それでも女の指が離れないと知ると、彼は渾こん身しんの力を込めて女の腹はらを蹴けった。


「……！」


　がほ──吐と息いきのそれとは思えない鈍にぶい音と共に女は身を震ふるわせた。


　内ない臓ぞうの何処どこかを手ひどく傷きずつけたのか、ぼとぼととその口の端はしから血がしたたり落ちる。


　しかし──


「貴様──」


　兵士は表情を歪ゆがめて呻うめいた。


　それでも女の手が離れない。いや、離れるどころかますます指は強く兵士の足首に食い込んでゆく。このままでは足首を握りつぶされるのではないか──そんな恐怖さえ兵士の脳裏を過よぎった。


「くそ──」


　兵士は腰から短剣を抜くと、それを振り上げ──


「ん──ご──っ!!」


　鼻詰づまりのワニが呻く様な声が辺りに響いた。


「なんだ？」


　愕然と振り返る兵士。


　彼の目の前で──壁かべが消失した。


　いきなり、何の脈みやく絡らくもなく、独房の壁が丸ごと消滅したのである。


　しかも何処から入り込んできたのか小さな緑色の生き物が──生き物らしき何かが、んごんご言いながら監かん獄ごくの廊ろう下かを飛び回っている。


「なんだ──いや、これは──」


　間ま違ちがいない。これは魔法による攻こう撃げきだ。


　しかも──


（分ぶん子し崩ほう壊かい連れん鎖さ──殲せん滅めつ級きゆう攻こう性せい魔ま法ほう〈魔天狼フエンリル〉……!!）


　兵士は戦せん慄りつと共にその名を想そう起きした。


　同時に──さすがにこの状況には女も驚いたのか、兵士の脚を捕とらえていた握あく力りよくがゆるむ。兵士が右脚で女の手を蹴ると指はあっさりと左足首から離れた。


「くっ……！」


　兵士はそのまま床を蹴って詰め所の方へと走り出した。


　何者かは知らないが──〈魔天狼〉は通常三人以上の魔導士が組んで起動させる高度な軍用攻性魔法だ。そして通常、軍の魔導士が単独で行動する事はほとんどない。呪じゆ文もん詠えい唱しようの隙すきを補おぎなうために必ず接せつ近きん戦せん担たん当とうの戦士が随ずい行こうする。大抵の場合、魔導士一人につき兵士が五人から十人。そして彼等全体の総合的な兵力は一いつ般ぱん兵士の二十人分に相当すると言われている。


　──仲間と合流しなければ。


　兵士一人では勝ち目がない。彼は石いし造づくりの廊下を突っ切って、奥にある詰め所に駆け込んだ。そこには常時武装兵士が最低でも五名居る筈だった。その中には魔導士も一名含まれている。彼等と合流すればまだ作戦の立て様はあるだろう。


　しかし──


「──!?」


　兵士は詰め所の入り口で思わず凍こおり付いた。


　仲間は──情報部所属の兵士達は残らず地に伏ふしていたのである。その数八名。そして詰め所の真ん中に立つ影かげが──一つ。


「任にん務む御ご苦く労ろう」


　言いながら微び笑しようしたのは、一人の少年だった。年の頃ころは十六か、七か──ほっそりしたその体たい軀くには不ふ相そう応おうとも言うべき大型武器、長柄戦斧ハルヴアードを携たずさえている。


「き、貴様は──」


　間違いない。状況からして仲間達を倒したのはこの少年だ。


　だがしかし、さして広くもないこの詰め所で、長柄戦斧などという武器を使い、魔導士を含めそれなりに戦闘訓練を積んだ兵士八名を倒す──それがどれだけ異常な事か。


　そんな事が可能なのは、同じ情報部でも〈ブラック・ホーク〉の様な破壊工作専門部隊の兵士か、あるいは──


「〈オブスティネート・アロウ〉!?　やはり王室派の人ひと質じち奪だつ還かん──」


「いや。今は部隊から独立して動いてるんだけどね」


　そう言って少年が滑すべる様に近づいてくる。


　兵士は咄とつ嗟さに逃げようとして後方に引き──そして何かにぶつかってその動きが止まった。慌あわてて腰の短剣を抜きながら兵士は後方を振り返り──


「寝ねてろ」


　無ぶ愛あい想そうにそう告げられ──首筋に鋭するどい一撃が食い込む。気を失って倒れ伏す寸前に、兵士は自分に一撃を加えた相手の顔を──何処か面めん倒どうくさそうな表情の張り付いた青年の顔を見た。








「ねえ！　大だい丈じよう夫ぶ!?　ねえ！　ねえ!!」


　途と切ぎれていた意識が再び繫つながる。


　彼女は自分を覗のぞき込こむ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女の姿すがたを目まの当たりにした。


　兵士が逃にげた事で、押さえられていた扉を開き、独房から出てくる事が出来たのだろう。ここ数日間言葉を交かわし励はげまし合ってきた少女の姿を、この時初めて彼女は目の当たりにした。


（──ああ）


　声にならない呻うめき声がひび割れた唇くちびるから漏もれる。


　まさか。


　まさかこんなところで──この期ごに及んで──


　この少女が本物の〈廃棄王女〉だという証しよう拠こはない。だが眼に涙なみだを浮かべながら自分の顔を覗き込んでくる少女の蒼あおい瞳ひとみを見て彼女は──王妃エルマイアは直感していた。


　この少女は本物だ。


　本物の──自分の娘なのだと。


　いや、たとえ本物でないとしても──あのカスール夫妻とその子達が育ててくれたのだから、きっと自分の娘はこんな子に育っているだろう。そう思う。


　きっと、こんな風に優やさしく、強く、育ってくれているに違いない。そう思う位の親馬鹿さは許ゆるされてもいいのではないか──そんな風に彼女は思った。


　しかし……何という運命か。


　今まさに人生を閉とじようとしているこの瞬間に、彼女は思い焦こがれてきた我が娘の成長した姿を眼にしたのだから。


　何一つ親らしい事をしてこれなかった。


　自らの手で守りきってやる事さえ出来なかった。


　もし出会える事があるのならば──罵ののしられても、唾つばを吐はきかけられても仕方ないとさえ考えていた。


　そんな自分が今──娘に看み取とられて逝ゆこうとしている。


　大貴き族ぞくの娘に生まれ、王おう妃ひたるべき存そん在ざいとして教育され、今まで生きてきた。


　不自由の無い生活ではあったが、何一つ自分で決めて自分で選び取る事の出来ない人生だった。いつも他人の思おも惑わくに踊おどらされているのを知りながら、人形の様に踊り続ける事しか出来なかった。


　ずっと運命というものに流されながら、それを静かに憎にくみ続けてきたエルマイア。


　だが彼女は、今初めてその数すう奇きな計はからいに感かん謝しやしたくなった。


　しかし──


「御願いが……あるの」


　何とか力を振り絞しぼって言う。


　自分でも欲深いとは思うが、こうなったらこの幸運に可能な限り甘あまえてみようと思った。


「私にはね……あなたくらいの……娘がいるの……」


　少女が息を呑むのが分かる。


　今更、親だと名乗れた義ぎ理りではない。


　まして──この少女に余よ計けいな後こう悔かいや混こん乱らん、そして重おも荷にを背せ負おわせたくはない。


　自分は最後まで彼女とは何の関係もない他人で居てやらねばならない。そうする事で、これからも厳きびしすぎる道のりを歩いてゆかねばならないこの子の、荷物を軽くしてやる事──それが最後の親心だろう。立ち止まらず、振り返らず、前に向けて生きてゆくこの子の脚を引っ張るような親にだけはなりたくなかった。


　だから──せめて。


「もう随ずい分ぶんと……会ってないの……会いたいけど……もう会えないの……」


　言葉を紡つむぐ。


　ただそれだけの行為が今のエルマイアには途と方ほうもない重じゆう労ろう働どうだった。


「だから……噓うそでもいいから──『お母さん』って、呼んでくれる……？」


　せめてただ一言。


　しかし──


「駄だ目めだよ……呼べない、呼べないよ──」


　少女は顔をくしゃくしゃにして言う。


　──ああ。


　エルマイアは心の底で感かん嘆たんした。


　この子は泣いている。


　見ず知らずの誰かが死ぬという──ただそれだけの事の為に泣いている。


　それだけでエルマイアは満足できた様な気がした。
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「呼んだら、おばさんきっと──きっとそのまま死んじゃう……駄目だから、今、何とかするから──何とかするから！」


「そうね……ごめんなさい──」


　今更、娘をだましてまで『母』と呼んでもらおうとは、あまりに厚あつかましい願いであったろう。


　自じ嘲ちようじみた思いを抱いだきながら、彼女は自分の意識がゆっくりと──永えい遠えんの深しん淵えんに向かって閉へい塞そくしてゆくのを感じていた。


「やだ──ちょっと──ねえ、駄目、駄目だったら──」


　少女の姿が遠のいてゆく。


　二度とさめない眠ねむりが彼女を覆おおい尽つくして行く。


　だがエルマイアは満足げだった。


　少なくともこれで──彼女は誰をも呪のろわずに逝ける。運命を許し、世界を許し、夫を許し、弱くて何も出来なかった自分自身をほんの少しだが許し──


「やだ──駄目、死なないで──」


　そして。


「──お母さんっ!!」


　パシフィカの叫び。


　その声が母エルマイアの耳に届いたかどうか──それは誰も知らない。










　終章







　いつもの如ごとく欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、少年は森に足を踏ふみ入れた。


　目的は薪たきぎ拾ひろい。日課とまではいかないが、いつもの作業である。


　籠かご一いつ杯ぱいの薪を拾って帰ると、父親が小こ遣づかいをくれる。子こ供どもの小遣いといえど金銭は労働の報ほう酬しゆうとして得るべきだ──というのが少年の父親の教育方針なのだそうだ。少年自身はただ単にケチなだけだと考えているが──まあ概おおむね問題はない。グレンデルの周辺は特に山さん賊ぞくや野や盗とうの類たぐいも出ないし、獣けもの避よけの爆ばく竹ちくさえ持っていれば、手軽で気楽な労働ではあった。


「今日はちょっと奥おくまで行ってみっかな」


　呟つぶやいて少年は森の中を進んでゆく。


　いつもと違う場所まで足を伸のばせば、時折、嬉うれしい発見をする場合がある。食べられる野草やキノコ、野の苺いちごなど──そういったものを見つけると、父親からの小遣いに多少の色がつく、という寸すん法ぽうである。


　彼はいつもの道をややそれて、森の中に分け入って行く。


　そして──


「──あれ？」


　何か違ちがう。何が──という訳わけでもないのだが、何かがおかしい。森の風景そのものが何処どこか違い和わ感を漂ただよわせている。


「眼めがどうかしたか──な？」


　目を擦こすりながら歩き……そして。


「な──なんだ!?」


　不意に風景が変わった。


　いや……違う。


　それまで全くそこになかったものが突とつ然ぜん目の前に出現していた。


　目の前にそびえる巨きよ大だいな塊かたまり。


　一いつ瞬しゆん何か分からなかったが、それは──


「──ひっ!?」


　理解した少年は思わず後ずさった。


　人間の数倍──いや、十数倍にも達しようかという身長の何かが、膝ひざをつく様な格好でうずくまっているのだ。


　多少、蔓つる草くさや木の枝を上から被かぶせて偽ぎ装そうしようという努力はしてある様だが、その巌いわおの如ごとき存在感は間ま近ぢかで見れば隠かくしようがない。しかも『膝をつく』姿し勢せいをとっているのは間違いないが──それはどう見ても人の似に姿すがたを大きく逸いつ脱だつした異い形ぎようの外形を備そなえていた。


「なんだよ──なんだよ、これ──まさか、魔族──」


　呟いた瞬間。


　怪かい物ぶつの銅どう像ぞうじみたその顔の中で、ぎろりと眼がん球きゆうだけが動いてその少年に焦しよう点てんを定めた。まるで己おのれの眠りを妨さまたげた愚おろか者に怒りを向ける暴君テイラノの如く。


「──!!」


　言葉にならない悲鳴が口をついて迸ほとばしる。


　一瞬でもここに留とどまったら殺される。そう確信した少年は、無む我が夢む中ちゆうで踵きびすを返し、全力でその場から走り去った。








「……やはり偽ぎ装そう処しよ置ちが魔法だけという点には問題があるかもしんな」


　その怪物──〈竜機神ドラグーン〉の陰かげから、少年の逃にげ去った方角を眺ながめながら、アーフィ・ゼフィリスは言った。


「そっちに余裕がないんだからしょうがないだろう。まあ──確かに〈幻城ウートガルザ〉は実体のない幻げん影えい重ねるだけだからな。『内側』に入って来られたら一発でばれる」


　そう言って肩を竦すくめたのは──シャノンである。


「とはいっても──大丈夫だろう。子供が一人『怪物を見た』と騒さわいでも本気にする大人は殆ほとんど居ないだろうしな」


「それはそうだが。しかしやはり──釈しやく然ぜんとしないものを感じるな」


「何が」


「私の本体はそこまで醜しゆう悪あくか？」


「……」


　苦笑してシャノンは〈竜機神ドラグーン〉を見上げる。


　確かに見み慣なれぬ者にはその姿は醜悪に映うつるかもしれない。シャノンとて事情を知らぬまま森の中でいきなり対面すれば、思わず武器に手を掛けるだろう。


　とはいえ──


「そうか。まあそうだよな。伊だ達てに女の子の格好してないよな」


「何を見み透すかした様な事を」


　僅わずかに顔をしかめてゼフィリスが言う。


「お互い様だ。まあ──俺には頼たのもしく見えるがな」


「……ならば、いいが」


　呟つぶやく様にゼフィリスが言う。


「偽装の事もあるが──志し気きにも影えい響きようするからな。外がい装そうも多少考えた方がいいのかと想っていたところだ」


「ラクウェルには言うなよ。スーピイくんにされるぞ」


　言ってからシャノンはゼフィリスに視線を戻もどした。


「どっちにしろ、余裕がない時は、確実に必要な事に力を注そそいで、削けずれるところはとことん節約した方がいい」


「すまない」


「謝あやまってもらう様な事じゃないさ。ただまあそっちはそれでいいとしても──」


　シャノンはため息をついて振り返る。


　少年は眼前の〈竜機神〉だけに気を取られていて気付かなかった様だが、此処には──〈幻城〉の幻影によって覆おおわれた森の片隅には、他にも三体の〈竜ギ巨ガ人ス〉が鎮ちん座ざしていた。


　いずれもが〈竜機神〉とほぼ同等の大きさを持っている。


　小山の如ごとき巨体がまるで円えん陣じんを組むかの様に膝をついて微び動どうだにしない様は、まるで異教の神しん殿でんじみた荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きさえ漂ただよわせていた。最も早はや見慣れたシャノンでさえ、ふとした拍ひよう子しにその光景を見ると奇妙な迫はく力りよくを覚えてしまう。


　ちなみに四体の魔ま獣じゆうは死んだ様に動かないが、アーフィの様子からも分かる様に、眠っている訳ではない。


　現在、〈竜機神〉アーフィ・ゼフィリスによる〈竜巨人〉の修しゆう復ふくが急速に進められているのだ。別に鎧よろいや剣けんを造るように槌つちや鋸のこで叩たたいたり切ったりしている訳ではないので、ひどく静かであるが。


　ちなみに長ちよう距きよ離り魔法通信に相当する通信方法で、ゼフィリスは海中の〈スキッド〉残ざん骸がいに常じよう駐ちゆうしたままのナタリイと連絡をとり、相談した上でより〈竜巨人〉を強力に改良する案をも検けん討とうしているらしい。所しよ詮せん付け焼き刃に過ぎないが、それでも短期決戦なら勝負を多少は有利に持っていけるのではないか──とはゼフィリスの言葉である。


　魔獣達の側には、シャノン達以外の人影も見受けられる。


　丁ちよう度ど昼飯時であるからか、セーネスの部下達五名と、レオポルドが食事の用意をしている様だった。ちなみにラクウェルとセーネス、クリストファ、そしてウイニアはグレンデルまで偵てい察さつを兼かねた買い出しに出ていて、此処には居ない。


　そして──


「問題はこっちだな」


　呟いてシャノンはそれよりも手前──〈竜機神〉の足下で放心した様に座すわり込んでいる少女を眺ながめた。


　パシフィカである。


　だがいつもの彼女を特とく徴ちようづけている闊かつ達たつさが感じられない。


　表情が暗い──というよりも顔色そのものが優すぐれない。事情を知らぬ人間が見れば病気ではないのかと疑うたがうだろう。


　救出劇からおよそ一週間。


　パシフィカはずっとこの調子だ。


　話し掛かければ返事はするし、場合によっては笑いもする。瞬間的に見ればいつものパシフィカである。その表情や言動は明るく不ふ遜そんで、その癖くせ、何処どこか優やさしい。


　だが──放っておくとすぐに独ひとりで沈しずんだ表情を浮かべて座すわり込んでしまうのだ。


　まるで元の自分を無理して演えんじているかの様に。


「パシフィカ」


　シャノンの呼びかけに、パシフィカはふと顔を上げる。


「あ──お兄ちゃん」


　パシフィカが眼を瞬しばたたかせて言う。


（やっぱ相当参まいってるか）


　シャノンは内心でため息をついた。


　基き本ほん的にパシフィカはシャノンの事を『お兄ちゃん』とは呼ばない。『シャノン兄』だ。昔は──まだ幼よう児じといってもいいような時代にはまだ『お兄ちゃん』と呼んでいたが、日曜学校に行くようになってからは恥はずかしいのか何なのか、ぴったりそう呼ぶのをやめてしまった。


　自分とシャノン達の血が繫つながっていない事をパシフィカが自覚しだしたのも、シャノンが見る限かぎりその頃ころからだ。ある種の遠えん慮りよが彼女の中でそのとき出来たのかもしれない。


　だが、時折……動どう揺ようを覚えた時や、ひどく落ち込んでいる時、または喜んだ時など……彼女はシャノンの事を幼い時の様に『お兄ちゃん』と呼ぶ。本人がどれだけ自覚しているかは分からないが、恐らく恥はじも外がい聞ぶんもなく甘あまえたい時なのだろう──とシャノンは考えていた。


「ええと……何？」


　シャノンが黙っていると、首をかしげて尋ねてくる。


「いや……何というか。退たい屈くつか？」


　実を言えばセーネスやクリストファ、それにゼフィリスと今後の事や非常時の対応、〈竜巨人〉の扱あつかいなどについて打ち合わせる事が多く、ここ数日はあまりパシフィカに構ってやれていないのが実情だ。ラクウェルはラクウェルで何やら〈フィンブルヴェトル〉の調整に忙いそがしいらしい。


「え？　──ううん、別に。全然」


　何処か取り繕つくろう様な反はん応のうを示しめしながら、パシフィカは言った。


（さて──どうしたもんだか）


　内心でシャノンはそんな事を考える。


　パシフィカの元気がないのも無理のない話だ。言うまでもなくあの女性──エルマイアの死が影響しているのだろう。


　実を言えばパシフィカはエルマイアが自分の実の母だとは知らされていない。


　シャノンとてクリストファから教えられなければ気付く事もなかったろう。セーネス達は職しよく業ぎよう上じよう、すぐに気付いた様ではあったが。


　故ゆえに……事実上パシフィカにとって彼女は単なる『通りすがり』でしかない。


　だがパシフィカが、エルマイアに母親の影……母親的な何かを感じたのは間違いない。


　仮かり初そめであっても一瞬であっても、母と娘を演じた相手が目の前で死ねば、この愚おろかな位に優しい娘は落ち込むに決まっている。


　それに──


（俺達が……あと数分早ければな）


　過すぎてしまった出来事を悔くやんで、『もイしフ』を論じる事の無意味さはシャノンも重々承しよう知ちしている。


　だが死んでさえいなければ、ゼフィリスの力でエルマイアの命を救えていたかもしれないのだ。その事を想うとシャノンも悔やまれてならない。


　世界は……運命はひどく残ざん酷こくだ。


「──パシフィカさん！」


　暗あん澹たんたる二人の前に場違いなほど明るい声が飛び込んできた。
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　レオポルドである。


　いつもは鎧に鉢はち巻まきと、凛り々りしい格好をしているレオポルドであるが、今はやたらに微笑ほほえましいというか、家庭的な姿である。鉢巻きの替わりに頭に巻いているのは三さん角かく巾きんだし、服の上からはエプロンなんぞも付けている。もっとも何な故ぜかそういう格好がこの少年にはよく似合っているが。


「ご飯ができましたよ、ご飯！」


　走ってきて二人の側で立ち止まると、レオポルドはにこにこしながらそう言った。


「今日は自信があるんですよ！」


「あ──あの。ごめん、あんまり食欲ないんだけど──」


　パシフィカが何処か翳かげりのある笑顔でそう言う。当然と言えば当然の事だ。


　だが──


「なっ──!?」


　レオポルドの顔色が劇げき的てきに変わる。


　まるで死し刑けいを宣せん告こくされた囚しゆう人じんの如ごとく彼は絶ぜつ望ぼう感を露あらわにし、震ふるえる声で言った。


「そ、そんなに──そんなに僕ぼくの作ったご飯食べるのヤなんですか……？」


　ぐらっ──とよろめいてレオポルドは〈竜機神〉の脚あしに両手をついて身体からだを支ささえた。


「最も早はや、生きていけない。死のう」


「なんでそーなる」


　シャノンが突っ込むと、レオポルドは彼を振り返ってすがる様に言ってきた。


「お義兄にいさん。パシフィカさんが僕を虐いじめるんですよう」


「誰がお義兄さんか。というか──俺でもちょっと嫌いやだぞ。おまえの料理。やたら味付けが大おお雑ざつ把ぱで」


「そりゃ何度か失敗しましたけども！　失敗なくして成功はあり得ません！　そう、僕は失敗から学びました！　昨日までの僕はもういないのです！　これから僕の事は、新たなるレオポルド・スコルプス、という事で、頭に『新』あるいは『真』をつけてお呼びください！　レオポルド・ザ・セカンドでも結構！　新レオポルド！　レオポルド２！　新しくなったレオポルドをよろしくっ!!」


　拳こぶしを握にぎりしめて力強くそう宣のたまい──しかし次の瞬間にはいきなり情なさけない表情になってレオポルドはパシフィカの前に跪ひざまずいた。


「なのに──なのにパシフィカさん、僕はもうお役ご免めんですか？　僕では貴女あなたのお腹なかの隙すき間まを満たしてあげる事は出来ないのでしょうか!?」


　野や営えいを始めた時から食事当番は交代で勤つとめることになっていたのだが、何な故ぜかレオポルドは自分からその役を買って出る事が多い。特に料理が好きだとか、得意だとかいう訳でもないらしく、しばしばウイニアに助けられてはいたが。


「あ、いや、そういう訳じゃ──」


　何やら普ふ段だんにも増まして勢いというか暴走具合の激しいレオポルドを前にして、何処か困こまったようにパシフィカが声を上げる。


「だったらどうか、どうかお願いします、僕にもう一度雪せつ辱じよくの機会チヤンスを！」


　そんな事を言いながらレオポルドはパシフィカの腕を引っ張る。


「痛い、痛いってば」


　苦情を訴うつたえながらもパシフィカは腰こしを上げた。ここまで言われては彼女もレオポルドの作った昼食を賞しよう味みせざるを得まい。


「……」


　一瞬、彼女には見えない位置でシャノンはレオポルドと視し線せんを交かわす。レオポルドは泣き笑いの様な、苦笑めいた様な、何処か複ふく雑ざつな表情で小さく頷うなずいた。


　レオポルドの態たい度どは空から元げん気きだ。


　むしろ彼はパシフィカと同様に落ち込んでいる。ただ彼はそれをパシフィカの前で見せない様にしているだけの事だった。


　理由はシャノンも知っている。彼はウイニアから幾いくつかの事を聞かされていた。


　フューレ・タクトという少年の事。彼と暮くらしていた日々の記き憶おくをパシフィカが忘れてしまっている事。それにレオポルドが自分の無力を気にしていた事。


「おにい──シャノン兄は？」


　レオポルドに引っ張られてゆきながら、パシフィカが振り返って尋たずねてくる。


「すぐに行く」


「あ……」


　何処どこか困ったような表情を一瞬浮かべたパシフィカではあるが、そのまま素直にレオポルドに引っ張られていった。


「……やはり参っているか」


　去ってゆく二人の後ろ姿を見ながらゼフィリスが呟つぶやく。


「かなりな。まあ人が死ぬのは初めてって訳じゃないが……」


「貴方あなたも相当疲つかれているだろう──王都の時程ではないにせよ。本当にこういう場合は何もできない自分が歯は痒がゆい」


「……それこそお前のせいでもないだろ。気にしてくれるのは嬉うれしいがな」


　恐らく王都で死し傷しよう者が大量に出た事については、いつかはパシフィカも知るだろう。パシフィカのせいでないと言ってやるのは簡単だが──


「いつまで続くんだろうな、こんな事が」


「辛つらくなったか？」


「それは正直、最初からだ。俺もパシフィカもラクウェルもな。むしろ辛くなくなったらやばい。俺はそう想う」


「……そうだな」


「全部終わるまでにどれくらいかかるか。ひょっとしたら終わらないものなのか。これからどれくらいの命が失われるのか──それだけが気がかりだよ」


「それは──私にも分からない」


　ゼフィリスは呟く様に言った。


「ま──それはそうだろうな。すまん、詮せん無ない事を聞いた」


　シャノンは頷くと歩きだし……ふと何かを思いついた様子で振り返った。


「一緒に来るか？　昼飯」


「私は食事の必要はないが」


「気分だよ、気分。セーネスの部下達とも親しん睦ぼくをはかっておくに越した事はないだろ」


「十分親睦は図れていると思うが」


　既すでに野営して一週間、シャノン達が粗そ末まつながらも食事をセーネスの部下達と共にしている回数は一回や二回ではない。


「だから俺じゃなくて。お前だよ。挨あい拶さつもしてないだろ」


「私……？」


　珍めずらしくきょとんとした表情を見せてゼフィリスが呟く。


「連中も戦友の人となり位は知っておきたいと思うぞ。まあ外見はナタリイとよく似にてるが──性格はかなり違うしな」


「……」


　ふと黙だまり込むゼフィリス。彼女はそれから何処か感かん慨がい深げな様子で呟いた。


「戦友……か」


「……なんだ。変か？」


〈竜機神〉にとって、人間などは非ひ力りきな塵ちり芥あくたと大差ない代しろ物ものではあろう。ゼフィリスの感覚からすれば、彼等との関係を『戦友』と表するのは、無理があるのかもしれない。


　シャノンはそう想ったのだが──


「貴方あなたは自分の刀をいちいち仲間に紹しよう介かいするのか？」


　ゼフィリスの言葉に彼は顔をしかめた。


「つまらん卑ひ下げすんな。紹介するさ──もし刀が『何も出来ない自分が歯痒がゆい』とか殊しゆ勝しような物言いをするのならな」


「……」


「ま、気が乗らないのなら無む理り強じいはしないが──」


　肩を竦すくめて言うシャノン。


「いや。そうではない。ただ……昔の事を思い出していただけだ」


「──昔？」


「私達の事を兵器ではなく戦友と呼んでくれた者達の事を。遠い遠い昔の──ことだが」


「……」


　シャノンは人差し指で頰ほほを搔かきながら小さく苦笑し──そしてゼフィリスに向かって手を伸ばした。


「行くぞ。ゼフィ」


「……はい」


　恥はずかしげに。慎つつましげに。


　しかし何処どこか誇ほこらしげに。


　それは──主たるシャノンですらも初めて見る〈終わりの魔獣〉の微び笑しようだった。








　馬車でゆっくりと街路を行く。


「普ふ通つうの街ですねえ」


「そりゃそうだろ」


　御ぎよ者しや台だいで周囲を見回しながら言うラクウェルに、同じく御者台の上で手た綱づなを握にぎりながらセーネスが応じた。


　昼時の街は穏おだやかな喧けん噪そうに包まれていた。仕事のそれではなく、休きゆう憩けいの精神的余裕が作り出すざわめきである。


　グレンデルという街はマウゼル教の聖せい地ちとして認にん識しきされてはいるが、街としての機能は他の都市と大差ない。教会関係施し設せつや、教会資し本ほんで運営される組そ織しきの建物が目に付くのは事実であるが、宿屋も在あれば雑ざつ貨か屋やや食堂も在る、歓かん楽らく街がいさえ──教会は非公認ではあるが──きちんと存在する。


　違うところと言えばその風景であろう。


「とはいえ、何度来てもこれは慣なれねえな」


　言って彼女は傍かたわらの巨大な灰はい色いろの壁かべに眼を向けた。


　いや。正しくは壁ではない。セーネス達の視点からすれば確かにそれは垂すい直ちよくの絶ぜつ壁ぺきにしか見えないが、もっと遠方からの視点が確かく保ほできれば、それが巨大な石の柱であると分かるだろう。


　やはりこの街の根こん幹かんを成している巨大な環状列石ストーンヘンジは、訪おとずれた者に独特の景けい観かんを示す。


「そういうものですか」


「今にも倒たおれてきそうな気がしてな。何にしても不自然な場所さ。ここは」


　セーネスも皇こう女じよとしての公こう務むで何度かこの地には足を踏ふみ入れた事があるそうだが──いくら他の部分が常識的でも、この石せき柱ちゆう群ぐんの存在が、この街の景観を特とく異いなものに見せている。実際セーネスの言う通り、どこまでも空に向かって伸のびて行く石柱を見上げると、それが倒れてきた時の恐怖を感じざるを得ない。


　だが──住人達はというと、さすがというか当然というか、特に気にする様子もない。


「人間の慣なれってのは恐ろしいよな」


　そう言ってセーネスは苦笑した。


　彼女らは今、物資の調達と偵てい察さつを兼ねてグレンデルに侵しん入にゆうしていた。


　実は物資に関しては、その気になれば〈竜機神〉の形相干渉能力でいくらでも作り出せる。物質の在り方を自由自在に制せい御ぎよする〈竜機神〉の力の前では、水も黄金も大差ない。


　だが現げん在ざい──〈竜機神〉の力は〈竜巨人〉の修理や改造に費ついやされている。それでなくとも次の秩序守護者達との戦いに備そなえて力は溜ためておくにこしたことはないという。


　その為、セーネス達は自力調達できるものに関してはゼフィリスの手を煩わずらわさぬ様にしているのである。


「ところで──」


　セーネスは珍しく辟へき易えきした表情を浮かべ、親指で背はい後ご──馬車の後部を指さした。


「あれ、どうにかならねーのか」


　馬車の後うしろ端はし。


　そこには何やら独特の雰ふん囲い気きを醸かもし出しつつ、二つの人影が並んで座すわっていた。


　険けん悪あくという訳では無論なく、しかしその一方で妙な緊きん張ちよう感かんが漂ただよっている。少なくとも和わ気き藹あい々あいといった様子ではない。


　クリストファとウイニアである。


「何か不都合でも？」


　首を傾かしげて尋ね返すラクウェル。


「いや。だからこう……背せ中なかがかゆいというか、こう、むずむずするというか」


「微笑ほほえましいじゃないですか」


「そういうもんかね」


　激げき甘あまケーキの上に蜂はち蜜みつをたっぷりかけたものを喰くわされたかの様な表情で、セーネスが言う。


「恋こいの始まりはいつも初うい々ういしいものなのです……」


「……真顔でそういう事が言えるあんたが、たまにすごく恐こわくなるんだけどな、私は」


　セーネスの性格からして、後ろの二人のぎこちないやりとりが、焦じれったくて仕方ないのだろう。


「セーネスさんもああいうの、なかったですか？　気になる男の子の側で、どきどきしながら──」


「ねえよ」


　何処か夢ゆめ見みる様な表情をしたラクウェルの台詞せりふを遮さえぎる様にセーネスが言う。


「そんな余よ裕ゆうなんざなかったんでな」


「はあ……」


　納なつ得とくしたようなしないような、判然としない表情のままラクウェルは頷うなずいた。


　それはともかく──


『あの……』


　クリストファとウイニアは同時に口を開き──そして同時に黙り込んだ。


　先程から何度目の事か分からない。端はたから見ていればわざとやっているのではないかと疑うたがいたくなる光景であるが──まあこれもある意味では気がある証拠と言えなくもない。


「──ええと」


　だがクリストファは困った様子ながらも言葉を続けた。いい加か減げん、進しん展てんのない状じよう況きようにも彼自身耐たえられなくなってきていた。


　とはいえ、どうにも勝手が分からない。


　何をどうして良いのかよく分からないのだ。


　相手を叩たたき壊こわす事に関してはクリストファは誰だれよりも専門家だが、女の子の扱あつかいは誰も教えてくれなかった。いや……実のところファファル辺りに聞くと大喜びで教えてくれそうな気がしたが、何となくとんでもない出で鱈たら目めを教え込まれそうな気がする。


　実は……クリストファは前に一度、ある貴き族ぞくの息そく女じよに誘さそわれて食事や観かん劇げきに出かけた事がある。あの時も女の子の扱いについて随ずい分ぶんと悩なやまされたものであるが……あの時とは相手の立場や性格、状況も違うので、その経験を活いかすという訳にもいくまい。


　何にしても、気まずい。


　王都で会った時に無視した事については釈しやく明めいもしたし、ウイニアも納得はしてくれた筈だった。あの時はむしろクリストファに近しい者には敵てきの手が及ぶ可能性が多分にあったので、あえて他人の振りをしたのだ。


　だが、理屈では片かたがついてもどうもウイニアは一度無視された時の衝しよう撃げきがいまだに残っているのか、何を話しかけても何処か怯おびえたような反はん応のうを示しめす。下手へたな事を言うと途と端たんに何かが壊こわれそうでうかつなことを口にできないのだろう。


　まして……


「今更だけど。大変だったね」


「え。ええ。でもパシフィカに比べたら……」


　恐らくは咄とつ嗟さの反応なのだろう。だが自らの口にしたその言葉に落ち込んでウイニアはまたうつむいてしまった。


「パシフィカ──覚えてなかったの」


「──え？」


「フューレさんの事を──」


「ああ……その王都で彼女を保ほ護ごしていた人だね」


　フューレ・タクトの事についてはクリストファも聞き及およんでいた。


　彼がかつて王おう国こく軍ぐん諜ちよう報ほう部ぶ特とく別べつ任にん務む処しよ理り班はん〈ブラック・ホーク〉の一員であり〈レイス〉という暗号名で呼ばれる一流の暗殺者だった事も知っている。顔は知らないが、単体戦せん闘とう技ぎ能のうにおいて〈オブスティネート・アロウ〉の特務戦技兵に匹ひつ敵てきする成せい績せきを残した天才の噂うわさは、それなりにクリストファ達の間でも話題になっていたのである。


「彼はパシフィカを逃がすために──でもその事を彼女は……」


「記き憶おく喪そう失しつだった人物が、記憶を取り戻した際には、まるで入れ替えるみたいに記憶喪失だった間の事を忘れてしまう事もあるそうだね──それが辛つらい記憶なら、尚なお更さらそうであっても不思議じゃない」


「それはそう。分かってる。でも──たまらないの。彼が居て、彼女を守って──」


「でもそれを彼女に伝えても彼女が悲しむだけだよ。それで彼が生き返るのであれば、意味はあることかもしれないけどね」


「……」


　ウイニアが唇くちびるを嚙かむ。


「仕方のない事だと想うよ。彼女もそれが辛いからこそ無意識の内に忘れた状態になっているのかもしれないし」


「……でもあんなに仲が良さそうだったのに。それが、なかった事になるなんて──」


「君が覚えてるだろ」


　そう言われてウイニアは顔を上げた。


「君が覚えている。他の誰でもなく、君とスコルプス卿きようが覚えている。その限りにおいて彼の行為はなかった事になんかならないよ」


「……クリス？」


「僕らの訓練施設に在った墓はかにはね。『幸せな負け犬此こ処こに眠ねむる』と書かれた石せき碑ひがあるだけで。死んじゃったらそこに埋うめられて、当然、名前なんて彫ほってもらえなくて──みんなすぐに忘れられてゆくんだ。


　みんな自分が生きるのに精せい一いつ杯ぱいで。他人の事なんか構かまっていられなくて。


　その人がそこに確たしかに生きていた筈はずなのに──まるでそんな人最初から居なかったみたいに忘れられてしまう。とっくに戸こ籍せきなんて消されてるしね。名実共に自分が『なくなって』しまうんだよ。


　それが凄すごく怖こわかった。凄く寂さびしかったよ。だから僕は覚えてる。僕が一人前になるための生いけ贄にえとして蹴け落おとされてきた仲間の名前を全部覚えてる。自分がもし墓に埋められる側であったなら──そうしてもらうのが、一番嬉うれしいと想うから」


「…………」




[image: ]


　呆ぼう然ぜんとウイニアはクリストファの顔を眺ながめている。


「それで十分。でも、どうしてもそれで我が慢まんできないのなら──いつかこの戦いが全すべて思い出に変わったときに、彼女に話してあげるといいよ。そのときにはきっと、彼女も彼の事を思い出せるだけの用意が出来ていると想うから」


「……そうかな」


「保ほ証しようは出来ないけどね」


　そう言ってクリストファは苦笑して見せる。絶対などという言葉を多用する人間ほど、平気で噓うそをつくものだ。


「分かった──我が慢まんする」


　ウイニアはそう言い──


「だからちょっとだけ──泣かせてね」


「……うん」


　自分の肩に額ひたいを押しつけて嗚お咽えつするウイニアの息いき遣づかいを感じながらクリストファは静かに頷うなずいた。








　適てき当とうに木材を組んで作った粗そ末まつな食卓の上に、今日はサンドイッチとスープが並んでいる。こった料理とは言えないが──潜せん伏ぷく中ちゆうの身である事を想えば、むしろ豪ごう華かな内容と言っても良いだろう。


「今日は自信があるんですよ」


　などと言うレオポルドに、セーネスの部下達が苦笑して言う。


「そりゃパン切ってハムと野や菜さい挟はさむだけだろが」


「というかこのスープ味ついてないわよ」


　シャノン、パシフィカ、レオポルド、アーフィの他にセーネス達の部下達がそれぞれ適当な席順で食卓を囲かこんでいる。


　セーネスの部下は〈竜ギ巨ガ人ス〉の操そう縦じゆう者しやが二名、量産型〈フィンブルヴェトル〉を装そう備びして歩兵役に回っている三人の総そう計けい五名がいる。内分けとしては男性三名女性二名である。


　年ねん齢れいも少女と見み紛まごう様な若わかさから初老の人物までてんでばらばら。如い何かにセーネスが実力主義で部下を選んでいたかが分かる。


「サンドイッチを馬ば鹿かにしてはいけませんよ。この塗ぬってあるバターとマスタードの配はい合ごうにもコツがあるんです」


　何処か誇ほこらしげに言うレオポルドにやはりセーネスの部下の一人が突っ込む。


「そのバター、昨日の晩にウイニアが造ってたの見たわよ」


「──う」


　顔をしかめるレオポルド。その様子を見て一同が笑った。やや固いが、つられてパシフィカも少し笑顔めいた表情を浮かべている。


「……」


　シャノンは静かにセーネスの部下達を見回した。


　戦いの合間に許ゆるされた穏おだやかな時間。


　誰もがこれが仮かり初そめのものだと知っている。いずれ最後の、そして命がけの戦いに赴おもむかねばならないと皆みなが知っている。


　だからこそ、彼等は今この時間を堪たん能のうする事に遠えん慮りよしないのだ。次はないかもしれない──そんな生き方を自分で選えらんだ者達だからこそ。


　だが──


（何名が生き残る事が出来るか──）


　シャノンは胸むねの奥おくに痛いたみの様な感覚を覚おぼえながらそんな事を想った。


　そのとき──


「大だい丈じよう夫ぶだ」


　まるでシャノンの内心を見み透すかしたかの様に──彼の左隣に座っていたゼフィリスが言ってくる。


　彼女の前にも何な故ぜかサンドイッチとスープが置かれていた。『折せつ角かくだから』『食事は大勢で食った方がいい』とセーネスの部下の一人が彼女の分も配はい膳ぜんしたのである。


　それを無意味と笑う者はその場には居なかった。


「貴方あなたも彼等も──今度こそ守る。私の全すべてを費ついやしてでも」


「……」


　シャノンはゼフィリスを振ふり返る。


「我わが戦友を──」


「おいおい。何を見つめ合ってんだ、そこ」


　セーネスの部下の一人がそう言って声を掛けてくる。


「ずるいよなあ。〈竜巨人〉にもそういう可愛かわいらしい補佐役アシスタント、つけてくれればいいのに」


「そんなのついてたら、あんたそっちに見とれてて手動かさないでしょうが」


　また一同が笑う。


　ふとシャノンは視線を傍かたわらのパシフィカに戻もどした。


　彼の妹も他の者達と同様に笑っている。笑ってはいるが──


「──なに？」


　シャノンの視線に気付いたらしく、笑顔で──明らかに意い識しきしてそれを維い持じしていると分かるぎこちなさで──パシフィカが尋たずねてくる。


「飯食ったら、少し散歩するか」


「──え？」


　眼めを瞬しばたたかせてそう言い──


「いいけど──シャノン兄、忙いそがしいんじゃないの？」


「セーネス達との打ち合わせも一段落ついたしな。息抜きは必要だろ」


「ん。分かった。つきあったげる」


　微笑してパシフィカは頷うなずいた。








　買い出しを終え──ラクウェル達は街の食堂で昼食をとっていた。


　グレンデルには巡じゆん礼れい者しや目当ての宿や食堂が幾いくつもあり、昼食時でも席の確かく保ほに苦労する事はない。


　ラクウェル、セーネス、そしてクリスとウイニアの四人は、比ひ較かく的小さな食堂を選び、その隅すみの席で──食堂全体が見渡せる上に、その気になれば裏口にまで一番近い場所──に陣じん取どって、それぞれが注文した食事の到着を待っていた。


「場合によっては魔法戦技能を持った部下を呼び戻す事も考えなきゃならんかもな。〈フィンブルヴェトル〉を装備させれば、そこそこの働きは出来るだろう。予備はまだあったよな？」


「転送されてきた設せつ計けい資し料りようを用いれば〈竜機神〉の形けい相そう干かん渉しよう能のう力りよくで生産も出来る筈ですけど。でもナタリイやゼフィリスの話からすればもう〈シヴィリアン〉タイプが居ない以上は、対人兵装の強化はさして意味が無いでしょう。むしろ大規き模ぼ魔法の──」


　先程からラクウェルとセーネスは色々と今後の方ほう針しんや戦せん術じゆつについて話し込んでいる。


　クリストファの眼から見ると性格はかなり違う様に見えるのだが……この二人、案外、気があっているのかもしれない。


　ウイニアの様子に──彼女が眼めを腫はらしている事に──気付かない様な二人ではないと想うが、特にラクウェルもセーネスも何も言ってこない。


　恐らく彼女らなりに気を遣つかってくれているのだろう。今更ながらにややこしい魔法の話をしているのも──あるいは話題をこちらに振らない様にする為かもしれない。


　そんな事を考えていると──


「──おっ!?」


　野太い声が響いた。


　本人は軽く声を上げただけの積つもりなのかもしれないが──ごつごつと岩同士がぶつかっているかの様な無ぶ骨こつそのものの声は、やけに威い嚇かく的で、本人にはその気がなくても周囲の人間に恫どう喝かつされているかの様な不安感をもたらす。強ごう盗とうだの山さん賊ぞくだのにはおあつらえ向きかもしれないが、客商売にはあまり向きそうにない声であった。


「ようやく追いついてきたか」


　その声に振り向いたクリストファは──小さな食堂を大おお股またで横切りながら近付いてくる巨きよ漢かんに視線を合わせた。


「貴方あなたは──」


　確かベルケンス──ベルケンス・タンホグリオ聖道騎士クレリカル・ソルジヤー。フォルシスを護ご衛えいしていた際に出会った神官である。


　そういえばベルケンスは元々フォルシスをグレンデルまで護衛する為に来ていたのであるから、この街に居るのも当然だ。


「──っと。両手に花どころか三人も連れて華はなやかだな。俺も混まぜてくれ」


　そう言いながらベルケンスはクリストファが良いとも悪いとも言わぬ間に、ちゃっかりと隣のテーブルからあいていた椅い子すを引き寄せてクリス達のテーブルについた。


「……誰だ？」


　セーネスが胡う散さん臭くさそうにベルケンスを眺ながめながら言う。


　クリストファが苦笑しながら答えようとした時──


「ベルケンス・タンホグリオさん。異い教きよう検けん察さつ官かんの方ですよ」


　答えたのはラクウェルだった。


「──お？」


　ベルケンスが眼を瞬しばたたかせてラクウェルを振り返る。


　彼が近付いてきた方向からは、ラクウェルの後ろ姿しか見えていなかったらしいのだが──


「……おおっ!?」


　岩の様なその顔を大きく驚きに歪ゆがめてベルケンスが声を上げた。


「ちょっ──ちょっと待て、なんであんたがここに居るんだ!?　今いま頃ごろはギアット辺りにでも行っているとばかり──」


「色々とありまして。お久ひさしぶりです、タンホグリオさん」


　ラクウェルは微笑ほほえみながら会え釈しやくした。








　落ち葉を踏ふみしめながら並んで歩く。


　二人だけでこうして歩くのはもう随ずい分ぶんと久しぶりの様な気がした。


　そういえば以前にはシャノンの後を付いて歩いてばかりいた時期がある。随分前の幼おさない頃ころの事で、覚おぼえていない振りをしているが──実はよく覚えている。恥ずかしいのでそんな事はとても言えないが。


「なんか……ようやく一息ついた感じだね」


「まあな」


　シャノンが歩きながら言ってくる。


「色々あったが──まあ無事で何よりという感じだな。今更だが」


　苦笑するシャノンの横顔を見ながら──そういえば救出されてから、改あらためてその事を喜び合った記憶がない事にパシフィカは気付いた。


　あの女性の死や、その後のごたごた──戦力を整えるために色々と潜せん伏ぷくの準じゆん備びをしていた──為に、ゆっくりと話す時間がとれなかったのだ。


「……大変だったな」


「……うん」


　これは噓うそ偽いつわりない本ほん音ねだ。


「辛つらかったか？」


「……うん」


　これもそう。


　しばし迷まよった挙あげ句に──パシフィカは付け加える様に言った。


「なんだか──すごく苦しいよ。居ても立ってもいられない感じで」


「……そうか」


　シャノンは静かに頷いた。


「たくさん──人が死んだんでしょ？」


「らしいな」


　シャノンの口調は素っ気ない。


　その場しのぎの取り繕つくろいもなければ、生なま温あたたかい気休めもない。そしてそういう態度をとるのは──実は非常に勇気が要いるのだという事を、パシフィカは知っていた。


「辛いよ。ものすごく──辛いよ」


　自分が存在した事で死なねばならなかった人々。


　自分が──間接的にせよ『殺した』人々。


　彼等はもう帰ってこない。そうしてただ莫ばく大だいな喪そう失しつ感かんが残された者達の間で悲しみとなって横たわるのだ。


　パシフィカを憎にくむ人々も居るだろう。そして彼等にとってそれは少なくとも──故ゆえのある正当な行為なのだ。


　恥ずかしい。辛い。許されるのならば今この瞬間にもこの世界から消え去ってしまいたい位だ。


「私が居なかったら……」


「パシフィカ」


「分かってる。分かってるよ。でも──そう想っちゃうよ。どうしてもそう想っちゃうの。私が今ここで──」


　そこまで言ってパシフィカは口をつぐんだ。


　最後まで言ってしまえばシャノンは怒おこるだろう。そしてそれは今まで血みどろになってでも自分を守ってきてくれたシャノンやラクウェルへの裏うら切ぎりにもなる。


　しかし──


「死にたいか？」


　シャノンはやはり淡たん々たんと尋たずねてきた。


「死んで、綺き麗れいさっぱり清算してしまいたいか？」


「……お兄ちゃん？」


「言ったろう。おまえが世界を滅ほろぼす存在となったのなら、俺が殺すと」


　シャノンは一歩前に出てパシフィカに向き直った。


「あの〈秩序守護者〉が言おうと。託たく宣せんが言おうと。世界中の連中が言おうと。それはどうでもいい。誰だって他人の事には無む責せき任にんだ。適当な事を言うもんだ。何の確信もなくな。


　だから俺は連中の言う事なんざ今いま更さらどうでもいいんだ。


　しかし──もしおまえがおまえ自身を『世界を滅ぼす猛もう毒どく』なんだと想うのなら。おまえ自身がどうしても自分を滅ぼしたいと想うのなら、それはもう俺にはどうしようもない。それを決めれるのは──パシフィカ・カスールが何者であるのかを決定できる権利を持っているのは、俺じゃない。パシフィカ──おまえ自身だからな」


「それは──」


　喘あえぐ様にパシフィカは言い……そして言葉に詰まる。


「どうしたい？　俺やラクウェルの事なんざ気にしなくていい。誰が死のうが誰が文句言おうが、今更同じだ。どういう選択をしたって、誰かを犠ぎ牲せいにしてしまう事に変かわりはない。パシフィカ──おまえはどうしたい？」




[image: ]


　兄の言葉は何処までも穏おだやかで──そして何処までも冷たかった。


　恐らくパシフィカがそう望めば、次の瞬間にはシャノンの刀は彼女の命を絶たつだろう。


　それだけの覚かく悟ごをした上でシャノンは自分を今この場所に呼び出したのだとパシフィカは気付いた。


「でもそれは──折角、セーネスも、アーフィも──」


「パシフィカ」


　反論を切り捨てる様にシャノンは言った。


「他人の事はどうだっていいんだ！　もし死にたいのなら苦しまないように一瞬で殺してやる。もし生きたいのなら──どんな事をしてでも、守ってやる。〈竜騎士Ｄナイト〉でも〈守護者ガーデイアン〉でもなく──兄貴として俺に出来るのはその程度なんだよ。だから──」


　シャノンは呟つぶやく様に言った。


「おまえが選べ。生きたいか。死にたいか。誰も強きよう制せいなんかしない。俺がさせない。これはおまえの──おまえにしか選べない選せん択たく肢しなんだよ」


「……私」


　シャノンの言葉が脳のう裏りを錯さく綜そうする。


　そう。いくらシャノン達が戦おうと、パシフィカが自ら死を望めばそれは一瞬で彼女を捉とらえるだろう。それこそその状態でシャノン達が戦うのは無意味以外の何物でもない。


　しかし──


　幾いくつも今までに見てきたそれらの情じよう景けいが脳裏を過すぎる。


　辛いこと。嬉しいこと。悲しいこと。楽しいこと。自分が今まで重ねてきた全すべての日々。


　騒そう々ぞうしくも愛いとおしい想い出の数々──


「……たいよ」


　呟くようにパシフィカが言う。


　何かに怯おびえるかの様に彼女の金髪が揺ゆれる。


「生きていたい──よ。嫌いやだ。死にたくない。終わってしまいたくない。生きていたい。シャノン兄とか。ラクウェル姉とか。ウイニアとか。レオポルドとか──みんなと一いつ緒しよに、もっともっと──」


　それはとても浅ましい願いかもしれない。


　犠ぎ牲せいになった人々はそんな彼女を許してくれないかもしれない。


　だがそれでも……


「私は生きたいよ……」


「そうか」


　シャノンは頷うなずいてマントを翻ひるがえす。


　ふわりと黒い布がパシフィカを包み──


「生きるぞ。全力で」


　兄の言葉にパシフィカは頷いた。






　あとがき







　同時性というものは即すなわち利便性であると同時に束そく縛ばくでもある。


　冗じよう長ちようさを一瞬たりとも許さないシステムはつまり余裕の無さの表れでもあるのだ。それは時に人をとことん追い詰める。この携けい帯たい電でん話わが普ふ及きゆうした世の中では『居い留る守す』さえも通用しない。スケジュールは容よう赦しやない督とく促そく人にんとなって今日も呼び出し音を奏かなでる。





「…………はい、[image: ]さかきです」


「お疲れ様です。富士見書房のＴです」


「あ、お疲れ様です。で今日は何の御ご用ようで？（びくびく）」


「何の御用で、じゃありません。原稿です原稿」


「ど……どの原稿でしょう？」


「…………」


「文庫の加筆修正でしょうか。それとも増刊でしょうか。番外編連載第二期のプロットでしょうか。ああ、いまもう第二期第一話の原稿もあがってないといけないんでしたっけ。あ、それとも特別企画『小説創るぜ』の原稿でしょうか。まさかいくらなんでも新企画のプロットの締め切りはまだ先ですよね？　ああ、そういえばサントラＣＤにつけるコメントってのもありましたっけ……いや、あとは、雑誌のコメントチェック──」


「とりあえず文庫の加筆修正です」


「そうですね、はいすいません、そうです。ええ、やっております。ええ、ええ。他社の文庫なんかしてませんよ、ええ。多分。きっと」


「……かなりお疲れのようですね」


「いえいえ、お仕事がいただける限りは疲れてなどおれません、ええもう。リゲ○ンだろうがタフ○ンだろうがファイト一発（？）だろうが、ドーピングしてでも──」


「……いや、精神が。映画でも見てきたらどうです？」


「うう、そんな事してたら三時間も仕事できないじゃないですか！」


「……でもミッドガルド大陸には接続してますよね？」


「はっはっは。とりあえず司プ祭リは74レベル、ハンターもレベル60はとっくに超えたよ君ぃ。今は魔法使いマジを急きゆう遽きよ育成中なんだが。相変わらずビタタ・カードは手がでないんでソロ狩りがまだまだ難しいねえ。でもフロスト・ダイバは覚えたよ」


「…………」


「……なんて事はありません、決して。ええもう、本当です」


「まあ、ガンバッテください」


「………………ハイ」








　──という訳で（どういう訳なのかはとりあえずオーク・ダンジョン二階辺りにでも置いといて）どうも、軽小説屋の[image: ]です。


「スクラップド・プリンセス」十二巻をお届け致します。本書は「ドラゴン・マガジン」に連載していた「逃亡編」をまとめたものです。前巻の「フューレ編」の続きの様な部分もあり、また全編通してのクライマックスでもあります。





　いやあ、ようやくここまで来た、という感じですねえ。ここまで来てしまった、という感じでもありますが。まさか最初にプロット出した時は六話で完結する話だったのに、何がどうなれば十巻を超えるシリーズになるのやら。


　無論、これは読者の皆様方の御ご支し持じあっての事ってのは分かっているのですが、やっぱり不思議な気持ちになりますな。


　ともあれ──番外編も含めればあと少なくとも四冊はでる予定ですが、ようやく何というか、ゴールが見えてきた感じです。





　その半面、予想もしていなかった仕事が増えたりして嬉うれしい悲ひ鳴めいを上げてたりするのも本当の事です。アニメ化もその一つですね。アニメの製作に関しては実際に私が何をする訳でもないのですが（せいぜいが脚本とかのチェック）、どうしても細かい仕事──コメント書きとか、サイン会とか、草稿チェックとかが増えてくる訳で、これが微妙に入り組んでいてややこしいというかバタバタする感じ。





　これでアニメの出来が悪ければ思わずセンチメって旅に出たりしてしまいそうな気がするのですが、原作者自らが迷い無く「良作」と断言できる仕上がりなので、何とかそれを励はげみに頑張っていたり。


　池田恵先生、矢吹豪先生のコミックスもそう。メディアミックスで増えた仕事の分、メディアミックス先の諸氏に助けて頂いている（精神的に）感じです。





　で──ここからはちょっとネタバレ（本編未読の方は読まない方が吉）。





　作中における〈守護者因子〉の設定ですが。


　かなり以前にホームページか何処かで「獣姫～」を読んだ読者の方から「どうして守護者因子保有者の中にクリスがいないの!?」という御指摘を受けた際には「よっしゃ！　かかった！」と拳こぶしを握りしめて想ったものです（笑）。


　無論、今回の為な訳ですよ。


　こうした仕し掛かけに気付いてもらえないのも寂しい訳で、「いや、実はね」と言いたくなるのをこらえる事、幾いく星せい霜そう（いや、そんな永くないけど）。ドラマガ連載分未読の方もようやくその意味が分かってもらえたかと。


　個人的には今回、戦闘シーンよりも何よりも、あのワンシーン──特にシャノンを『説得』するラクウェルとクリストファの台詞せりふが書きたい為にやったよーなもんですし。





　こうした仕掛けは大小合わせるとまだ幾つか残っています。


　なので読者の方々には、是非最後までおつきあいの程をよろしくお願いしまする。前記の様に、そのまま流されて、誰にも気付いてもらえないとそれはそれで寂しいし（笑）。普通に読んでる限り分からないよーなものもあるとは想いますが。





　で、普通はここでいつもの感かん謝しや感かん激げき絨じゆう毯たん爆ばく撃げきになる訳ですが、もうアニメの関係の方々まで一人一人書いて入れたら、最も早はやどーしようもないので（スタッフ、キャストの方々はは無論、営業の方々とか、ＣＤ関係の会社の方々とか、ＤＶＤの会社の方々とか、もう、多分何ページあっても足りない）割愛させてください。すいません。


　ただ、純じゆん粋すいに『お手数をお掛けしてすいませんでした』と。


　ただ、純粋に『良い仕事をありがとうございます』と。


　それだけを記しておきまする。





　という訳で、また次の本で。





２００３／６／１７


ＢＧＭ：『フェアリーテイルズ・オブ・スレイヴァリイ』（ｂｙミランダ・セックス・ガーデン）


ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアム４・２ＧＨｒｚ／ＲＡＭ１ＧＢ）




初　出





この小説は『月刊ドラゴンマガジン』２００１年12月号～２００２年５月号までに連載されたものに加筆修正したものです。
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